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平成２７年６月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２７年６月４日 木曜日 午前１０時００分開会 

議 長 清 水 清 秋     副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員 
事 務 局 長 佐 藤 正 寿  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

会 長 星 川   豊 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 眞 見 治 之    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２７年６月４日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１１号一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について 

日程第 ５ 報告第１２号平成２６年度新庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

日程第 ６ 報告第１３号平成２６年度新庄市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて 

日程第 ７ 議案第３７号新庄市監査委員の選任について 

日程第 ８ 議案第４５号新庄市体育館耐震補強工事の内建築工事請負契約の締結について 

 

   （上程、提案説明、質疑） 

日程第 ９ 議案第３８号金山町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１０ 議案第３９号最上町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１１ 議案第４０号舟形町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１２ 議案第４１号真室川町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１３ 議案第４２号大蔵村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１４ 議案第４３号鮭川村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１５ 議案第４４号戸沢村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第１６ 議案第４６号字の区域及び名称の変更について 

日程第１７ 議案、請願の各常任委員会付託 

 

   （上程、提案説明） 

日程第１８ 議案第４７号平成２７年度新庄市一般会計補正予算（第１号） 
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本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

清水清秋議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  それでは、これより平成27年６月新庄市議会

定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付してあります議

事日程によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

清水清秋議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において叶内恵子君、小嶋冨弥君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

清水清秋議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について御報告いたします。 

  去る５月28日午前10時から、議員協議会室に

おいて議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求め議会運営委員会を開催し、本日招集さ

れました平成27年６月定例会の運営について協

議をしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め提出議案等

について説明を受け、協議を行った結果、会期

につきましてはお手元に配付してあります平成

27年６月定例会日程表のとおり、本日から６月

15日までの12日間に決定いたしました。また、

会期中の日程につきましても日程表のとおり決

定いたしましたので、よろしくお願いを申し上

げます。 

  なお、このたび提出されます議案は、報告３

件、議案10件、補正予算１件、請願５件の計19

件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告の

３件の後、議案第37号及び議案第45号につきま

しては提案説明をいただき、委員会への付託を

省略して、本日の本会議において審議をお願い

いたします。 

  議案第38号から議案第44号並びに議案第46号

の議案８件につきましては、本日の本会議で提

案説明の後、各常任委員会に付託し、審査をお

願いいたします。 

  補正予算１件につきましては、本日は提案説

明のみにとどめ、委員会への付託を省略して、

６月15日、最終日の本会議において審議をお願

いいたしたいと思います。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は８名であります。よ

って、１日目４名、２日目４名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、よろしくお取り計いいただきますよう

お願いを申し上げます。 

  議会運営委員会における協議の経過と結果に

ついて報告いたします。ありがとうございます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 
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  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から６月

15日までの12日間にしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は６月４日から６月15日までの12日間と決

しました。 

 

平 成 ２ ７ 年 ６ 月 定 例 会 日 程 表  

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 ６月４日 木 本 会 議 議 場 午前10時 

開会。行政報告。報告（３件）の説

明。人事案件（１件）の上程、提案

説明、採決。議案（１件）の上程、

提案説明、質疑、討論、採決。議案

（８件）の上程、提案説明、質疑。

議案、請願の各常任委員会付託。補

正予算（１件）の上程、提案説明。 

第２日 ６月５日 金 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 佐藤義一、小関 淳、山科正仁、 

 小嶋冨弥の各議員 

第３日 ６月６日 土 
休      会  

第４日 ６月７日 日 

第５日 ６月８日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

一般質問 

 奥山省三、髙橋富美子、叶内恵子､ 

 佐藤悦子の各議員 

第６日 ６月９日 火 

常任委員会 

総 務 文 教

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第７日 ６月10日 水 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前10時 付託議案、請願の審査 

第８日 ６月11日 木 休      会 本会議準備のため 

第９日 ６月12日 金 休      会 本会議準備のため 

第10日 ６月13日 土 
休      会 

 

第11日 ６月14日 日 

第12日 ６月15日 月 本 会 議 議 場 午前10時 

常任委員長報告、質疑、討論、採

決。補正予算（１件）の質疑、討

論、採決。 
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日程第３市長の行政報告 

 

 

清水清秋議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。６月定例議

会、よろしくお願いいたします。 

  それでは、行政報告としまして、新庄市の面

積の変更について御報告いたします。 

  本市の面積につきましては、国土地理院が毎

年公表する全国都道府県市区町村別面積調べに

より、これまで223.08平方キロメートルと公表

されてきました。この面積は、国土地理院が２

万5000分の１の地形図から市町村別に算出して

おりましたが、平成26年の面積からは最新のデ

ジタル地図により面積を計測する方法に変更さ

れました。このことによりまして、従来に比べ

より高精度に面積を算出することが可能となり、

本年３月に公表されました全国都道府県市区町

村別面積調べでは、全国の多くの市町村で面積

が変わることとなりました。本市の面積につき

ましても223.08平方キロメートルから222.85平

方キロメートルに変更され、0.23平方キロメー

トルの減少となりましたことを御報告申し上げ

ます。 

 

 

日程第４報告第１１号一般財団法

人新庄市体育協会の経営状況の報

告について 

 

 

清水清秋議長 日程第４報告第11号一般財団法人

新庄市体育協会の経営状況の報告についてを議

題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 報告第11号一般財団法人新庄市体

育協会の経営状況の報告について御説明申し上

げます。 

  この経営状況の報告は、地方自治法第243条

の３第２項の規定により、同協会の平成27年度

事業計画及び予算について議会に報告するもの

でございます。この平成27年度事業計画及び予

算につきましては、同協会の平成26年度第４回

理事会におきまして議決されたものでございま

す。 

  平成27年度の予算といたしましては、予算書

２ページ目にありますとおり、市民の健康増進

に資するスポーツ振興の一層の充実を図るとと

もに、指定管理者としてスポーツ施設等を適正

に管理し、施設利用者へのサービスを向上させ

るため、総額１億4,670万円の予算を計上して

おります。 

  なお、詳細につきましては、後ほど予算書を

ごらんいただきたいと思います。 

  以上、一般財団法人新庄市体育協会の経営状

況の報告といたします。 

清水清秋議長 ただいまの報告は、地方自治法第

243条の３第２項の規定による報告であります

ので、御了承願います。 

 

 

報告２件一括上程 

 

 

清水清秋議長 日程第５報告第12号平成26年度新

庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて及び日程第６報告第13号平成26年度新庄市

公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

の報告についての報告２件を一括して提案した

いと思います。これに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第12号平成26年度新庄市一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告について及び報告第13号平

成26年度新庄市公共下水道事業特別会計繰越明

許費繰越計算書の報告についての報告２件を一

括して報告いたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第12号平成26年度

新庄市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に

ついて及び報告第13号平成26年度新庄市公共下

水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

について御説明申し上げます。 

  先月の議会におきまして、平成26年度予算の

一部を27年度に繰り越して使用することの専決

処分の御承認をいただきましたが、これらの事

業に関し、地方自治法の規定に基づく繰越明許

費繰越計算書の報告をするものであります。 

  初めに、報告第12号平成26年度一般会計繰越

明許費繰越計算書についてでありますが、国の

補正予算に伴い、３月に議決いただきました地

域活性化・地域住民生活等緊急支援事業、旧萩

野中学校の解体に係る小中一貫教育校建設事業

及び社会福祉法人による特別養護老人ホーム建

設への貸付金としての地域総合整備資金貸付金

などを含めた９事業となりまして、その繰越額

総額は５億5,600万9,667円となります。 

  財源の未収入特定財源のうち国県支出金につ

きましては、地域活性化・地域住民生活等緊急

支援交付金、学校施設環境改善交付金などであ

り、また、地方債につきましては、小中一貫教

育校建設事業債及び地域総合整備資金貸付事業

債であります。 

  なお、一般財源につきましては、前年度繰越

金を充当するものであります。 

  次に、報告第13号公共下水道事業特別会計繰

越明許費繰越計算書についてでありますが、管

渠建設分の繰越額が3,130万6,000円、処理場建

設事業が3,900万円の、総額が7,030万6,000円

であります。 

  財源といたしましては、未収入特定財源とし

て国庫補助金の社会資本整備総合交付金、公共

下水道事業債を充当いたします。 

  一般財源につきましては前年度繰越金を充て

るものであります。 

  以上につきまして、地方自治法施行令第146

条第２項の規定により御報告するものでありま

す。 

清水清秋議長 ただいま報告のありました報告２

件は、地方自治法施行令第146条第２項の規定

による報告でありますので、御了承願います。 

 

 

日程第７議案第３７号新庄市監査

委員の選任について 

 

 

清水清秋議長 日程第７議案第37号新庄市監査委

員の選任についてを議題といたします。 

  地方自治法第117条の規定により、新田道尋

君の退席を求めます。 

   （１４番新田道尋議員退席） 

清水清秋議長 提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第37号新庄市監査委員の選任

について御説明申し上げます。 

  提案理由にございますように、議員の方から

選任した監査委員の任期が満了いたしましたの

で、去る４月15日付で議会議長宛てに後任の監

査委員につきまして議会の推薦方をお願い申し

上げましたところ、新田道尋議員の御推薦をい

ただきました。 

  この推薦に基づきまして、新田道尋議員を監
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査委員に選任いたしたく、地方自治法第196条

第１項の規定により議会の御同意をお願いする

ものであります。 

  新田道尋議員は、平成３年、市議会議員に初

当選以来、連続当選され、現在７期目になりま

す。その間、市議会においてさまざまな要職を

歴任され、経験豊富な方でございます。 

  よろしく御審議をいただき、御同意賜ります

ようお願い申し上げます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第37号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略することに決しま

した。 

  お諮りします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第37号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決します。 

  議案第37号新庄市監査委員の選任については、

これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第37号はこれに同意することに決しました。 

  暫時休憩いたします。 

   （１４番新田道尋議員復席） 

 

     午前１０時２０分 休憩 

     午前１０時２１分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま監査委員に選任されました新田道尋

君に御挨拶をお願いいたします。 

新田道尋監査委員 ただいま議会の御同意をいた

だきまして監査委員に就任することになりまし

た新田道尋でございます。 

  一般会計当初予算で154億8,800万、特別会計

を入れますと256億を超える大変大きな金額に

なりますが、これを代表監査委員の髙山さんと

２人で審査しながら進めてまいるということに

なりますが、大変重要な役をお引き受けいたし

まして身に余る光栄でございますけれども、し

っかりと審査しながら、よりよい方向に行かれ

るように、結果としてはいい効果が出るように

見詰めてまいりたいというふうに思いますので、

今後よろしくどうぞお願いを申し上げます。 

  どうもありがとうございました。 

 

 

日程第８議案第４５号新庄市体育

館耐震補強工事の内建築工事請負

の締結について 

 

 

清水清秋議長 日程第８議案第45号新庄市体育館

耐震補強工事の内建築工事請負契約の締結につ

いてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第45号新庄市体育

館耐震補強工事の内建築工事請負契約の締結に

ついて御説明申し上げます。 

  この件につきましては、去る５月21日、一般

競争によって入札に付したものであり、議案に

記載してあります工事請負契約を締結するため、

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により、御提案

申し上げるものでございます。 
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  契約の内容でございますが、契約金額は２億

9,160万円。契約の相手方は、新庄市大字鳥越

1780番地の１、沼田建設株式会社代表取締役社

長金田孝司。工期といたしましては、議決いた

だきました日を着工の日とし、完成日を平成27

年12月27日といたします。 

  工事の内容でございますが、市体育館の耐震

補強として、耐震壁とバットレスによる補強を

行います。また、耐震補強以外でも、老朽化に

伴う雨漏りを防ぐため、屋根ふきを行うもので

あります。 

  以上提案させていただきます。 

清水清秋議長 お諮りします。 

  ただいま説明のありました議案第45号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

本件は委員会への付託を省略し、これより質疑

に入ります。質疑ありませんか。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） それでは、私のほうか

ら質問をさせていただきたいと思います。 

  まず、第１なんですけれども、最初の説明で

すと、これ決まったとき、平成25年12月17日、

全員協議会の資料に基づきますと、26年度に実

施設計をすると言っています。なのに、その実

施設計の報告が議会に報告されていませんけれ

ども、どういうことでそういうふうになってい

るのか、そこら辺の説明をまず一番最初に聞き

たいと思います。 

  それから、その報告もなしに５月21日に入札

になられたのは明らかに議会軽視だと思います

けれども、そこら辺の手続がどういうふうに踏

まれて進んだのか、そこら辺の説明が今の市長

の答弁では全くなっていませんので、そこの説

明をよろしくお願いします。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 これまでの経緯について

御説明いたします。 

  平成25年度の耐震診断を実施しました。体育

館につきましては、耐震によりますＩｓ値が

0.08と非常に低い結果であり、その際の業者か

らは案として、耐震補強壁を新設し、左右の行

き来ができなくなるので、増築をするという提

案がございました。 

  工事費については４億2,000万ということで、

25年12月の全員協議会でお示ししたものでござ

います。 

  26年度において、この実施設計を発注いたし

ました。でき上がってきた図面については、Ｉ

ｓ値につきましては基準をクリアしておりまし

たが、工事費につきましては、25年12月にお示

しした概算工事費よりも１億円上回るというも

のでございました。１億円もの乖離があったこ

とから、工事費を圧縮する検討を担当課のほう

で行ったところでございます。 

  その結果、１月に事務室等の配置がえなどに

より、満足な広さではございませんが、増築す

ることなく左右の行き来ができ、工事費につい

ても今年度要求額であります４億3,000万で抑

えることができる図面ができ上がったものでご

ざいます。ただ、実施設計といたしましては、

Ｉｓ値の評価について、委託業者だけでなく第

三者の評価も求めておりましたことから、仙台

市の一般財団法人にお願いしまして、最終的に

実施設計が完了したのが本年の３月20日という

ことになっております。この段階で議会のほう

にお示しすればよかったものと非常に反省して

おります。それを怠ったことにつきましては心

よりおわび申し上げるものでございます。以上

です。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 



- 26 - 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。手続上、

間違ったといいましても、決めた予算はあくま

でも全員協議会で示されたものでございます。

それに対して私たちは、予算を決めて決議した

わけですけれども、そのものが決まらないうち

に、言い方は失礼かもしれませんが、勝手に決

まったような形では、明らかにこれは手続が不

足なのではないかと思います。そこら辺をしっ

かりしていただかないと、結局予算だけ決めて

しまって、あとは勝手に何でも決めていい、こ

れでは私たち審議ができませんし、これが今後

続くようでは、私たちがどこでどう判断したら

いいかさっぱりわかりません。ですから、市長

の答弁にもしっかりそのことを言っていただか

なければ、私たちの判断基準がどこにするのか、

市民感覚でもそれは必ずおかしいとなりますの

で、そこら辺をもう少し注意していただきたい

と思います。 

  また、Ｉｓ値も変わったというところなんで

すけれども、実際どこがどういうふうに変わっ

たのかというのは、この前も総務委員会で話し

たと思うんですけれども、要は産業のほうでは

一切そういう説明がございません。耐震のほう

で何が変わってどういうふうに変わったのか、

そしてそういうことをもう少し丁寧に説明して

いただかないと私たちの、要は今回この金額が

上がって「はい、そうですか」とは正直言えま

せん。そこら辺の説明をもう少し詳しくよろし

くお願いします。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 初めに、Ｉｓ値でござい

ますが、Ｉｓ値については体育館の入り口から

向かってステージ側、縦方向について0.08とい

う非常に小さい値が出たということで、早急に

耐震補強する必要が生じたということでござい

ます。これにつきましては、耐震設計を新たに

現在でき上がっている図面から見れば0.67と、

一つの基準としましては0.6というのが耐震診

断の基準になっておりますので、それをクリア

する0.67となっております。 

  また、産業厚生の委員のほうに説明がないと

いうことにつきましては、総務文教委員協議会、

５月26日に開催をしております。これまでに変

更した図面の説明がなかったということで、そ

の委員協議会の際に非常に強い御指摘をいただ

いたところでした。また、その後６月20日に改

めまして再度協議会を開きまして、御説明を申

し上げたものでありますが、５月28日の運営協

議会では、今回日程にありますように、本日の

審議と決定したということから、産業厚生の委

員の皆様にはお示しできなかったということで、

これも非常に反省をしております。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 佐藤卓也議員が発言さ

れましたので若干省きますけれども、やっぱり

設計変更があったわけです。我々にはその前に

提示されたわけです、こういうふうにして耐震

工事をやりますよと。それが変わっているわけ

ですから、それは産業厚生とかそういうのにこ

だわらず議会に提示すべきだと思うんです。そ

の中には確かに市議会議員の選挙があった、年

度末の人事異動があったと、それは行政を執行

される方の言いわけです。大事なお金を使うわ

けですから、それはやっぱり議会に示して、こ

ういうふうにしたいと、それをすべきだったと

思います。何ぼ「済みませんでした」というこ

とで済むのではないということですよ。佐藤卓

也議員のように議会軽視という言葉は使いませ

んけれども、議員は市民にこういうふうにして

耐震工事をしますよと言っているわけです。そ

れがあけてみたら、設計も違う、中身も違うで

は市民に対しての責任はどういうふうにお考え
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ですか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 全く議員おっしゃるとお

りでございます。我々のほうでももっと早くお

示しすべきだったと非常に思っております。総

務文教常任委員会の中では、確定していない状

況の中であっても設計変更という可能性がある

のであれば、その時点での説明をすべきだった

と強く言われております。全くそのとおりだと

思っております。 

  また、来年度以降、これからも工事は続きま

す。陸上競技場等の工事もございますので、そ

うした折にはこうしたことのないよう、事前に

十分に御説明を申し上げるつもりでおります。

以上です。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） その設計が変わったと

いうことの中には、大事なことは、せっかく耐

震工事をして何かを変えるんだとすれば、利用

者の利便性をもっと考えるべきでないかという

意見も当然出たと思うんですよ。例えばギャラ

リーには靴を脱いでスリッパに履きかえていっ

てください。げた箱がありません。ナイロン袋

を持ってギャラリーに上がってください。これ

から中体連、高体連で使えるような体育館にす

るわけでしょう。そういう体育館が現に県内に

ありますか。そういう意見も出るわけですよ、

議会にかければ、どうせ設計変更するんであれ

ばという。そういう意見も聞くということで議

員は発言できるわけです。今回は発言する機会

さえ与えられなかったという不満は、市民を初

めとして議員の中にあると思います。課長、そ

の辺をお考えください。 

  それから、これでやめますけれども、今のは

答えてくださいね。 

  思い出してください。遠藤敏信議員が２年ほ

ど前に、新庄のプレミア商品券のことを３月議

会で言いましたね。議会で議決を経ないままに

プレミア商品券が流通していると、それは議会

軽視でないかと遠藤議員が指摘したわけです。

そのとき執行部は、今後このようなことがない

ようにしますと確約したわけです。これと同じ

だとは言いませんけれども、議会の中にかける

べきものをかけて、例えば選挙期間中であろう

が、３月議会の議員は招集かければ来ますよ、

そして討論しますよ。そういうふうなスタンス

でいかないと、これからは執行部と議会がぎく

しゃくしていって、予算の中でやればいいんだ

べという発想で、報告で済むということではな

いと思いますが、この２点、お答えください。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 議員のおっしゃるとおり

だと思います。これについては私のほうで反論

する余地はないかとは思います。 

  しかしながら、理由にはならないとは思いま

すが、先ほど申したように最終的にでき上がっ

たのが３月20日ということでございました。そ

れに加えて、また理由にはなりませんが、議員

の選挙があったということもありまして、こち

らで不要な遠慮した部分がないかと言えばうそ

になるかと思っております。これにつきまして

は、今、佐藤議員おっしゃったように、議会の

選挙中であれ集まると言っていただきましたの

で、時期を逸することなく、十分な説明を行え

るようにしていきたいと思っております。 

  また、プレミアム商品券の際の説明というこ

とでも、こちらとしても同じでございますが、

その際には、私も別の課長ではございましたが、

この議場で内容を聞いていたという経緯もござ

います。それについてはすっかり忘れていたと

いうことではないのですが、先ほど言ったよう

に個人的な遠慮というのが大分影響したのかな

と思いますが、３月20日の提出、また４月から
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の選挙ということで大分遠慮したところもござ

いますが、今後は間違いなく、ましてや今度27

年度予算には陸上競技場の改修の予算を提出す

る予定でございますので、その際には十二分に

議会のほうに御説明申し上げたいと思います。

以上です。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） やめると言いながら、

課長の答弁がちょっと足りないので、もう一回

質問いたします。 

  せっかく設計変更をした中で、それを我々は

示されていないわけですけれども、ギャラリー

の改築等について非常に疑問を持ちます。どう

してスリッパに履きかえて、ナイロン袋を持っ

て２階に上がらなければならないのか。これか

ら中体連、高体連、あるいはほかの大会で新庄

市の体育館を使ってもらう。新庄市の発信だと

思うんです。新庄市の体育館は非常に使い勝手

が悪いと思われるのか、あそこはスムーズに出

入りができて非常に入りやすい。空調等につい

ても、私は詳しいこと存じ上げませんけれども、

そういったものについても我々は図面を示され

ることがないわけですよ。佐藤卓也議員が言っ

たように、作業には限らずですね。我々は、こ

ういうふうに改築するんですよと図面を示され

ていない。それで、できたものを見てください

ということではなくて、まだまだ意見が言える、

聴取できる期間はないのですか。これから今の

設計変更について、我々がこうすべきではない

か、これは改良すべきではないのかということ

を言える機会はもうないのでしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 土足で上に上がれるよう

にといった声につきましても、総務文教委員協

議会のほうで出されております。 

  この件につきましては、昨年度のスポーツ推

進審議会のほうで使っていただいている体育団

体の方等多くいらっしゃいますので、そのスポ

ーツ推進審議会の際に意見を求めたところでご

ざいました。その際に、現在の体育館について

は入り口で靴を脱いで、内履きに履きかえて全

員行くようになっております。また、そうした

ことが例えば変更する、土足で上がれるように

といった場合には、今度は体育館のアリーナの

中に入る選手のほうでいつも出入りするたびに

脱ぎ履きをしないといけないということになる

ということで、スポーツ推進委員会のほうでは、

現状のまま入り口で靴を履きかえて中は内履き

でどこにでも行けるようにという御提案をいた

だいたところでした。そうしたこともございま

したので、こちらのほうでは最終的には玄関で

靴を脱いで、中は内履きで通すというというこ

とで御提案申し上げたところです。 

  また、ほかの施設、例えば天童の体育館など

については、全部外履きでそのまま入っていけ

るようになっております。ただ、あそこの広い

廊下があるんですが、専門の職員がおりまして、

いつもきれいに掃除をしているという姿を見か

けております。また、米沢市の体育館に行った

際にはやはり玄関で靴を脱いで、中は内履きで

するという体育館もございました。 

  確かにそういった検討もしたところではござ

いますが、何分大幅な改築、大規模な改築とい

うことではなくて、あくまでも耐震化というこ

とが第一の目的ではございます。ただ、そのた

めに今までになかった大きな壁ができることに

なります。通常の使用であれば余分な壁にはな

りますが、その壁ができることによって使い勝

手が悪くなるのはこちらでも覚悟の上でのこと

になります。ただ、そのほかの部分については、

雨漏りのありました屋根を改修するであります

とか、トイレの改修をして広くする、そういっ

たできる限りの設計をしまして、今回、御提案

したということでございます。 
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  また、増築につきましても、増築することに

よって非常に予算がかかるという結果も出まし

たので、先ほども説明申し上げましたが、満足

な広さかもしれませんが、増築をしないで左右

に行き来できる状況にしたということで御理解

いただければなと思っております。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

９ 番（遠藤敏信議員） 議長、遠藤敏信。 

清水清秋議長 遠藤敏信君。 

９ 番（遠藤敏信議員） お二方が言われたこと

と重複することがあるわけですけれども、課長

は、先ほど来、さまざま選挙などもあり、諸事

情のために議会の招集を遠慮したと、議会に諮

ることを遠慮したというふうなことをおっしゃ

いましたけれども、私から言わせるとこれは遠

慮などでなくて、非常に乱暴な事の運びだと思

いました。設計が変わったにもかかわらず、工

事費を圧縮するために変更すると。変更した工

事によって使い勝手はよくなるのかというただ

いまの質問については、必ずしもそうでないと

いうふうなことをおっしゃいました。ただ、今

私がこういうふうなことを言っているのは、図

面を見ない、提示されない段階で、人の話、今

の話とかを聞いた段階で判断して言っているわ

けですね。このように変わりますよと、予算の

圧縮、こうすることによってこのようになりま

すよというふうなことをあらかじめ提示されて

いればこのような問題にはならないと思うんで

す。よかれと思ってのことでしょうけれども、

相談もかけないで、たったたったと言うという

ふうなことは非常に何でもありの乱暴な事の運

びだと重ねて申したいと思います。 

  まず、利便性、屋根の雨漏りなどなくなると

いうふうなことですけれども、具体的に壁をつ

くることによって、どこがどのように不便にと

いうか、利便性に欠けることになるのかという

ふうなことを、言葉で結構ですので、具体的に

伝えてください。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 議員おっしゃるとおり、

何も示さないで決める、進めるというのは乱暴

という表現でおっしゃいましたが、確かにそう

であったなと思っております。先ほど議会の選

挙もありということで遠慮したということも言

いましたが、そういう意味で片づけられる問題

ではないということで、また再度繰り返しにな

りますが、非常に反省しているところでござい

ます。 

  また、利便性につきましてですが、25年12月

の全員協議会でお示しした案でございますが、

耐震の壁によって玄関付近で左右の行き来がで

きなくなる。そのため増築をして、玄関を前に

出して左右の行き来ができるようにしましょう

という一つの案でございました。ただ、最初の

26年度の実施設計につきましては、そちらの方

向で進んでおったところではございますが、出

てきたところ、予算的には非常にかかる増築の

案ということでございましたので、こちらのほ

うでも今後の使用等を考慮しまして、事業費を

圧縮すべきであると判断したところでございま

す。 

  利便性につきましては、悪くなるところもあ

りますが、１つとしては屋根を補強することに

よってこれまであった雨漏りを防ぐことができ

るというのが一番大きな利便性かと思っており

ます。また、トイレにつきましても、今までの

スペースの倍を確保いたしたところではござい

ます。そうしたことを積み重ねて設計したとい

うことで御理解いただければなと思っておりま

す。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） この議案は、総務文教

常任委員会、あっ協議会ですか、２回ほどかけ
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られて、恐らく質疑等もなされたと聞いており

ます。我々の会派からも聞いたんですけれども、

理解を得られなかったという話を聞いています。

そういうことで質問するわけでございますけれ

ども、実は我々も前は総務文教の委員でありま

した。先ほどから何回も話があるとおり、25年

12月17日の全員協議会の資料をもとにして、今

回の３月の予算委員会のあのような審議をした

経過があります。今、課長の話によると、最終

的な設計のできたのが３月20日であったという

話であったんですけれども、いかにも予算委員

会を愚弄しているんじゃないですか、それじゃ。

こんなこと私言いたくないんですけれども、こ

の体育館の耐震化は、テニスコートの改修、体

育館、陸上競技場、恐らく３点セットのはずだ

ったですよね。テニスコートは自前の設計でで

きるから、その間、１年間をかけてしっかりと

した設計をもって体育館の耐震化を図りたいと

いう、そういう説明だったと思います。１年間

あったんですよ。まして、これは27年度の主要

事業ですよ。何言っているんですか、課長。結

果的に今まで３人の議員の方々も質問したんで

すけれども、同じだと思うんですけれども、議

会をどのように思っているんですか。私、内部

の詳細なことは聞く必要はありません。主要施

策ですよ、これ、新庄市の。まして、27年度の

当初予算にあのように慎重審議なされた一つの

案件でありますよ。それが３月20日に設計がで

き上がってきたって、議会軽視も甚だしいです、

これは。３月20日、じゃ予算委員会の日程とど

う重なり合いますか。答弁をお願いしたいと思

います。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 ３月20日というのは最終

的な実施設計の納品の日でございます。その前

に１月段階で金額的には御提示いただいており

ました。その数字をもって予算委員会にかけた

ところでございます。 

  ただ、議員おっしゃるとおり、最終的には３

月20日ということで強調し過ぎたのかもしれま

せんが、１月の段階では、業者のほうで審査委

員会と綿密な打ち合わせをしておりまして、こ

の図面でＩｓ値はクリアできるということで御

報告をいただいておりました。そのため、１月

の段階での金額で予算要求をしたものでありま

す。ただ、最終的な実施設計の完了というのが

３月20日ということでありました。ですから、

もう少し前に、１月の段階で変わる可能性はあ

るがということで、委員会のほうにもお示しい

ただければそうするべきであったのではないか

という御指摘もいただいております。この辺に

つきましては、私のほうで３月20日ということ

で強調し過ぎた点はあるかと思いますが、御理

解いただきたいと思います。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） この耐震は27年度の新

庄の主要施策の一環ですよと、そういうことを

私言いたいんですよ。それに関して、最終的に

実施設計か３月20日にできましたよと。それ自

体、職務怠慢と私は言いませんけれども、前段

のテニスコートのことを考えれば、ミスのない

ようにするのがあなた方の役目じゃないかと私

は思うんですけれども、ただ、謝ればいいとは

違うんです、これは。話によると、今回の議会

で承認得られなければ工事がおくれる、そうい

ううわさも聞くんですけれども、それは全然関

係ないです、そういう問題は。どうして我々議

会の理解を得ないままやるんですかという単純

なことを私たちはこの議会から聞いているんで

すよ。先ほども言ったんですけれども、幾らこ

こで謝ってもらっても、こういうことがこれか

らもあるんじゃないかという、そういう心配が

あるからあえて質問しているんですよ。 

  あともう一つ、総務文教協議会で、本来なら
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ば委員の皆さんの同意というか、理解を得てこ

こに上がってくれば、我々だってこういう質問

はしたくありませんよ。理解を得ていないとい

う話を聞いたものですからこのような質問をす

るわけでございますけれども、議会軽視と言っ

ても、本当に執行部が謝って済むものではない

と私は思います。 

清水清秋議長 よろしいですか。答弁ありますか。 

１１番（小野周一議員） １つだけね、主要事業

に関してどう思っているというか、思いという

か。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、主要事業に関して、

実施設計の納品が予算の審議の後に出てきたと

いうような件に関してお答え申し上げたいとい

うふうに思います。 

  これに関しては、11月に一度業者のほうから

納品というか、こういう実施設計になるという

ことが示されております。その後、通常であれ

ば耐震判定委員会という委員会の評価、判定を

経ないと実施設計どおりにはできないというふ

うな決まりがございまして、その判定委員会そ

のものは通常２カ月から３カ月の時間を要する

というふうに言われています。特に山形県は案

件がないので、会議がいつ開かれるかわからな

いというような状況があって、今回宮城県の判

定委員会のほうに提出したというようなことで

ございますけれども、これが11月に実施設計を

判定委員会に出せば、少なくとも２月には納品

されていたのかなというふうに思っております。

それで、予算委員会のほうに出せたのかなと思

っておりますけれども、先ほど社会教育課長が

何度も申し上げたように、実施設計そのものに

１億ほど費用がかかると。 

  今、体育館が45年というような年数で、体育

館の通常の法定耐用年数は最大で47年、あと２

年で法定耐用年数が切れると、そういうふうな

体育館の中にさらに１億追加していわゆる耐震

補強、改修工事をしていいのかどうかというよ

うな部分がありまして、結局、設計の見直しを

業者のほうにしていただいたということでござ

います。耐震補強でございますので、必ず耐震

性は確保しなければならないという大前提がご

ざいまして、耐震のＩｓ値を確保するために業

者は一生懸命、頭をひねったというか、いろい

ろ工面をしたのかと思います。それで納品され

たのが１月になってからということで、これは

年度内に納品されるかどうかというのも危うい

時期に納品されたというようなことで、また判

定委員会のほうで、これじゃだめだということ

になれば、もう一回見直しをしなければならな

い、そういうふうな状況にあったのかなという

ふうに思っております。そういうことで、決し

て業務を怠ったということではなくて、最大限

最速で、また市民は早く体育館の改修が終わる

というようなことを一番待ち望んでいるので、

そういうようなことで一般競争入札に付したわ

けですけれども、その期間もなるべく考慮しな

がら、工期がことしじゅうになっていますけれ

ども、それの中で工事をしたいというようなこ

とで進めてきたということで、議会のほうに一

言も説明がなかったというようなことについて

は、総務文教協議会の中でも私自身謝罪をしま

したけれども、ここに改めて全員の皆様方に私

の指導が行き届かなかったというようなことで

おわびしてもしようがないというようなことは

あるんですけれども、私のほうからおわび申し

上げたいなと思っております。以上でございま

す。 

清水清秋議長 10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時００分 休憩 

     午前１１時０８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 
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  小野周一議員の質問に対して、社会教育課長

伊藤洋一君より答弁を行いたいということであ

りますので、答弁を許します。 

  社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 ありがとうございます。 

  土足の件につきまして、先ほど来、御質問が

あったにもかかわらず、答弁しておりませんで

したので、その考え方についてお示ししたいと

思います。 

  平成４年の国体の際には玄関の左右の……。 

清水清秋議長 暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時０９分 休憩 

     午前１１時１０分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかにありませんか。 

２ 番（星川 豊議員） 議長、星川 豊。 

清水清秋議長 星川 豊君。 

２ 番（星川 豊議員） 私、ただいま総務文教

に所属している星川でございますけれども、そ

の中で話が出てきたんです。それで、まずね、

なぜこういう話が出てきたのかなという。私、

空白が４年間ありますけれども、その前にも１

回あったんですよね。今回の対応が、各会派に

対してもそうですけれども、本当に甚だ軽視き

わまるものであるというふうに私思っています。

なぜかといったら、こんなことでつまずいたと

したら私は決してこの案件、大事な市民からも

期待されていた本当に大切で、期間がないこと

も知っています。入札も済んでいます。そうい

うようなことから、早くやってもらいたいとい

う気持ちは本当なんですけれども、私は今、無

会派に所属していますけれども、なぜ無会派で

いるかということもこれに起因しているんです。

この４年間空白しているときに何が起こってい

たのかなとわかりもしないでその会派に所属し

て、そして尊敬する先輩議員がこういうふうに

やっていたからといって、いわば話し合いでこ

うするということを考えたものだから…… 

清水清秋議長 星川君、質問の内容に入ってくだ

さい。 

２ 番（星川 豊議員） はい、わかりました。 

  ということは、これは大事なことなので、な

ぜそういうふうにしたかということは、こうい

うことがあってはならんということで今ひとり

会派でいるわけですけれども、この件、これは

採択して通すつもりでいるのかなということを

まず。 

  おわび申し上げるとか、おわびをしたことは

結構ですけれども、これ通ったら大変なことで

すよ。民主主義議会政治において、これがもし

通ったとしたら、まさしく国会でも話になって

いますけれども、ここは二元制で、それは執行

部は何でもやれるんですよ。それを正しく見定

めて、見きわめていくのが議会の仕事なんです

ね。それに報告もなくて、もしこの案件が入札

になったからといって通ったとしたら、今後大

変なことになりますよ。そういうことで、余り

こんなこと説明、おわびとかするんじゃなくて、

これは根本的に外れていますから、採決したと

きに私は無会派でいますから、数の原理で通っ

ていったとしたら、これは大変なことですよ。

私は無会派でよかったなと今思っています。こ

れ、通ったら大変なことですよ。間違っていま

す、こういうことは。言語道断です。以上です。 

清水清秋議長 星川議員、質問の内容、採決に入

っているわけじゃないので、質問の内容をきち

っと答弁者に言ってもらいたい。 

２ 番（星川 豊議員） はい。 

  だから、これ何言いわけしようがだめなんで

すよ。言いわけしても、もう間違ったことにな

っているわけですから、これだから私この総務

文教委員会のときに話をしたんです、先輩議員

にちょっと。うまくやり方があるんじゃないか

とか、うまい方法が何かないのかなというふう
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なことでお話しして、御相談申し上げたにもか

かわらず、これ本当に軽く見ているということ

ですね。普通、前ですと、そういうふうな事態

が起きたときには、こういうふうな事情でとい

うことで、こういう場合でなくても、悪く言え

ば談合と言われるかもしれませんけれども、市

長が会派一人一人回って説明して、そうしてき

たものですよ。これ教育長が何とか、その人が

出てきて、こんなことどうのこうのやる筋合い

のものじゃないですよ、こういう大きい問題で。 

  じゃ最後に質問します。この問題について、

何回も同じ答えしか返ってこないと思うんです、

おわびの言葉しか返ってこないと思いますけれ

ども、これを通すつもりでいるんですか。 

清水清秋議長 星川 豊君、質問に入っていない

んですよ、星川君の内容は。これは議会が採決

するわけですから、答弁者で答えるような質問

内容に入っていません。 

２ 番（星川 豊議員） それでは、今、皆さん

質問してみんな聞いたんですけれども、重ねて

そういうふうに取りまとめるためにあえて申し

上げますけれども、やっぱりもっと早くね、い

ろいろ忙しい時期であってもちゃんと、執行権

はあるんですけれども、しかるべき措置をとら

ないととんでもない結果になるというふうに、

これは各執行部の方は肝に銘じて執行していた

だきたい、こういうふうに思うんですけれども、

いかがですか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 先ほども申し上げました

が、体育施設の改修につきましては、来年度、

陸上競技場を予定しております。その際には、

さらに同じ轍を踏まないように、十分議会に御

説明申し上げながら進めたいということで御理

解いただければなと思います。 

２ 番（星川 豊議員） 議長、星川 豊。 

清水清秋議長 星川 豊君。 

２ 番（星川 豊議員） わかりました。それは

それで、あなたがそれ以上言えないことはわか

るんですけれども、来年のこともあるというこ

とですから、それは来年のことじゃなくて、こ

としの今回の件なんですね。今、おわびするし

かないというようなことですけれども、これは

やっぱり悪い前例を何回も繰り返すんじゃなく

てね、何とかうまく処理する方法ということを

考えた場合に、おわびだけで、あとは議会にか

けて、そして多数の原理で決める、そういうふ

うな経過を踏むと思うんですけれども、本当に

今あなた、新しくなったので気の毒なんですけ

れども、もう一回聞きますけれども、こういう

ことがまかり通ったら、本当に議会制民主主義

の基本から外れているということを理解してい

ますか。 

清水清秋議長 星川 豊君、質問の内容に入って

いないんですよ。 

２ 番（星川 豊議員） 入っていない。入って

いるでしょう。どういうふうに考えているかと

いうことなんですよ。今おわびと言っているけ

れども、どういうふうに考えているか。 

清水清秋議長 そういうふうな質問内容に入れば

いいんだけれども、どういうふうに考えていま

すかって。 

２ 番（星川 豊議員） いいんだよ、ちゃんと

今の私の答えに答えればいい。 

清水清秋議長 御質問になっていないんです。答

えようがない。できればもう一回。（「回数超え

ています」の声あり） 

２ 番（星川 豊議員） 回数超えているから、

これでいいでしょう、なら。いいです。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

清水清秋議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 委員会で聞くのをちょ

っとミスったのでここで聞きますけれども、こ

れ工期が12月26日、ことしいっぱいというふう
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にうたっていますけれども、体育館をこれから

使用するのに支障を来すというような日数があ

るんですか。何月までやらないとだめだとかと

いうのは、大きな大会があって、そこまでは完

成させたいというのはありますか。どうかそこ

ら辺をお伺いしたい。 

  あと一つは、委員会でも何回も申し上げたん

ですが、提示された図面を見て、これが最初、

我々に示された図面と比べて大変使い勝手がよ

くなったと褒めるべきものでは逆なんですよね。

一番私が気になっているのは、通路が１メータ

ーしかない。１メーターの通路をどうやって通

るんですか。ちょっと体格のいい人でしたらば、

横にならないとここをめぐっていけないんです

よ。それが左右にあるわけですからね、これは

ちょっといただけないかなと。フロアの土足と

いうようなこともあるんですが、とにかくこの

ままでやっても、ここは何とかしないと、毎日

使う人から苦情たらたら来ることは見え見えで

すね。１メーターですよ。みんながここをくぐ

っていくんですよ、トイレに行く場合もね。 

  それから、今の玄関の約３分の１かな、狭く

なったということ。何としても隣に会議室の大

きいところを設けなければならない、どうもこ

れがわからない。玄関の部分に事務室を張り出

してよこした。それで玄関を潰してしまった、

広くもないのに。我々、体育館を使っても、あ

そこの玄関が広過ぎるなんて感じたことは一回

もないですよ。逆に狭いというふうに思ってい

ますよ。げた箱の数も足らないし、絶対数はな

いし、みんな脱ぎ捨てて、げた箱がないのでそ

のまま入っていっているというふうな状況が非

常に多く見受けられるのでね。全く無駄な、２

つ玄関があって、何でこんな両方に玄関つけな

ければならないか、ここら辺もどうも納得いか

ないし、要するにこのままですと私は通したく

ない、反対です、はっきり言えば。 

  もう入札も終わって、議会待ちで工事に入る

ことになっていますけれども、いろいろ反省し

て、おわびもいただいたんですが、そんなこと

よりもできた後に、使い勝手がいいか悪いか、

市民から文句が来るか来ないか、そこら辺が一

番我々が気にしているところなんです。ですか

ら、こういうふうに言っているわけだから、全

体を動かすわけでないんだから、今までの建物

の中でいろいろな仕切りをしていくということ

ですので、私はこれをもう一回、ここの部分を

玄関、それから事務室、会議室、向かって左側

をどうにか直していかないと大変な苦情が来ま

すよ、間違いなく。思いませんか。１メーター

の通路を通れなんて、そんなばかげたことない

ですよ。ここは何とかしていかなければだめで

すよ。そういうふうに、もう一回ここのところ

を線引きし直して、設計し直しすべきだと私は

思うんですが、そういうふうな考えは持てます

か。絶対これを動かさないかとか、その辺お伺

いしたい。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 初めに、大きな大会とい

うことでございますが、27年度につきましては

大きな大会は予定されておりません。 

  また、図面の使い勝手の悪さ、通路が１メー

ターしかないということで委員会の中でも御指

摘をいただきました。これにつきましては、当

初の案ではこの通路すらなかったということで

ございます。この通路がなかったことから、１

億円をかけて前に張り出して増築する必要があ

るということでいただいたということでござい

ました。ただし、先ほど教育長も答弁しました

ように、今後の使う期間ということも考えまし

て、ここでさらに１億円上乗せをして増築をす

べきかどうかということでこちらも判断して、

以前の案であれば、通れなかった通路を新しく

つくったということでこちらのほうでは考えて

おります。確かに１メートルが広いか、ゆっく
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り通れるかといえば、決してゆっくり通れる広

さではございません。しかし、このままでは通

れなくなるというところを１メートルではあり

ますが通れるようにした設計ということでこち

らでは思っております。 

  また、諸室の使い道につきましては、会議室

とは書いておりますが、別に会議室として使う

必要はないと思っております。使い方は臨機応

変に、例えばけがをする人が多くなればそこに

布団を敷いたり毛布を敷けば医務室がわりにな

るわけであります。そういったことで、会議室

は会議をするところだけではなくて、臨機応変

に対応したほかの使い方をしてまいりたいと思

っております。 

  また、先ほど佐藤義一議員の御質問でありま

したが、土足の件につきましては、平成４年の

国民体育大会の折には、玄関ではなくて左右の

階段を使って、土足のまま上の観覧席に観覧す

る人を誘導したということもございます。また、

平成29年度の南東北インターハイの際の使い方

につきましては、今後、県、協議団体と協議し

て決めることにはなりますが、そうしたことで

平成４年に行った活用ということも頭に入れて

そういった団体とのお話し合いを進めてまいり

たいと思っております。以上です。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

清水清秋議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 答弁がもらえないんだ

けれども、この内容ですね、設計変更する気が

あるかないかというふうな返事をもらいたいん

ですよね。委員会でも指摘したように、こんな

に会議室、役員室も会議室。今まで役員室で会

議をやっていたんですよ。それが新たに更衣室

を潰して狭くしてまたこっちに会議室、二部屋

設けて、合計４カ所あるわけですね。こんなに

体育館の中に会議室が必要なのかどうか、こん

な会議あるんですか。私はないと思って。要ら

ないもの、余計なものをつくって、欲しいもの

をつくらないで、全くこれでは賛同できない。

その答弁をお願いします。設計変更する気があ

るかどうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。（「休

憩」の声あり） 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時２５分 休憩 

     午前１１時４５分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 新田議員のほうからは、

この図面の変更ができるのかということで御質

問いただきました。図面が渡ったと思いますが、

耐震で新たに設けます壁以外につきましても、

現在の諸室の壁についても耐震の数値に影響す

るというものでございます。それでございます

ので、例えば細かい部屋の壁を取って大きくし

て使い勝手をよくしましょうといった場合には

再度設計の変更、耐震診断のやり直しというこ

とがなるかと思います。そういった壁以外のと

ころにつきましては、諸室の利用、使い勝手、

内容については特段、この書いてある内容に限

定するものではなく使い勝手のいい、その場、

その場で用途の変更はできるものと思っており

ます。 

  今回の工事につきましては、耐震ということ

がメーンでありますので、こうした設計をして

御提案したものでございます。先ほども申し上

げましたが、何もない状態の中に大きな耐震壁

をつくるという工事になりますので、使い勝手

については、例えば使い勝手をよくするための

全面的な改築という意味合いではないというこ

とも理解いただければなと思っているところで

ございます。 
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１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

清水清秋議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 今課長から答弁いただ

きまして、できるところはやれるというふうな

ことを私理解しましたんですが、あくまでもこ

れは耐震補強のための工事が主ですので、内部

改装は二の次で、やってもやらなくてもいいわ

けですから、これから建物そのものが寿命に近

づいているということで、幾ら金をかけても寿

命を延ばすというふうにはまいらない、本体そ

のものがもう限度ですので、当面、ここ最高長

くても10年かなというふうな感じはするんです

けれども、余計な金はかけないほうが本当はい

いんですよね、建てかえができれば一番いいん

ですけれども、できないからこういうことをや

らざるを得ないということで、最小限の耐震工

事を主としてやっていくということで、余り中

身をいじらないようなことでいけば、今までみ

んなそれを使っていたんだから、苦情が来ると

いうようなことも避けられるんじゃないか。下

手にこんなことをして、あちこち潰して、要ら

ないものを設けたりするからおかしくなるので

あって、もう少しこの辺を考えて、工期が延び

るとすれば、これはやむを得ないと思うんです

ね。ですから内部を、フロアをいじるわけでな

いから、体育館の中を使っていてもそんなにも

影響、私はないようにこの図面から見るととれ

ますので、その辺を考慮して、もう一回やはり

検討して、検討したら、これでどうですかとい

うことを委員会を設定して我々に相談をかけて

いただきたいというふうに思います。 

  以上です。よろしくお願いします。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 若干私もお聞きします

けれども、５月10日から体育館が耐震のため使

えないと。 

  今、中体連、高体連の練習で会場がなくて選

手、アスリートが非常に困っているわけですけ

れども、議会の締結を経ないまでは使えないん

ですけれども、その間、非常に何で使っても支

障がないんでないかなという声がかなりありま

す。入札から工事が始まるわけですので、やは

りその辺もう少し選手方とか使う方々の利便性

を考えてはなかったのかなというような気がい

たします。選手たちはなるべく使って練習した

い、そして強化したいというような思いがある

わけですので、その辺の配慮はどうだったかな

と思います。 

  あと、これは耐震の審議でございますけれど

も、いずれ29年は南東北インターハイ、バドミ

ントンの会場になることは決まっておるわけで

ございますので、そのために全国からかなりの

選手・保護者含めて応援団が来るので、かなり

新庄市の情報発信する機会だと思うんです。そ

のための恐らく視野も考えながら耐震を含めて

使い勝手のよいというようなことは当然頭にあ

って試算したと思うんですけれども、くどいよ

うですけれども、大会のみならず、いろいろな

催しがあるんです。 

  体育館は、考えてみますと47インターハイ、

今から43年くらい前で、そして全国的に16面コ

ート、バドミントンを一つの会場でするという

のは画期的だったんですね、当時は。そして選

手に聞くと、バドミントン会場としては非常に

使いやすいと。なぜかというと、２階のギャラ

リーが低くなく高くてバドミントンのシャトル

が入ってこなくて、もちろん暗幕は閉めるんで

すけれども、非常に画期的な会場だったんです、

前は。 

  そんなことで、前は前で、だんだん今、新し

い体育館となれば当然空調も入っていますし、

全国規模の大会をしますと、会議室というのは

最近議論になっていますけれども、当然会議室

を設けないと、監督会議とかいろいろな打ち合
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わせになるとそういう会議室も当然必要な場面

があるわけですので、私は会議室はただ会議す

るだけでなくて、そういう大会をする場合の打

ち合わせの会議というようなことを考えれば当

然だと思うわけでございます。そういった意味

で、もう少しやはり。 

  そして今、選手たちが、いつ工期が終わって

いつ使えるんだかというようなことが一番懸念

されるわけです。ことしも中体連の大会が新庄

最上、割り振られますけれども、バドミントン

ができないんですね。新庄中学校と真室川とい

うようなことで、本当は新庄の体育館を使って、

16面ですから、大会運営も非常にスムーズにい

くんですけれども、できないものはしようがな

いということですけれども、早く使って、そし

て練習を重ねて、そしてインターハイ、全国大

会に出られるような地元の選手の育成も私は急

務かと思うんです。ここで議論してもし、もし

ですよ、大変申しわけないけれども、否決にな

った場合の工期のおくれというのはどうなるか、

私、その辺確かめて判断したいと思いますので、

そうなった場合は、なっては困るんでしょうけ

れども、そういったこともお示しいただければ

ありがたいと思います。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 きのう中体連の会議もご

ざいまして、私ちょっと行けなかったんですが、

聞きますと、小嶋議員おっしゃるように会場を

分けて、選手のみならず関係者もバスで移動す

るというような状況をきのうの会議で拝聴した

ところでした。 

  ５月11日から使用を控えまして、工事を進め

てまいることにしております。工期はお示しし

ているように12月27日、ことしのうちに終わら

せたいということでお示ししたところでござい

ますが、例えばこれが今回否決になってもう一

回差し戻しということになれば入札自体もやり

直しということになりますので、設計変更も加

わりますと半年は契約がおくれるのかなという

ことで考えております。 

  ただ、29年度のインターハイについては29年

８月ですので、新庄会場ではプレ大会はござい

ません。そうした意味から考えれば、ここで否

決になった場合には半年おくれるということは、

本大会ということになりますと、この工事自体

が28年度になるということも十分考えられます

ので、そういった大会においても多少の支障は

出てくるのかなとは思っております。 

  こちらの不手際で現在紛糾しておるわけです

が、そうしたことも考慮いただきながら、でき

ればこの案でお認めいただければ一番いいので

ありますが、先ほど言ったように、壁について

はあくまでも耐震でございますので、壁を簡単

にここを取ってというようなことはできないと

いうことを御承知おきいただければなと思いま

す。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） もしの話をして申しわ

けないですけれども、もし否決になった場合は

半年のおくれがあるというようなことでござい

ますね。 

  あとは、これは耐震でしょうけれども、先ほ

どいろいろな方々が言いましたけれども、内部

の考えはある程度可能だというようなお考えは、

確認したいんですけれども、それはできるんで

しょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 先ほども御答弁しました

ように、内部の現在ある壁につきましても耐震

の一つの要素になっているということがござい

ますので……（「壁はいいの。壁以外の」の声

あり）壁以外。使い勝手についてはその壁の撤

去ということがなければ狭いは狭いことにはな
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りますが、例えば会議室と明示しているところ

も特に話し合ってするだけの用途ではなくて、

臨機応変に使うことは可能であると思っており

ます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 私は、壁は耐震のこと

でしたので、はっきり申し上げますけれども、

ギャラリーに土足のまま行くことも変更の中の

視野に入れていただけるんですかということな

んです。それだけです。お答えできればお願い

します。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 通常の使用でギャラリー

に土足でということかと思いますが、よろしい

でしょうか。 

  先ほど国体の折のお話、国体のときには２階

に土足で上がれるようにということで、ブルー

シートを敷いて対応したところでございます。

先ほども申し上げましたが、通常の使用で土足

といったことになるとすれば、逆に選手のほう

がアリーナに入るときに靴を……（「選手なん

か専用の靴を持っているから、会場に合った靴。

そんな心配しなくていいですよ」の声あり）い

えいえ、こちらのほうではそういうふうに考え

たところでございます。ただ、大会の大きい、

小さいありますので、大会ごとにそういった使

い方については検討してまいりたいと思ってお

ります。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

  １時まで休憩いたします。 

 

     午前１１時５９分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

清水清秋議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） 大変議論された中でご

ざいますので、私がどうこう言う問題じゃござ

いませんけれども、ただ、私は産業建設常任委

員会のほうに所属しておりますから、この図面

もきょうまで見ておりませんでしたので、総務

常任委員の方からも、小嶋さん、新田さんから

も質問が殺到したんですけれども、もっと詳し

く総務常任委員のほうにお話ししておけばこん

なことなかったのではないかなと、このように

理解してもらえるんではなかったかなと思って、

ここでまた振り出しに戻ったような感じでやっ

てしまったので、このような時間をとって議論

がされたんだと思いますけれども、議会軽視は

教育長、ちゃんと謝ってというか謝罪したし、

そしてある程度の内装も変更ということもでき

るということを聞きましたし、それから一番待

っているのは、小嶋さんが申されましたスポー

ツをやる人たちが待っている。例えばこれ、も

しかして設計変更とかここでまた振り出しに戻

ってやり直したら大変だと思います。教育長が

申されましたやはりこの体育館を利用する人た

ち、この人たちが今非常に苦慮しているという

ことと。 

  それから課長、大きな大会がことしはないと

言いましたけれども、実は柔道のほうで東北柔

道大会、練成試合が12月にあるんです。これも

二、三日前の役員会総会の中で、もうできなく

なって、せっかく真室川から持ってきてやろう

とした大会、800名くらい来るんです、新庄市

に。その中で、新庄にも泊まって、そして２日

間やる大会が12月にあるんですけれども、何と

かやりたいという希望だったんですけれども、

これできなくて、戸沢村に小さくしてやろうと

いうことで、今そんなになっています。真室川

でも、真室川が一旦もらってきたものをまた真

室川でやろうということ、できなくて新庄でや
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った経過がございますので、だから、やはり29

年インターハイまでできて間に合うというよう

なことじゃなくて、いち早くして、その中で子

供たちに練習させないわけにいかないと思いま

すよ。かつてはそれこそ全国大会まで行ってい

たバドミントンでしょう、新庄が。これ、あし

たから、体育館できたからすぐしなさいじゃな

くて、やはり一日でも二日でも早くでかして、

そしてその中で練習して、そして子供たちに夢

を与えて私たちに感動を与えてもらわなければ

困っぺや、この大会する会場で。だから、義一

君が言ったとおり、耐震が十分に行われるとい

うことで、そして設計というか、耐震の確認と

いうか、そういうものもちょっと変更になった

ということで、そういうものがあって皆さんに

報告がおくれたということを教育長のほうから

お聞きしましたけれども、これまた設計やり直

すというと、どうです、例えばですよ、市議会

議員の人たちが反対しておくれたなどう、とか

となったら、市民の人たち大変ですよ。必ずそ

ういうこと理解してくれる人いませんから、だ

から耐震強化して安心で安全を保つための工事

だから、そこのところをすかっとやったら、内

装は新田さんが質問したとおりで、幾らか変え

れということを言ったら、これはその中でいち

早くやらせて、そしていい成績をとらせるとい

うことが私は一番の大事なことだと思いますけ

れども、その点、どうです、教育長。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 大変ありがたいお話で、確かに

やり直しということになると、恐らく今年度中

の施工というのは難しくなるのかなというふう

に思います。施工をおくらせれば、じゃその間、

体育館が使えるのかというようなことになると、

0.08というＩｓ値は、0.3未満で震度６強の地

震が来た場合には倒壊あるいは倒壊のおそれが

あるというようなことですから、その0コンマ、

１つ０が多いわけですね。その中で使わせると

いうようなことは教育委員会としてはなかなか

できないのかなと。そうなれば２年間近く体育

館を使えないという状況が生まれるということ

で、特に冬期間は雪が降るものですから、屋外

の方々が屋内に来ていろいろ練習をするという

ようなことで、何とかそれに間に合わせたいと

いうことでのことしじゅうの完成というような

ことを目指して今まで作業を進めてきたという

ようなことがございます。ですから、いろいろ

大会がないからおくれてもいいんだということ

には絶対ならないと。練習あって、そして大会

があるわけですから、そういう意味ではインタ

ーハイでいい成績をとるためにも強化は一日で

も早くしたいというのが私どもの願いであり、

ぜひ早目の竣工をお願いしたいと思っていると

ころです。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

清水清秋議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） 私もスポーツを愛好す

る一人として、やはり最上地方は大変雪が多い、

そんな中で室内競技というのは物すごく大事だ

と思います。だから一日も早く完成して、そし

てそこに子供たち、選手、あるいは一般の人た

ちも集えるような環境をつくってやらないとま

ずいと思う。だから、議員の人たちも大変議論

して、御理解を得たと思います。 

  それから、市長、この工事が終わったら、何

年ぐらいあの体育館をもたせるつもりですか。

二、三年で建てかえしないか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 御指名ですのでお答えさせていた

だきたいと思います。 

  先ほど議論の中で耐震したら何年ぐらい使わ

れるのかというようなことで、お金をかけた以

上、10年ぐらいをめどかなというふうに思って

いるところです。 
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  また、少子高齢社会における体育施設という

ことで、今後につきましては議会の皆さんと十

二分に話しながら、場所、大きさ、機能、そう

したことは皆さんと相談しながら建てなくては

いけないことが早々に来るんだろうというふう

に思っています。そういう意味で、教育委員会

がインターハイがあるということの決断の中で

相談を受けまして、耐震、もしインターハイが

来なかったらどうなんだろうというようなこと

も重々内部で検討させた結果だというふうに思

います。 

  耐震では10年ぐらいのめどかなというふうに

思っているところであります。 

１５番（森 儀一議員） 議長、森 儀一。 

清水清秋議長 森 儀一君。 

１５番（森 儀一議員） やはりこういう問題は

総務文教のほうで解決できないような、そうい

うことでなく、しっかりした説明をしてそして

やっていただかないと困りますので、今後十分

気をつけてやっていただきたい、このように思

います。終わります。 

清水清秋議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） 休憩を求めていいです

か。暫時休憩をお願いします。 

清水清秋議長 休憩の動議ですね。（「はい」の声

あり） 

  今、小野周一議員のほうから休憩の動議が出

されましたので、１人以上の賛成がありますの

で休憩の動議を議題といたします。 

  採決によって、起立によって行います。 

  この休憩動議のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

   （賛成者起立） 

清水清秋議長 起立多数であります。よって、休

憩の動議を可決されました。 

  それでは、暫時休憩いたします。 

 

     午後１時０９分 休憩 

     午後１時３６分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  発言を許します。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 議会を大変紛糾させてしまいま

した。ちょっとした配慮のなさがこれほどまで

大きな事態に至ったというようなことは非常に

痛みを感じております。本当に申しわけござい

ませんでした。 

  今後、委員会あるいは全員協議会等々で、き

ちっと議会のほうには説明を申し上げて意見を

くみ上げながら計画の中途、あるいは最終でき

ちっとお示ししたいなというふうに思っており

ますので、よろしく今後ともお願いいたします。 

清水清秋議長 では、これより討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告はありません。討

論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第45号新庄市体育館耐震補強工事の内建

築工事請負の締結については、原案のとおりに

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第45号については、原案のとおり決する
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ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 賛成多数であります。よって、議

案第45号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案８件一括上程 

 

 

清水清秋議長 日程第９議案第38号金山町との新

庄最上定住自立圏形成協定の締結についてから

日程第16議案第46号字の区域及び名称の変更に

ついてまでの８件を会議規則第35条の規定によ

り一括議題としたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第38号金山町との新庄最上定住自立圏形成

協定の締結についてから議案第46号字の区域及

び名称の変更についてまでの８件を一括議題と

することに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第38号から議案第

44号までの新庄最上定住自立圏形成協定の締結

について御説明申し上げます。 

  新庄最上地域における定住自立圏形成に向け

た取り組みにつきましては、昨年度から協議を

続けており、２月13日には中心市宣言を行わせ

ていただきました。 

  ３月議会では、新庄市定住自立圏形成協定の

議会の議決に関する条例を御可決いただき、圏

域での定住自立圏の形成に向けた手続を進めて

きたところであります。 

  今回の協定の締結につきましては、中心市で

ある新庄市と提携する近隣町村が、人口定住の

ために必要な生活機能を確保するため役割を分

担し、連携していくことを明示しており、連携

する取り組み事項などについて定めるものであ

ります。 

  具体的取り組みの内容につきましては、協定

締結後に策定する定住自立圏共生ビジョンで定

めることとなります。中心市と近隣町村が１対

１の関係で連携する事項を決め、協定を結ぶこ

とから、金山町、最上町、舟形町、真室川町、

大蔵村、鮭川村、戸沢村についてそれぞれ協定

を締結することについて提案するものでありま

す。 

  次に、議案第46号字の区域及び名称の変更に

ついて御説明申し上げます。 

  本案は、県経営体育成基盤整備事業により、

本合海上野地区における土地改良区事業の施行

の結果、従来、字の区域と定めていた道路、水

路等が全て排除され、新たな区画に基づいた道

路、水路などが設置されたことに伴い、従来の

字界をそのまま存置しておくことは種々不都合

が生じるので、新字界を定めるため地方自治法

第260条第１項の規定により御提案申し上げる

ものであります。 

  よろしく御審議のほどをお願いします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案８件について

総括質疑を行います。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第１７議案、請願の各常任委

員会付託 
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清水清秋議長 日程第17議案、請願の各常任委員

会付託を行います。 

  議案、請願の常任委員会付託につきましては、

お手元に配付してあります付託案件表によりそ

れぞれ所管の委員会に付託いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

平成２７年６月定例会付託案件表  

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（７件） 

請願（３件） 

〇議案第３８号金山町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて 

〇議案第３９号最上町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて 

〇議案第４０号舟形町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて 

〇議案第４１号真室川町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結に

ついて 

〇議案第４２号大蔵村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて 

〇議案第４３号鮭川村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて 

〇議案第４４号戸沢村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて 

〇請願第３号「平和安全法制」法案の徹底審議を求める意見書の請

願 

〇請願第４号「平和安全法制」法案の廃案を求める意見書の請願 

〇請願第５号「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１

復元をはかるための、2016年度政府予算に係る意見書採択の要

請」について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（１件） 

請願（２件） 

〇議案第４６号字の区域及び名称の変更について 

〇請願第２号ＴＰＰ交渉に関する請願 

〇請願第６号米価暴落対策の意見書を求める請願 

 

 

日程第１８議案第４７号平成２７

年度新庄市一般会計補正予算（第

１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第18議案第47号平成27年度新

庄市一般会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 
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山尾順紀市長 議案第47号、一般会計の補正予算

について御説明申し上げます。 

  補正予算書１ページ、議案第47号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ１億

3,488万9,000円を追加し、補正後の予算総額を

156億2,288万9,000円とするものであります。 

  主な補正内容について、９ページからの歳出

を中心に御説明申し上げます。 

  まず、２款総務費に市庁舎耐震化計画に基づ

き、庁舎の一部改築工事実施設計に係る経費、

またふるさと納税寄附金の基金への積み立て及

び返礼品に要する経費を計上しております。 

  ６款農林水産業費には、農業振興に係る各種

補助金に対応した経営者の設備投資などの補助

支援等に資する経費、また雪などにより損傷し

た道路や施設の修繕などに係る経費を８款土木

費、10款教育費に計上しております。 

  ８款土木費には、道路の長寿命化事業として、

国の交付金を活用した橋りょう工事費を増額し

ております。本市の今年度事業が効果的に展開

できるよう、国・県の動きに呼応するなど適切

な対応を要する補正内容を組ませていただいて

おります。 

  私からの説明は以上ですが、詳細につきまし

ては、財政課長から説明させますので、御審議

の上、御決定賜りますようお願いいたします。 

小野 享財政課長 議長、小野 享。 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

   （小野 享財政課長登壇） 

小野 享財政課長 議案第47号一般会計補正予算

（第１号）について御説明いたします。 

  補正予算書１ページをお開きください。 

  一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれ１億

3,488万9,000円を追加し、補正後の総額は156

億2,288万9,000円となります。 

  ２ページから３ページに、第１表歳入歳出予

算補正として、各款各項の補正予算額並びに補

正後の額を掲載しておりますので、御確認いた

だきたいと思います。 

  次に、４ページ、第２表地方債補正でござい

ますが、市有施設耐震化事業債につきましては、

市庁舎耐震化工事の実施設計業務委託の財源と

するものでございまして、道路長寿命化事業債

につきましては、事業費の増加に伴う補正でご

ざいます。 

  ７ページからの歳入につきまして御説明いた

します。 

  初めに、14款国庫支出金でございますが、冒

頭の２項５目の土木費国庫補助金、橋りょう補

修社会資本整備総合交付金につきましては、今

年度の配分決定に伴う増額計上でございます。 

  15款県支出金でございますが、２項５目農林

水産業県補助金に戦略的園芸産地拡大支援事業

費補助金を増額し、意欲ある農業経営者を支援

するとともに、ナラシ対策加入促進緊急事業費

補助金につきましては、米収入減少影響緩和対

策としまして新たに計上したものでございます。 

  下段の17款寄附金におきまして、ふるさと納

税寄附金を4,000万円増額しておりますが、４

月からのインターネット申し込み開始によりま

して現在好調に推移しているところでありまし

て、関連しまして、８ページになりますが、18

款繰入金に寄附金の増額に伴いますまちづくり

応援基金からの繰り入れを計上しております。 

  20款諸収入のコミュニティ助成事業助成金に

つきましては、一般財団法人自治総合センター

からの補助金でございます。 

  最後の21款市債につきましては、第２表地方

債補正に伴う増額補正でございます。 

  続きまして、９ページからの歳出について御

説明いたします。 

  まず、２款総務費１項６目財産管理費に測量

設計業務委託料としまして、市庁舎耐震化に向

けました実施設計業務委託料574万2,000円を増

額計上しております。 

  ７目企画費、企画調整事業費におきましては、



- 44 - 

ふるさと納税寄附金の増額に連動しまして報償

費に寄附返礼金2,000万円と寄附金の積み立て

に向けましたまちづくり応援基金積立金4,000

万円を計上しております。 

  続く、コミュニティ助成事業補助金につきま

しては、地域公民館建設に対する増額補正でご

ざいます。 

  10ページ下段からの６款農林水産業費でござ

いますが、１項３目農業振興費、担い手総合支

援対策事業費におきまして、米の収入減少の影

響緩和を図るために新たに加入する集落営農等

へのナラシ対策加入促進緊急事業補助金を増額

し、果樹園芸事業費の戦略的園芸産地拡大支援

事業費補助金につきましては、新規要望に基づ

いた増額補正としております。 

  11ページ下段の８款土木費でございますが、

２項２目道路維持費の道路長寿命化事業費の工

事請負費3,510万円の増額につきましては、橋

梁の長寿命化に向けました増額補正でございま

す。 

  その上の道路維持事業費中の修繕費、そして

次のページになりますが、12ページ上段の４項

３目公園管理事業費の修繕費につきましては、

大雪や凍結による被害を受けました市道や公園

施設の復旧費用として計上しております。 

  10款教育費でございますが、１項３目教育指

導事業費中の総額110万円の補正につきまして

は、県の委託事業でございます探求型学習推進

プロジェクト事業及びいじめのない学校づくり

推進事業の実施に係る増額補正でございます。 

  末尾の４項社会教育費の図書館費につきまし

ては、大雪や凍結被害による施設の修繕費を計

上しております。 

  以上で一般会計補正予算案の説明を終わりま

す。 

  御審議をいただき、御可決賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算につきま

しては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会への付託を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第47号については委員会への付託を省略し、

６月15日定例会最終日の本会議において審議を

いたします。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で本日の日程を終了いたしま

した。 

  ６月５日金曜日午前10時より本会議を開きま

すので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後１時５０分 散会 
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平成２７年６月定例会一般質問通告表（１日目） 
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順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 佐 藤 義 一 

１．農地集積の実情について 
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３．通学バスの運行について 
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１．ごみステーション・ゴミ回収の充実・整備について 
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３．人事評価システムの今後の方向性について 

市 長 

３ 山 科 正 仁 
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３．農林業の将来について 

市 長 

教育委員長 

４ 小 嶋 冨 弥 
１．政策提言について 

２．新庄まつりについて 
市 長 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、本日は農業委員会より会長職務代理髙

橋 眞君が出席しておりますので、よろしくお

願いいたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

清水清秋議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は８名であります。

質問の順序は、配付しております一般質問通告

表のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

佐藤義一議員の質問 

 

 

清水清秋議長 それでは、最初に佐藤義一君。 

   （１８番佐藤義一議員登壇）（拍手） 

１８番（佐藤義一議員） おはようございます。 

  起新の会の佐藤義一であります。 

  平成27年度初めての議会において一番最初に

質問させていただきます。 

  なお、ここ新庄、日本から16時間時差のある

日本の反対側でも今新庄のインターネット中継

を見て議会を傍聴している人たちがいます。そ

の人たちに背中を押してもらって、堂々と質問

させていただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

  ことし３月の県の発表によりますと、昨年度

中間管理機構を介在させた農地の貸付面積を

2,173ヘクタールと発表いたしまして、14年度

目標の2,025ヘクタールを達成したとあります。

ただし、中山間地での割合は21％にとどまり、

条件不利地の貸し付けが今後の課題とされてお

ります。そこでお尋ねいたします。 

  新庄市内における農地の集積状況をお尋ねい

たします。 

  まず、集積計画による届け出件数と面積をお

尋ねいたし、またその中で中間管理機構へ貸し

付けがなされた件数と面積をお尋ねいたします。

また、いわゆる中山間地の地域の集積はどの程

度あったのかもあわせてお尋ねいたします。 

  また、白紙委任は何件あったのか。白紙委任

によるマッチングは何件あったのかを面積とあ

わせてお尋ねいたします。 

  また、集積には売買と貸借がありますが、売

買と貸借の割合と中間管理機構の介在による中

間管理機構の一時保有件数もあわせてお聞かせ

いただきます。 

  また、集積協力金申請は何件あり、何件該当

があり交付されたのか。集積協力金の金額もあ

わせてお尋ねいたします。 

  今後は、担い手と言われる農家への集積が中

心となりますが、今現在の担い手農家への集積

率はどの程度ですか。また、今後担い手への集

積率をどの程度までとお考えか。もし、数値目

標がおありでしたらお聞かせください。 

  認定農業者への規制を緩和したことにより、

今現在では認定農業者不在の農村集落はないと

お聞きしておりますが、全ての認定農業者が農

地の出し手、貸し付け希望者の受け手となり得
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るのか心配であります。もし、全ての認定農業

者が受け手としての意思、希望を有していない

とすれば、今後どのような対応をされていくの

かお尋ねします。 

  真の受け手としての担い手育成を真剣に考え、

対策の必要を強く思うとき、今後の担い手育成

のお考え、方策をお聞かせいただきます。 

  また、離農された農家件数はいかほどでしょ

うか。中には稲作よりの経営転換もおありでし

ょうから、離農世帯数をお尋ねいたします。ま

た、今後の農地の売買を含めて出し手受け手の

件数、面積規模、希望面積をどの程度と把握さ

れているのかお尋ねします。 

  さまざまな数値をお尋ねいたしますが、今後

その数値は上がっていくものと考えます。その

ことによりその対策をお尋ねいたします。 

  次に、農業委員の選出制度についてお尋ねい

たします。 

  国の農業会議では、農業委員の選出方法を今

の選挙制度によらず首長の選任に任せる旨の答

申をいたしておりますが、昨年の議場において

質問させていただいたときに県国レベルと相談

協議いたし、断固反対されるとの答弁をいただ

きましたが、その後の動きがあればお教えいた

だきます。農業者の民意、思いが反映されやす

い農業委員会の誕生を強く思いますので、質問

させていただきます。 

  市としてどのような方向が望ましいとお考え

か。どのような方向で進もうとされているのか

お尋ねいたします。 

  次に、小中学生の、きょうも新庄中学校の３

年生が傍聴に来ていらっしゃいますけれども、

小中学生の通学バスの今後の運行についてお尋

ねいたします。 

  昨年11月11日より上野、蛇塚、庚申地区に通

学バスの運行をいただき、地区住民は大変な感

謝の気持ちをお持ちです。ということは、送迎

の負担が軽減したことはもちろんですが、保護

者の皆さんが口をそろえて言われることは子供

たちに自立心ができたということです。今まで

は親に送ってもらうことで安心感や甘えにより

登校の準備もぐずぐずしていたのが、バスの時

間におくれると友達に迷惑をかけるからと、親

に言われる前にきちんと準備を終えて迎えのバ

スの時間にきちんと家を出るようになったとい

います。これらは目に見えない通学バス運行の

成果と思います。そこでお尋ねいたします。 

  まだまだ市内には通学バスの運行の必要性を

求める地域があります。特に、今市内の小学校

の中で通学バスが運行していないのは、私の把

握違いであれば別ですけれども、北辰小学校だ

けだと思います。そこで、ことしの冬からは小

泉地区におきましては小中学生の通学バスが運

行されるようでありますが、あたご団地、野中、

中川原、梅ケ崎、中山等の集落においては要望

が非常に強いように思います。以前にも述べま

したが、距離だけの問題ではなく、登下校中の

安全を守るため、犯罪からのリスク回避のため

にも通学バスの運行をうたいたいと思います。

今検討中の事案も含めてお答えいただきたいと

思いお願いいたします。 

  最後になりますが、一昨年９月議会で選挙の

投票時間の短縮につきまして質問させていただ

きまして、ことしの市議会議員選挙より投票時

間を１時間繰り上げたわけでございますが、こ

れについては朝日新聞が県内初として記事を書

いてくれましたが、その後舟形町と金山町が追

随するように投票時間の繰り上げを行いました

が、市民の反応はいかがだったでしょうか。 

  また、今回は全体の投票率は下がりましたが、

期日前投票は前回と比べてどのような変化があ

ったのか。また、投開票に要する費用の圧縮は

いかがだったのかお尋ねいたしまして質問を終

わらせていただきます。 

  御清聴ありがとうございます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 
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清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、農地中間管理事業の業務については

昨年７月１日に新庄市農業再生協議会が公益財

団法人山形農業支援センターからの業務委託を

受け、出し手受け手の掘り起こしや取りまとめ、

借り受け農用地の事前調査、賃借貸付条件の交

渉、契約締結事務などを行っております。平成

26年度において農業委員会に付議された農地利

用集積計画による集積件数は195件、197ヘクタ

ールとなっております。このうち、農地中間管

理機構への貸付件数は26件、43ヘクタールとな

っており、制度上全ての契約はいわゆる白紙委

任となっております。 

  今後、中間管理事業の案件は増加するものと

見込まれるため、農業再生協議会の体制強化と

関係機関との連携を深めながら事業を進めてま

いりたいと考えております。 

  次に、農地利用集積計画での売買と賃借の割

合でございますが、26年度の農地利用集積計画

195件中売買は46件の約23％となっており、残

りの77％は賃借となっております。また、売買

における中間管理機構の一時保有件数は６件と

なっております。さらに、農地集積協力金の26

年度の申請及び該当件数はともに21件となって

おり、交付金額は1,230万円となっております。 

  平成26年度末現在の農地基本台帳による担い

手への集積状況につきましては集積率が前年度

より21％増の63％、集積面積が1,013ヘクター

ル増の3,085ヘクタールと把握しております。 

  今後の集積目標については、認定農業者や集

落営農等の担い手を育成するために山形県農業

経営の基盤の強化の促進に関する基本方針が昨

年６月に見直しされたことに伴い、新庄市にお

ける農業経営基盤強化促進基本構想の10年後の

目標を集積率72％から90％に、集積面積3,533

ヘクタールから、4,416ヘクタールに見直しを

行ったところであります。 

  認定農業者の要件が緩和されたことにより、

新庄市の認定農業者数は４月末現在で653名と

なりましたが、御指摘のとおり、全ての認定農

業者が規模拡大の意向があるわけではないため、

出し手の希望に対応するために集落での話し合

いによる担い手の確保や集落営農等の組織化の

支援を行っているところであります。また、こ

のような地域の中心となる担い手の安定的な農

業経営のため、農業金融制度による利子助成や

国や県の支援制度を活用した農業用機械の導入

助成などを行っているところであります。 

  農地集積による離農世帯数につきましては、

稲作をリタイヤして農地集積協力金を交付した

世帯は21世帯と把握しております。今後の出し

手、受け手の希望面積につきましては人・農地

プランにおいて５年後のおおよその目安として

出し手希望面積161ヘクタール、受け手希望面

積1,516ヘクタールとしているところでありま

す。 

  以上、農地集積の実情についての答弁をさせ

ていただきました。 

  農業委員会の選出方法については農業委員会

の事務局、通学バスの運行については教育委員

会、選挙の投票時間の短縮については選挙管理

委員会より答弁させますので、よろしくお願い

いたします。 

髙橋 眞農業委員会会長職務代理 議長、髙橋 

眞。 

清水清秋議長 農業委員会会長職務代理髙橋 眞

君。 

髙橋 眞農業委員会会長職務代理 佐藤議員の御

質問にお答えいたします。 

  農業委員会組織をめぐる規制改革の動きは、

内閣総理大臣の諮問機関である規制改革会議の

答申に端を発しております。農業委員の公選制

を廃止し、市町村長による選任制への変更も規
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制改革会議による答申事項の一つであります。 

  当農業委員会としては、農業委員が地域から

選ばれる代表であることを担保とする公選制が

維持されることを強く望み、昨年６月20日付で

農業委員会制度組織改革に関する要請を市長宛

てに行っております。これは５月に東京で開催

されました全国農業委員会会長大会における市

町村長、市議会議長に対する要請活動の実施に

関する申し合わせに基づいて実施したものです。

国や県に対しては、農業委員会系統組織として

上部に位置する県の農業会議が中心となり公選

制の維持についての要請を行ってきました。 

  しかし、昨年６月24日に政府は規制改革会議

の第２次答申を基礎として日本再興戦略の改訂、

規制改革実施計画を策定し、閣議決定しており

ます。現在、国会では関連法案が審議中であり、

その中では選挙制度の廃止が決定されようとし

ています。 

  農地は公共性の高い資産であり、限りある農

地を有効利用するための諸手続には地域からの

信任を受けて選出される農業委員の存在が欠か

せません。農業委員会法の改正に伴い、農業委

員の任命登用の公選制が市町村長の選任制に変

更されます。農業委員を任命するに当たっては、

今後も地域からの信任を受けて選出されるとい

う従来からある仕組みを基本とすることは変わ

らないものと考えております。市町村長による

選任制ですが。実際には事前に農業者や農業者

が組織する団体その他関係者に対して候補者の

推薦を求めるとともに、農業委員になろうとす

る者を募集することが義務づけられることとな

ります。 

  農業委員としてはこの推薦枠の選出母体がで

きるだけ多くの農業委員の意見が反映される団

体であることを強く望んでおります。また、今

後、新たな選任制度を運用するに当たっては女

性や青年など性別や年齢に問わず意欲ある農業

者を積極的に登用するよう努めていただきたい

と願っております。以上です。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私から通学バスを運

行についてお答え申し上げます。 

  児童生徒の通学の安全対策につきましては、

以前申し上げましたとおり積極的に行ってきた

ところであります。平成19年２月答申の新庄市

安心安全通学プランにおきましても、児童生徒

への安全通学教育や安全な通学手段の確保など

さまざまな対策を提言としてまとめていただい

ております。これに対して、教育委員会はもと

より関係各課においても次代を担う子供たちの

安全の問題として重要な案件として捉えておる

ところであります。 

  また、第４次振興計画では安全安心な教育環

境の整備という施策を計画し、登下校における

安全安心の確保等をその重要な柱として位置づ

けております。 

  そのような状況の中で通学バスの件につきま

しては重要な役割があると考えております。そ

のため、保護者、地域の方々と綿密な連携を図

りながら検討を行っております。 

  具体的には、議員が申されたとおり、昨年か

ら新たに上野等で運行を開始しております。今

年度は萩野学園の開校に合わせまして昭和地区、

萩野地区の主に小学生を対象にスクールバス３

台を購入、運行を開始しており、冬期間には仁

田山、萩野、昭和地区の中学生も対象になりま

す。また、小泉地区の小中学生についても今年

度より新たに冬期間の運行対象としております。 

  また、路線バスを利用している児童生徒に対

する冬期間のバス料金に対する補助制度も実施

しております。来年度以降につきましても、北

辰学区のみならず年次計画に基づいて範囲を拡

大していくこととしております。 

  以上のように、今後とも登下校の安全性を図

るために防犯対策も含めてスクールバスを活用
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し児童生徒の安全性を図ってまいります。また、

地域からの情報提供も得て、学校に対する地域

の支援体制を強化して地域の教育力を促進させ

子供たちが安心して学校生活を送ることができ

るよう安全安心な教育環境の整備を積極的に推

進してまいります。以上でございます。 

矢作勝彦選挙管理委員会委員長 議長、矢作勝彦。 

清水清秋議長 選挙管理委員会委員長矢作勝彦君。 

矢作勝彦選挙管理委員会委員長 選挙関係ですの

で、私から御答弁申し上げます。 

  投票終了時間の繰り上げにつきましては、４

月26日に行われた新庄市議会選挙において１時

間繰り上げ午後７時までとしたところです。こ

の繰り上げについては立会人の負担の軽減の視

点、投票結果を早く知らせること、また区長を

対象としたアンケートで８割以上の賛成があっ

たことから総合的に判断して実施したところで

ございます。 

  投票率については62.02％と前回の市議選よ

り４％程度下落しておりますが、昨年12月に行

われた衆議院議員総選挙と比較しますと2.3％

上昇していることなどから、終了時間の繰り上

げによる投票率への影響はほとんどなかったも

のと考えております。やはり、投票率はそのと

きの政治的な背景とか選挙の関心度によって大

きく変化するものと思っております。 

  また、期日前投票が浸透してきており、前回

の市議選での投票総数に占める割合は22％程度

でしたが、今回の選挙では不在者投票含め３割

を超える方がこの制度を利用するまでに定着し

ております。また、この実施に合わせまして、

広報やチラシでアパートの世帯や大型店舗、事

業所などにＰＲをお願いしたところであります。 

  投票終了時間繰り上げについての市民の御意

見ということでございますけれども、結果とし

て選挙当日の苦情、その後の苦情というものは

ございませんでした。これも市民の皆様方の御

協力と御理解のおかげと感謝しているところで

あります。 

  また、経費の圧縮額については職員の人件費

分として約40万円の減となります。今後におき

ましても選挙制度の周知などを含め、適切な選

挙の執行に努めてまいりたいと考えております。

以上でございます。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 大変懇切丁寧にお答え

いただきましてありがとうございます。 

  質問で言い足りなかった部分、あるいはもう

少しお尋ねしたい部分について再度お尋ねさせ

ていただきます。 

  先ほど市長の答弁にもありましたが、私もさ

っき述べましたけれども、担い手のいない集落

はない。ただし、全ての担い手農家が経営規模

を拡大して受け手となる意思があるかないかは

非常に大きな問題になるわけですけれども、今

現在で受け手になりたくないというか、今は認

定農業者になっているけれども、これから規模

を拡大していって皆さんやめられる人方の受け

手とならないという認定農業者がいらっしゃる

集落はどのくらいですか。把握されていれば教

えてください。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 おはようございます。 

  ただいま、御質問の受け手となれる担い手が

不在の農家集落ありますかということですが、

この点については今のところそういった集落は

把握されておりません。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 意地の悪い聞き方をし

ます。そういう集落がないのか、あるけれども

市としては把握していないのか。どっちですか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 
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齋藤彰淑農林課長 認定農業者制度が始まって以

来、ずっとこれまで300名ほどの認定農業者が

認定されてきました。この方々の意向としては

当然これから経営規模拡大、所得拡大を目指し

て認定農業者の申請があって５年を満了した者

については再認定という形で手続されておりま

す。この方々の所在分布を見ますと大方ほとん

どの集落においてそういった担い手の意向を持

った方々が存置していると思います。 

  ただし、27年度から経営所得安定対策の畑作

物の直接支払交付金、いわゆるげた対策とか米

畑作物の収入減少影響緩和対策、いわゆるナラ

シ対策という制度につきましては27年度から認

定農業者、集落営農、認定新規就農者、この

方々が４ヘクタールという面積要件を外されま

したが、こういった方にならないとこのげた対

策、ナラシ対策が受けられないということで昨

年秋口から認定農業者希望される方々が続出し

ておりまして、ただいま市長答弁にありました

ように現在のところ653名の認定農業者となっ

ている。 

  つまり、今回急激にふえた方々については必

ずしも規模拡大を計画しているものではなくて、

ナラシ対策、げた対策ということでの意向があ

ったということで、必ずしもこの方々は規模拡

大の意思があるかどうかはその辺は不透明であ

ると。しかしながら、これまで認定されてきた

300名ほどの認定農業者についてはしっかり各

地域に定着して農業を営んでもらっていますの

で、そういった意味では担い手となる認定農業

者が全くいない集落は現在のところないと推測

しておりますので、ただいまの発言では把握さ

れていないと表現させてもらいました。以上で

す。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 大変ありがとうござい

ます。 

  さらに意地の悪い質問をさせてもらってお許

しをいただきたいと思います。 

  今現在、担い手農家、経営規模拡大をしてい

るというのは大変望ましいことだと思いますけ

れども、10年後20年後において後継者がいない

担い手、今40代後半、50代でまだできるわけで

すよ。ところがその担い手が、失礼ですけれど

も、おもしろいデータがあるんですよ。新庄市

民の昭和30年からの平均年齢です。 

  一番若いとき、私が生まれて何年かしてから

ですけれども、昭和30年、新庄市民の平均年齢

は25.8歳なんです。昭和60年になりますと

36.64歳。去年、平成26年において新庄市民の

平均年齢は47.11歳なんです。確実に、ここ60

年で約40年ぐらい年とっているわけです。私の

年のとり方よりは少しスローモーで大変好まし

いことなんですけれども、ただこの中には農業

者も当然いるわけです。あと10年したら６年、

20年したら12年、年をとっていく。平均年齢で

すけれども。 

  そうしたときに、農業者が今はいいと、去年

の新庄市民の平均が47.何歳ですから、働き盛

りなわけです。ただ、あと20年したら67歳にな

るわけです。そういったことが農村集落におい

ても考えられるわけです。 

  ですから、今は40代で俺ばりばりやっている

よ。だから何ぼでも受けるよ。15町歩くらい受

ける。ところが、彼に後継者がいなかったと。

そうした場合に20年後に彼が受けている15町歩

を誰が受け手として受け取るのかという問題が

発生するわけです。 

  それで、本当に意地の悪い質問をして申しわ

けないんだけれども、後継者のいない受け手と

いうのはいらっしゃいますか。いらっしゃいま

せんか。今現在の受け手となっていらっしゃる

方です。そこに集積をかけていないかというこ

とです。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 
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清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 世代を超えた大変難しいお話

でございますが、やはり現在40歳の方を中核的

な農家と位置づけて農業をやっていった場合に

40代の担い手に例えばお子さんがいないとか、

継ぐ意思がない、40代ですとお子さんは二十ぐ

らいになっておられるのか。高校大学生くらい

の年齢ですから、多分自分の意思として農業を

継ぐか継がないという部分での後継者いるかい

ないかということの御質問かと思われますけれ

ども、その部分についてはただいま農林水産統

計とか農林業センサスのデータを持っておりま

せんので、この場では即答しかねますが、確か

に農林業センサスの設問項目に後継者はいます

かとか家族構成を問われる調査がありましてこ

とし２月に調査が行われましたので、その辺は

今年末ぐらいに速報という形で出ると思います

ので、その辺は数字的なものはなかなかこの場

では申し上げられないところでございます。以

上です。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 大変意地の悪い質問を

して済みませんでした。ありがとうございまし

た。 

  次に、農業公社、中間管理機構についてお尋

ねします。 

  かつての農業公社における一時保有合理化事

業、今は別の名前のようですけれども、一時保

有合理化事業において公社買い入れ価格と新た

な買い入れ農業者との価格差、乖離により公社

が億単位の欠損金を出したことがございます。 

  先ほど、私で中間管理機構介在の一時保有は

何件あるのかとお尋ねしたのは、そのような危

険性が、特に庄内に多く見られるからです。一

時保有の合理化事業の中で買い入れ価格が調整

つかなくて欠損金を出した。億単位でした。そ

れを補塡したのは県の公金であります。 

  そういった危険性が中間管理機構にないのか

ということをこれも意地の悪い質問ですけれど

も、させていただきます。 

眞見治之農業委員会事務局長 議長、眞見治之。 

清水清秋議長 農業委員会事務局長眞見治之君。 

眞見治之農業委員会事務局長 おはようございま

す。佐藤議員の御質問にお答えいたします。 

  ただいまの御質問にありました財団法人山形

県農業公社ですが、現在農地中間管理機構とし

て機能を果たす財団法人山形農業支援センター

の前身として平成19年まで存在していた法人で

ございます。過去に農業公社が農地の売買を取

り扱うため農地保有合理化事業を原因として経

営悪化を招いたということですが、現在実施さ

れている特例事業においてはこのようなことを

回避するために幾つかの改善策が取り入れられ

ています。 

  １つ目は、農地を買い入れる場合は売り渡し

の相手が現にいること。少なくとも、近い将来

確実に確保できることを確認した後に購入を決

定しているということです。 

  ２つ目としては、農地の中間保有年限の原則

を１年とし、農地取得に買い受け予定者の間で

使用貸借を挟んだ後速やかに売り渡しを行うと

いうことです。公社が経営悪化を招いた一番の

理由は中間保有に伴うリスク対策が十分ではな

かったのではないかと思います。中間保有する

期間が長ければ長いほど買い受け予定者の経営

悪化や土地価格の下落等が発生するリスクが大

きくなります。この中間保有に伴うリスクを回

避するため、できるだけ速やかに売り渡す方法

がとられたわけです。  

  ３つ目としましては、改善策として農業委員

会のあっせんによる買い受け予定者についても

本当に取引しても大丈夫かという観点から、セ

ンター内に設置した買い入れ審査会で誓約書、

買い入れ資金確認申請書、預金残高証明書等で

経営力や財務力の確認がとられるようになりま
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した。 

  このような事務改善が図られておりますので、

農地の出し手や受け手になられる方におかれま

しては安心して事業に御参加いただけるものと

考えております。以上でございます。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 眞見局長のおっしゃる

とおりだと思っております。前は、中間保有は

最長３年ぐらいやっておりました。そのときに

おいても売り渡す相手は決まっていたわけです

よ。例えば、ＡとＢがいて、節税対策の中でＡ

とＢの間に中間管理、農業公社を入れる。その

ことによって節税対策をとってきた。それは公

的にかなっているわけですから、何でもない、

すばらしいことなんですけれども、ただＡが

200万円で公社に売ると、３年間置いたら局長

おっしゃるとおり価格が下がる。そんな１反歩

100万田んぼ要らないと。それで交渉をやって

いった中で下がっていった。その差額が膨らみ

膨らんで億単位に膨らんでしまった。 

  それのリスクを回避するために局長おっしゃ

るとおり１年契約にした。これは私も知ってい

ます。ただ、それでもあえていまだにあるわけ

ですよ。例えば残高証明も当然出します。私も

書いたことのある一人の人間ですから。でも、

その中で今後そういうふうにして発生しないと

局長おっしゃいましたので、そのように御指導

していただいて農業者に適切な農地集積ができ

るようお願いします。 

  確かに、中間管理機構には行くわけですけれ

ども、その中で実務的にやっていらっしゃるの

は全て各市町村における農業委員会であり、委

員であり、職員だと思うんです。それはそれで

お尋ねします。 

  昨年度の農地集積事業により中間管理機構へ

国からどれだけの交付金が支払われるのか。う

ち、市町村にとりわけ新庄市にはどれだけ交付

されるのか把握していらっしゃったらお教えい

ただけますか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 山形県の農地中間管理機構に

対します補助金につきましては、公開されてい

る内容でございませんので、この辺については

現在把握しておりませんが、新庄市において中

間管理機構から交付された金額につきましては

平成26年度実績130万8,000円です。内容につい

ては賃金、消耗品、通信運搬用切手、登記済み

証明書発行のための収入印紙代。これらが実績

主義でかかった分だけ交付されるという形での

額でございます。以上です。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） 中間管理機構に国から

支払われる補助金交付金はこんなものではない

ですよね。２桁３桁違いますよね。でも、実務

的にやっているのは、多分市町村の農業委員会

であり職員であるわけです。国政に関して課長

にどうこう言えとは言いませんけれども、理不

尽さを感じませんか。もっと我々の職員が我々

の農業委員が、実務的に仕事をやっていったん

だと。あなた方は書類だけの審査で。私、よく

言うんですよ。中間管理機構の集積は机上の集

積だ。机の上でＡとＢとくっつければＣになる

だろう。そんな農地集積はないんだよと言うん

ですけれども、それをやっていてまた市町村に

やらせておいて自分たちだけが補助金を受け取

るということに矛盾を感じませんか、課長。矛

盾というか憤りを感じませんか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 中間管理機構につきましては

昨年４月１日発足しました。国の法律に基づく

機構でございますので、こちらからとやかく言

える内容ではございませんが、現実的には各都
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道府県に１つの機構と設置となってございます

ので、当然ながらただいま質問があったように

県下全部の農地について把握しているわけでも

ないし、県下全部の農業者について把握してい

るわけでもない。その部分の業務については、

当然市町村の市長部局であったり農業委員会部

局であったり、場合によってはＪＡ等が担って

いる部分があります。この辺の力なくしてこの

集積事業は成り立たないと認識しておりますし、

今後走り出した機構の業務のあり方については

評価検証が近々、１年２年経過したら内容をし

っかり検証してどういったスタイルが一番スム

ーズに動くのか検討されるところに期待したい

ところでございます。以上です。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） ありがとうございます。

農業委員会委員の選出について再質問しようと

思っていたんですけれども、先ほどの職務代理

者の説明により納得しました。 

  ただ、言いたいことは、農業委員会委員の選

挙も公職選挙法に基づいて行われるわけです。

被選挙権も選挙権も農業者の権利なわけですよ。

その権利を奪ってまで制度を変えなければなら

ないということに対して非常に個人的にも憤り

を持ちましたので、そんなばかな話はないと再

質問しようと思って待っていたんですけれども、

先ほどの代理者の答えである程度納得させてい

ただきましたので。 

  時間もないので、最後に質問させてもらいま

すけれども、ことし４月30日に新庄市農業再生

協議会でも出ましたけれども、去年の米価の下

落をめぐって今年の耕作賃料、賃貸料について

農業委員会もしくは農林課でおおよそあらまし

を出すわけですけれども、ことしも正直言って

米価は余り期待できないだろうという見通しを

皆さん持っていらっしゃると思います。 

  一応、去年のうちに出しましたのでという答

えなんですけれども、そのことによってことし

も賃借料が高いのであれば耕作しないほうがい

いと、ことしはつくらないでもいいという可能

性がなきにしもあらずだと思うんです。それを

再度見直してもう１回もんでみて、平成27年度

についてはこういう価格でと提示するようなお

考えはありませんか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 賃借料につきましては、当然

双方出し手受け手の合意のもとに定まるのが原

則ではございますが、やはりどれぐらいが妥当

なのというのが確かにあると思います。そのよ

うなことで、下落している中で担い手の集積を

考えたときに、どこの線が賃借料として適正な

のかということを参考として示すために農業再

生協議会がこれから作業に入りますけれども、

ＪＡ、改良区、受け手側、出し手側の農業者、

山形農業支援センターの実務者を交えまして統

計的に東北農政局が示している生産費調査、経

営規模ごとの生産費調査、毎年してございます。 

  こういったものとか農業委員会のこれまでの

相対の貸し借りの賃借料とかあるいは今後示さ

れる米価の概算金の内容ですとか、あるいは平

成30年から米の直接支払交付金、これが30年か

らゼロにということですので、こういった諸事

情を勘案しましてあくまでも参考とはなります

けれども、基準賃借料設定をしまして９月中旬

くらいには農家の皆さんに参考数値としてお示

ししていきたいという考えでございます。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） ありがとうございまし

た。 

  なるべく早くしていただいて賃借料を決定、

参考ですけれども、課長おっしゃるとおり双方

の話し合いなわけですけれども、その話し合い

するところの一つの目安がないとなかなか話が
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進まないということですので、早速検討してく

ださってありがとうございます。 

  本当に、最後の最後の質問になります。 

  先ほど教育長からバスの運行についてという

話がありましたけれども、私の目の前の学校だ

から言うわけではございません。やはり通学バ

スというのはリスク回避のために必要だと思う

んです。先ほど教育長お答えいただきましたけ

れども、ここ一、二年のうちに、小泉はことし

から運行するという話を前からしていましたけ

れども、ことしもしくは来年、遅くとも２年後

くらいまでには先ほど私が挙げた集落にもバス

の運行が見られると解釈してよろしいでしょう

か。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 先ほど、佐藤

議員から指摘がありましたあたご、野中、中川

原、中山、この地区につきましては、あたご地

区につきましては今段階の計画では来年度冬か

ら運行したい。野中、中川原、中山につきまし

ては平成29年度から運行してまいりたいという

計画で今進めております。 

１８番（佐藤義一議員） 議長、佐藤義一。 

清水清秋議長 佐藤義一君。 

１８番（佐藤義一議員） ありがとうございます。 

  特に、あたご団地、西山の子供たちが通って

くるところで議長も御存じだと思いますけれど

も、向こうから来て右側の歩道、踏切で切れて

いるわけです。そこで踏切に入らざるを得ない。

そこで鉄路の上でスリップして子供が車の事故

に巻き込まれるということがないように。そう

いう回避もありますので、大変広い範囲にわた

りまして質問させていただきまして、御答弁い

ただきましてありがとうございました。 

  以上で質問を終わります。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４９分 休憩 

     午前１０時５８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、ただいまより農業委員会会長職務代理

髙橋 眞君は退席しております。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、小関 淳君。 

   （４番小関 淳議員登壇）（拍手） 

４ 番（小関 淳議員） 再び、この議場に戻っ

てまいりました。穆清会の小関でございます。

これからも議会でのさまざまな機会を捉え、執

行部局の施策や事業についての確認をさせてい

ただきますので、市長答弁よろしくお願いいた

します。 

  私は早朝散歩がてら町なかを歩いていますが、

現在南本町商店街のアーケードは撤去されつつ

あり、市街地の中心に位置するなれ親しんだ商

店街がまた一つさま変わりをしていくのを見る

と、未来への期待と不安がごちゃまぜになって

進んでいるように何とも言いようのない複雑な

思いに駆られております。また、中心商店街に

は空き店舗も多くありますが、店舗の建物すら

建っていない空き地も増加しています。まるで

それは、緑地帯に砂漠が侵食するかのような広

がりを持ってきています。 

  このような状況を見ながら歩いていますと、

これから先町なかは一体どうなっていくんだろ

うかと大変心が重くなってまいります。 

  という思いを抱きながら、今回は一問一答方

式で３つの質問をしたいと思います。 
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  まず、最初の質問はまちなかにあるごみステ

ーション、ごみ回収の充実整備についてです。 

  市内にあるごみステーションはそれぞれの地

域の状況によってさまざまな様式で存在してい

ます。大抵は町内の衛生組合の皆さんによって

衛生的に管理されていますが、中にはカラスの

被害で生ごみなどが散乱しているステーション

もあり、まちの景観上や衛生上からも決してい

い状態であるとは言えません。やはり、町内に

お任せするだけでなく市としても十分な対策が

必要と考えます。 

  また、不燃ごみや資源ごみの回収ルールには

いまだにわかりにくさを感じております。今後、

新庄市が定住の促進や交流人口の拡大を推進し

ていく上でも、誰にでも理解できる制度やルー

ルに改善し、住む人や訪れる人が気持ちよく過

ごせる環境づくりが必要ではないでしょうか。 

  そこで、今後それらをどのように改善し、誰

もが住み続けたくなるまちにしていこうとして

いるのか、市長の考えを聞かせてください。 

  まずはここまで。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  市民の皆さんが、気持ちよく暮らせる環境づ

くりのためにごみステーションの管理保護と不

燃ごみ、資源ごみの回収ルールについての御質

問ですが、お答えさせていただきたいと思いま

す。 

  ごみステーションの管理につきましては現在

各町内会で管理していただいております。各町

内会から衛生組合長さんを選出していただき、

新庄市衛生組合連合会を組織しております。運

営費といたしまして各世帯より150円の会費を

集めさせていただきまして、ごみステーション

の維持管理やごみの収集、不法投棄、水路監視

など環境面においての監視活動を行っていただ

いております。 

  新庄市衛生組合連合会では、昨年度黄色いカ

ラスよけネットの有効性が判明したので、今年

度事業から普及に取り組んでおります。ただし、

従来の青色ネットよりかなり高額となるため、

今後は必要な町内への助成制度で対応してまい

りたいと考えております。 

  次に、不燃ごみや資源ごみの回収ルールにつ

いての御質問でありますが、毎年３月に資源物

とごみの分け方出し方というＡ２判のカラーポ

スターと食品トレーリサイクルに関するチラシ

を全戸配布しております。転入者の方にも市民

課窓口でお渡ししております。 

  現在、可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、資源

物に大別しておりますが、資源物は空き缶、ペ

ットボトル、カセットボンベ、ガラス、陶磁器、

食品トレー、紙パック、古紙、古布、金属、乾

電池、さらには一部町内では生ごみも区分して

回収方法が定められております。これらの分別

方法は、全国の各自治体で独自の取り組みとし

てなされております。当市の場合、最上広域市

町村圏事務組合で運営する鮭川村のエコプラザ

もがみで可燃ごみを、舟形町のリサイクルプラ

ザもがみでは不燃ごみを扱っており、この２つ

の施設に搬入して処理しております。また、人

口減少傾向にもかかわらず減らないごみ対策は

重要な課題であり、分ければ資源、まぜればご

みという言葉に集約されますように、これまで

以上にごみ減量化と再資源化を進めていく必要

があります。 

  そのためには、広報をわかりやすくし、また

市からの出前講座や各種イベント時の資源回収

機会をふやすなどの取り組みを進めております。

また、先般開催しました新庄市衛生組合連合会

では新任の衛生組合長を対象としました新任者

研修会を初めて開催し、スーパーでの店頭回収

やその分別作業、古紙回収の状況を見学し、ご
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みの減量化と再資源化の必要性を改めて認識し

ていただくことができました。 

  通常、品物を購入する場合は、価格や用途、

素材など吟味するものですが、不用となったも

のをごみとするか資源と考えるかでその品物の

行き先が変わってきます。今以上に、資源回収

の取り組みを進めるためには市民皆さんの意識

転換が必要不可欠であります。 

  議員御指摘の市民の皆さんが気持ちよく暮ら

せる環境づくりのためには、お年寄りから子供

まで市民一人一人のリサイクル意識が高まるよ

う環境学習にも力を入れ、今後も環境に優しい

まちづくりを推進してまいりたいと考えており

ます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） わかりました。 

  それでは、再質問をさせていただきます。 

  かなり、環境課でも一生懸命頑張っていらっ

しゃることは私も認識しております。その都度、

市民から町内から何かがあった場合は連絡を受

けてそれに迅速に対応しているという姿は見さ

せていただいています。 

  だからといって、今後の改善の必要がないか

と言われればやはりある程度改善していかない

ことには、これから定住促進を図る意味でも必

要なのではないかと、改善が。というわけで再

質問をさせていただきます。 

  衛生組合によって維持管理運営されていると

いうことはわかりました。それでは、衛生組合

か環境課さんかわかりませんが、可燃ごみが集

積場、ステーションに集まっています。それが

カラスの被害によってどれほどの町内のステー

ションが被害を受けているかというところは把

握しておりますか。 

井上 章環境課長 議長、井上 章。 

清水清秋議長 環境課長井上 章君。 

井上 章環境課長 井上でございます。 

  件数そのものは何件とここでは把握しており

ませんが。私の通勤の途中も確かに被害のある

ところはございます。そのためにはステーショ

ンの造成なり改修の費用を市なり衛生組合で負

担しているわけですが、場所によってはステー

ションをつけられないところがございますので、

先ほど市長が答弁したとおりネットでの対応を

させていただいています。その中では青よりは

黄色がカラスが認識しづらいところがあって、

ことしから黄色のネットに順次変えていこうと

思っておりますので、ステーションがないとこ

ろについてはネットで対応させてもらっていま

す。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 丁寧な対応をお願いし

たいと思います。 

  本当に、衛生組合連合会の役員の方々とかに

早朝で大変なんですけれども、一度大体どの辺

が被害に遭っているかというのは把握していら

っしゃると思いますので、朝大変だと思います

が、どういう状況か見ていただくことはできま

すでしょうか。 

井上 章環境課長 議長、井上 章。 

清水清秋議長 環境課長井上 章君。 

井上 章環境課長 私どもの職員も含めて今後研

修会などで提案させていただきたいと思います。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） ぜひ、非常に場所によ

っては毎週というか毎回ひどい状態になってい

る場所もありますので、ぜひごらんになって改

善をしていただければと思います。 

  それに関連してですけれども、可燃ごみを収

集している業者さんとの協議というか意見交換

とか聞き取りとか、そういう機会は設けていま

すか。 

井上 章環境課長 議長、井上 章。 
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清水清秋議長 環境課長井上 章君。 

井上 章環境課長 直接定例的にということはご

ざいませんが、経営者の方々からの御意見は聞

くようにしておりますので、なお私から積極的

に伺わせていただきたいと思います。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） そうですね。むしろ、

協議会とまではいかないまでも定期的にいろん

な意見交換ができる機会があればより衛生的に

も環境的にもよくなるかと思いますので、そう

いうことも御検討いただければと思います。 

  スーパーで、資源ごみの回収ボックスがあり

ますけれども、この前買い物に行った際にその

動きというかどういう捨て方をするんだろうな

と見せていただきましたところ、スーパーの係

の方が片づけた後にまたお客様がいらっしゃっ

てお客様が例えばペットボトルとか缶をどどど

っと捨ててしまう。また、お客様がいらっしゃ

ってそうやって捨てる。二、三人で満杯になっ

ている。非常にスーパーの御厚意でああいうシ

ステムがあるんじゃないかと思いますけれども、

スーパーの負担というかかなり大変なんじゃな

いかと思いますけれども、その辺はどのように

把握していますか。 

井上 章環境課長 議長、井上 章。 

清水清秋議長 環境課長井上 章君。 

井上 章環境課長 市内全店の店頭で回収をさせ

ていただいております。市民の方が出されるご

みについては市が行政として収集運搬するのは

義務でございますので、ステーション回収とス

ーパーの店頭での回収をさせていただいており

ますが、スーパーの中に投入されたごみといい

ますか、資源物についてはスーパーの御厚意で

確かにまとめてもらっておりますし、その負担

はかなりのものと聞いております。毎日収集は

させていただいておりますが、その回収につい

てはお店の経営もございますので、今のところ

は厚意に甘えさせていただいている現状でござ

います。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 恐らく、スーパーでも

買い物に行った際にお客様が捨てるというか回

収してもらうという利便性もあって、お互い相

乗効果があるということで協力していただいて

いるんだと思いますけれども、見るとやはりか

なり負担が大きいなというところがありますの

で、ぜひその辺等業者さんとも協議していただ

いてよりよい方向を探っていただければと思い

ます。 

  資源ごみ等、不燃ごみ、そういうところです

けれども、体の不自由な方あるいはお年寄りの

方というのはなかなかスーパーまで買いに行け

ないという現実があると思います。そういう

方々は恐らくごみステーションで対応している

んだと思いますけれども、回数的には十分だと

認識していますか。 

井上 章環境課長 議長、井上 章。 

清水清秋議長 環境課長井上 章君。 

井上 章環境課長 回数は人によってさまざまな

状況があると思います。スーパーに行ける方に

は毎日投入できるわけですが、ステーションに

ついては可燃ごみであれば週２回、不燃ごみで

あれば月１回などと決まっているわけでござい

ますけれども、市町村によってはステーション

の中に毎日投入できるとあるのも知っておりま

すが、新庄市の場合、現在の収集方法、回数が

マックスに近い形となっておりますので、現在

の体制でお願いしたいと思っております。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 回数をふやすというこ

とは人的なコストもかかるでしょうから、その

辺も検討しながら住民のために改善をしていた

だければと思います。 
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  ということですね。これで環境課さんへの質

問は終わりますけれども、今回の新庄まつりは

260年祭という近年最大級の祭りとなるわけで

すね。ということは県内外はもちろん、耳にし

ましたけれども、台湾からのお客様も大勢いら

っしゃると聞いております。それならば、新庄

市全体とは言わないまでも、せめて市街地の環

境美化を徹底していただいて、お客様をお迎え

してはいかがでしょうか。これはさらなる交流

人口拡大のためにもぜひお願いしたいと思いま

す。 

  次に、２番目の質問に入りたいと思います。

総合計画にある魅力的な市街地の形成の今後の

方向性についての確認をしたいと思います。 

  平成23年に策定された第４次振興計画、新庄

市まちづくり総合計画には平成33年までの10年

間の市政運営の方向性が記されています。こと

しでその前期４年が経過し、その実績を評価検

証してこれから先の後期５年間のための計画を

立て直して実施していくことになっております。

その基本計画の中で市街地の環境整備として、

ここから中の文章を読み上げます。 

  中心市街地の魅力向上のため、用途に応じた

適正な開発を誘導し、空き地、空き店舗の活用、

駐車場や路上駐車帯の整備などの環境整備など

を促進します。また、市民活動団体などによる

緑化環境美化を推進し、市街地の景観向上に努

めますとあります。 

  また、町なか居住の促進に関しては、これも

文章を読みます。 

  既存の社会資本、インフラですよね。社会資

本を活用し安心で安全な居住環境を確保するた

め、空き地、空き家の有効利用、ＵＪＩターン

希望者への住宅情報提供により市街地への住み

かえ、まちなか居住を促進し、コンパクトなま

ちづくりを推進しますと明記しています。 

  これらについての実証と検証は、どのような

結論になったのでしょうか。 

  今後、人口が急減し少子高齢化が進めば財政

は今よりはるかに厳しくなってまいります。そ

れにより福祉や教育などの充実した行政サービ

スがますます提供困難になることが予想されま

す。国の地方創生施策の中でもまちのコンパク

ト化を掲げて空洞化した中心市街地に再び居住

施設や公共施設などを集約させようとしていま

す。その是非は別として、新聞などによります

と全国130の自治体が国交省のコンパクトシテ

ィー形成支援事業補助事業を活用し、その地域

特性に適した計画を進めているということです。 

  新庄市も総合計画にも明記されているように、

コンパクトなまちづくりを推進する計画がある

わけですが、市街地はコンパクト化どころかむ

しろ膨らんできているのではないでしょうか。

今後、コンパクトなまちづくりの方向性をしっ

かり聞かせていただきたいと思います。 

  これで２番目の質問を終わります。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 それでは、２番目の御質問にお答

えさせていただきます。 

  まちづくり総合計画の施策の一つとしまして、

魅力ある市街地の形成を掲げておりますが、そ

の背景には商業施設の撤退、店舗の廃業に伴う

空き地空き店舗の増加、歩行者、通行者の減少、

中心部の人口減少による空洞化などの課題があ

ります。 

  一方、市街地においては駅周辺の整備、歩道

の無散水化などを進めてきたことから、この都

市基盤を生かしたにぎわいを創出するとともに

安心して暮らせる生活環境を形成しようとする

ものであります。 

  まちづくり総合計画は10年の計画ではありま

すが、市街地の環境整備や町なか居住の促進に

ついては人のライフスタイルを変えていくもの

であり、短期間でなし得るものではなく長期間

でその方向性を示していく必要があります。そ
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の中で、コンパクトなまちづくりを推進してい

ますが、考え方といたしましては持続可能な社

会の実現に向けこれまで整備してきた都市機能

を有効活用させることを基本として用途地域及

びその周辺を市街地居住ゾーンとした展開を図

りたいとの考え方であります。 

  従前の計画では、人口増加を想定した開発指

向であったものから人口減少社会に対応したま

ちづくりを進めるもので、不必要な拡大は抑制

していこうとするものであります。しかし、商

業施設や公共施設などの大規模施設の立地に当

たっては、必要とする要件を満たす用地がなけ

れば地域活性化の観点などから総合的に判断し

て市街地周辺へ求めることになると思われます。 

  現在も開発が行われている地区でありますが、

周辺の住宅と地続きであり、この開発により新

庄市民のみならず最上圏域の町村からの集客も

望めるとともに雇用の拡大も期待できるもので

あります。土地利用に対する制限も必要であり

ますが、民間活力をうまく活用することは本市

の雇用の場を確保し、定住促進につなげる方法

の一つにもなると考えております。 

  また、コンパクトなまちづくりですが、全て

を市街地に集約しようとするものではなく、既

存の集落も維持していく考えであります。その

ためにもコミュニティー対策には力を入れてお

り、集落としての持続可能な生活機能を確保し

ていきたいと考えております。 

  国では小学校区などの単位において、買い物

や福祉医療などの生活サービスを歩いて動ける

範囲に集め、核集落との交通手段を確保するこ

とに地域の生活を確保しようとする取り組みも

進めており、総合戦略の策定における検討項目

の一つと考えております。 

  昨今、人口減少が全国的に問題視され、ま

ち・ひと・しごと創生に関する取り組みが始ま

っています。人口減少し、経済活動が停滞して

いけば税収の縮小などによりこれまで整備して

きた道路、下水道などの都市施設も維持してい

くことが困難になり行政サービスそのものを縮

小せざるを得なくなります。新庄市にとっても

人口減少への対応が一番の課題であり、定住対

策を考えた場合魅力ある市街地の形成は重要な

施策の一つになるものと考えております。その

ためにも、既存の都市機能を有効活用し、居住

環境を確保するとともに市街地での適正な開発

を誘導するとともに空き地空き家の活用、住宅

情報の提供などによりコンパクトなまちづくり

を推進していきたいと考えております。以上で

あります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 今の状況、膨張してい

るようにしか思えないということに対して、商

業施設が広がることはいたし方ないのではない

かということかと思います。しかし、住宅も市

街地よりほかのところに広がっていく、そうい

う商業施設もどんどんふえていくということで

インフラの設備も整えなくてはいけなくなると

思いますが、そのインフラの設備をするのはど

こですか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 今般の地方戦略の中でコ

ンパクトシティーのコミュニティーということ

で上げられておりまして、国でも議員おっしゃ

るような国交省の事業であるとか日本版ＣＣＲ

Ｃの政策なども打ち出しているところでありま

す。 

  これらにつきましては既存の施設をまず活用

するということがやはり前提になるのかなと思

います。その地方のやり方によって違ってくる

かと思いますけれども、行政主導であったり民

間活力ということで考えられるかと思いますけ

れども、当新庄市におきましては現在振興計画

が審議会においてまちづくり計画の後期５カ年



- 63 - 

と地方戦略の２つを審議しております。３月に

審議会委員をふやしまして月１回ペースで話し

ているところであります。 

  今後、どういった形でやっていくかというの

は審議会の中である程度の提言をいただきまし

て市としての方向性を進めていくということで

ございますけれども、現状においては市が主導

してやっていくという計画は今のところ考えて

おりません。以上でございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 長々と答弁していただ

いてありがとうございますなんですが、私は先

ほど広がっていく部分のインフラは誰が負担す

るのかということを聞きました。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 先ほども市長から現在の

中心市街地、コンパクトシティーについては中

心部のところについてはまず維持していくとい

うところ、それから周辺の集落については機能

も維持していくというところでございますので、

現状の負担割合でやっていくというところにな

っていくかなと思います。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 国土交通省の事業を担当

しているので私から御説明申し上げたいと思い

ます。 

  コンパクトシティーなんですけれども、現在

の考え方というのが多極的ネットワークのコン

パクトシティーとなっております。とかく、一

つのところにまとめるという思いがあるかと思

いますが、地方都市の場合は長年の蓄積の中で

一つにまとめるというのは非常に困難な部分が

ございます。ですから、分散させてその中に商

業地であったり福祉施設であったりという形で

分散させ、それをネットワークでつなぐという

のが一般的な考えになるかと思います。 

  議員御指摘のように、当然開発が広がればラ

イフラインと言われるようなものを構築しなけ

ればならないかと思います。それらについては、

事業主体となるべきなのか県なのか市なのかと

いうのは、その都度検証しながら担当していく

となろうかと思います。以上です。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） いずれにしても、イン

フラを広げていくということが非常にコストが

かかるということでコストがかかって将来がど

うなるかというと、そのコスト部分を少なくな

った人口で支えていかなくちゃいけないので本

当に慎重に都市計画は進めていかなければと思

います。 

  次に行きたいと思います。 

  最後の質問になります。市役所の中の人事評

価システムの今後の方向性についてでございま

す。私は、今まで一般質問などでたびたび職員

の資質向上についての質問や職員の人事評価な

どについての質問をしてまいりました。これら

は、全て市民の暮らし向上にダイレクトにかか

わっていく重要な部分だと考えるからそうして

いるわけでございます。 

  地方自治法第２条第14項に地方公共団体はそ

の事務に当たっては住民の福祉の増進に努める

とともに、最少の経費で最大の効果を挙げるよ

うにしなければならない、皆さんこれは頭にこ

びりついていることだと思いますけれども、そ

うあります。 

  つまり、市長を先頭に職員は限られた財政の

中でいかに効率よく市民が幸せに暮らしていけ

るように仕事をしていかなければならないとい

う法律なわけですよね。 

  先ほども言いましたように、何度も言います

が、地方は人口が急減して高齢化が進んで景気

もなかなかよくなっていきません。そういうこ
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との要因によりこれから先の行政運営は今以上

に厳しくなることが誰にも予想することができ

ます。 

  現在、我が市が抱えるさまざまな課題を解決

し、地域の社会基盤を整えていくためには市民

の理解と市職員の資質の向上と組織全体の士気

の高まりが何より不可欠になってくると思いま

す。そのために新庄市では既に人材育成研修の

充実や人事評価システムを導入して組織力をよ

り高めようとしています。そこで今回は特に人

事評価システムに関して今までの状況と成果、

今後の方向性について聞かせてください。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 それでは、人事評価システムの今

後の方向性についての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

  御承知のとおり、人事評価の目的は職員に対

し市が目指す方向性を理解、浸透させ、職員が

成長しながら最大限の能力を発揮することで市

民に良質な行政サービスを提供することにあり

ます。 

  本市におきましても、従来から勤務成績評定

という形で実施しておりましたが、平成22年３

月に行革市民委員会からの提言を踏まえ、新庄

市人材育成方針を策定し、平成23年３月にはそ

の実施計画である新庄市人材育成推進プランを

策定しました。その中で人事評価を職員の能力

を最大限に引き出すための手法と位置づけ、こ

れまでの制度を見直して新たな人事評価制度を

導入し、職員の資質の向上と能力の開発を図っ

てまいりました。 

  具体的には、副市長が管理職の評価、課長職

が課員の評価を行っておりますが、毎年７月に

評価者の役割やマネジメントの手法を確認する

評価者研修、４月から５月は職員の目標などを

明確にする期首面談、11月に各職員の自己評価

及び評価者による評価という形で人事評価を行

っております。この際、各職員は自己評価書を

作成し、これを活用した個人面談を実施するこ

とで単に上司が部下を評価するだけでなく、自

分の弱いところや強みなどを職員自身に気づか

せる気づきの場として活用しております。 

  このほか、人事異動や昇給昇任などの判断に

も活用し、職員の人事管理に反映させていると

ころであります。また、昨年５月の地方公務員

法等の一部改正により能力及び実績に基づく人

事管理を徹底させるため、各自治体において能

力評価及び業績評価による人事評価制度を導入

し、これを任用、給与分限その他の人事管理の

基礎として活用することが義務づけられ、平成

28年４月から本格実施に向けた取り組みが求め

られております。 

  県内におきましても既に能力評価と行政評価

をともに導入、運用している自治体がある一方

で、改正法の施行とともにこれから導入を予定

している自治体も少なくありません。 

  本市におきましては、現在能力評価のみを導

入し、人材育成や昇任等に活用している状況で

あり、他の自治体と同様に平成28年４月からの

導入に向けた検討を進めているところでありま

す。 

  業績評価の基本である目標管理において客観

的な目標の設定が困難な業務があること。結果

だけでなくある成果を生むためにどんな行動を

とったかについても評価する必要があること。

導入するにしてもさまざまな課題を解決できず

に形骸化する可能性があることなどの問題点も

指摘されております。そのため、慎重な制度設

計に加えて、本格導入に際しては一定の試行期

間や制度の継続的な評価なども必要であり、公

平かつ納得感のある評価、役割と目標の明確化、

人員の適正な配置、職員のモチベーションアッ

プを実現することで本来の目的である行政サー

ビスの向上につなげていくものでなければなら

ないと考えておりますので、御理解くださるよ
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うお願い申し上げます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 大変すばらしい答弁だ

と思います。 

  でも、確認させてください。人事評価システ

ムを導入しているということですけれども、評

価者の物差しというか、統一した物差しを持っ

て評価しているのか。公平性、公正性が確保さ

れているのかというところはどうでしょうか。

答弁ではしているということのようですけれど

も、もう一度確認をさせてください。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 私どもの人事評価では市長答

弁にございますとおり能力評価をやってござい

ます。まだ業績評価については着手しておらな

いわけでございますが、その中で能力評価とい

えども基準が必要になってきてございます。こ

の基準については職務給１級から３級、要する

に主事から主任級、それから４級、５級、役つ

き職員、これによって役割分担が違ってきてお

りますので、その役割に応じた基準をつくって

おります。職務遂行力、組織運営力、取り組み

姿勢、こういった３項目の中に15項目の評価ポ

イントを設けまして、その評価項目一つ一つ５

段階評価をした上でまず職員が自分の成績調書

を提出する。それを見ながらまた管理職は勤務

状況を評定するという格好での能力評価を行っ

ているという状況であります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 評価は一生懸命してい

るということだと思いますけれども、ここにこ

の間いただいた人材育成推進プランというのが

あって、そこを見ると人事評価は新庄市の場合

は信賞必罰という流れではなくて人材育成をし

ていく目的で行われているという市長の答弁が

ありました。私もそれでいいと思います。人を

責め上げるとか、そういう道具としてあっては

ならないものだと思います。 

  やはり、職員の持つ能力の可能性とか、そう

いうものをどんどん引き出せるような装置とし

て使っていただきたいと思うわけですが、ここ

に人事評価制度をするときに面談の実施や評価

結果を被評価者に対して開示するなどして人材

育成を図ると。これは実践されていますか。あ

りますけれども。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 評価調書の開示につきまして

は、被評価者に対して強制的ではございません

が、評価者から開示するような形、奨励の形で

はさせていただいております。ただ、中には極

めて評価者として本人の資質にかかわるような

事項があるとなかなか強制するということも、

被評価者にとってはやる気を喪失してしまうな

んていうこともございますので、強制的に評価

を被評価者に出しなさいという言い方はしてご

ざいませんが、なるべく公開するようにという

ことでは運用してございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 開示しないでお互いが

納得をした上で人事評価制度が進めばいいんで

すけれども、開示しないことが、開示しなくて

もいいんだなと、そういうものが主流になって

しまうと公平性というものは保てなくなるんじ

ゃないかなと思います。もう少し改善して、よ

り職員がやる気が出るような人事評価システム

にしていただきたいと思います。 

  相互評価をしていると書いてありますけれど

も、相互評価はしているんですか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 策定当時、相互評価を目標と
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したわけでございますが、今現在運用してござ

いません。 

  その理由としましては、まず評価者がある一

定の経験、知識に基づいた上で公平な評価が必

要になってくる。これが人事評価の一番の信頼

を得るポイントであると思っています。この点

について、部下職員が上司職員を評価するとい

うことになるとすると、その経験なり知識なり

の責任制においてどうなのかというところの検

討がいま一つ進まないというところで今のとこ

ろ、運用しておらない。 

  ただ、平成28年４月からの運用で、既に分限

なりそういった職員の身分に直接かかわる評価

になってまいります。そうすると、若手の職員

が上司を評価するということに対して責任が持

てるとはとても思えませんので、今のところそ

ういった運用をする考えはございません。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員）わかりました。そろそろ

時間になりますので、いずれにしても、市民の

福祉向上と職員の資質、この組織の士気という

のがダイレクトにかかわってきますので、ぜひ

切迫感を持って使命感を持って頑張っていただ

ければと思います。 

  ということで今回の質問を終わらせていただ

きます。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４７分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山科正仁議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、山科正仁君。 

   （５番山科正仁議員登壇）（拍手） 

５ 番（山科正仁議員） 皆様、これより一般質

問させていただきます市民・公明クラブの山科

です。何分、新人で初の質問ですので慣例上の

不備とかございましたら、御容赦または事後に

御指摘、御指導いただければと思います。よろ

しくお願いいたします。 

  なお、本市の議会基本条例及びネットによる

公開ということで政治を中高生でもわかるよう

になるべくわかりやすい文言で数値データ等極

力省くように努めてまいりますので、御了承く

ださい。また、今回私の質問はほぼ提案型の質

問形式に統一しておりますのであわせてよろし

くお願いいたします。 

  それでは、早速通告書に従いまして一括方式

で質問させていただきます。 

  それでは、まず質問を開始いたします。今後

の少子高齢化の影響による雇用の問題について

２点の質問をさせていただきます。 

  まず１点目です。既に、2005年から出生数と

死亡数の逆転現象というのが起こっております。

少子高齢化の到来を予想を受けまして、現実的

には進行してきているという状況であります。 

  つまり、今までのような若者の質のよい雇用

の場の不足問題というだけでなくて、これから

いかにして産業年齢人口の不足に対する人材確

保をどうするかと。これを解決していくのが本

市の大きな問題となっていると考えます。もち

ろん、それも皆様も御承知のとおりだと思いま

す。 

  それでは、今までのように企業誘致を促進す

ればおのずと雇用が改善されていくという短絡

的な図式はもう成り立たなくなってきていると

いうことではないでしょうか。今後、企業誘致

の促進戦略手法と、今言った若手の就労者確保

の両輪的な施策を立てることが必要だと考えま
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すが、いかがでしょうか。 

  ２点目ですが、私、現在萩野学園初代ＰＴＡ

会長と、新庄最上地区のＰＴＡ協議会の役員と

して各種の会議に出席しております。その中で、

本市のある中学校で地域を学ぶという授業があ

りました。この中に、30年後のあなたは一体ど

こに住みたいかというアンケートをとりました。

回答結果が新庄が24.4％、新庄以外の県内とい

うのが17.9％、新庄以外の東北というのが18％、

その他、例えば東京等が39.7％でした。つまり、

８割方近くが新庄をもう出ていっちゃうという

ことです。理由の大半がやりたい仕事がないか

らだということでした。 

  それでは、子供たちの多くは新庄の将来の仕

事について非常に不安感を持っているという結

果であると思います。ここで、その授業のアン

ケート後に生徒の生の声というのが集約されて

おりまして、ピックアップして紹介させていた

だきたいと思います。 

  １人の生徒は、人口が減るのは時代のことで

もあるのかなと思いました。戦争が終わったと

きに日本を立て直すために若い人がたくさん出

てきて、それでその人たちが年をとればたくさ

んの人がおじいちゃんおばあちゃんになったら

その分子供は少なくなっていると僕は思いまし

た。こんなに難しく考えることはないかもしれ

ないけれども、僕は時代も少なからず関係して

いると思いました。 

  また別の生徒です。今まで真剣に考えてこな

かったので人口の減少というのは本当に怖いな

と思いました。自分も年をとったら新庄に戻っ

てこようかなと思っています。もう少し新庄に

お金があればよかったなと思って先生の話を聞

いていました。 

  また別の生徒です。新庄も過疎化になって人

口が減っていったら、いろんなところと合わさ

って新庄という地域がなくなるかもなと思いま

した。都会と田舎の人口も都会のほうが多いと

思うし、もうさっぱりわけがわかりません。新

庄に戻ってきたいと思うけれども、自分の将来

の夢から考えると新庄ではなかなかできないこ

となので、仕事が終わってお年寄りになったら

戻ってこようと思っています。 

  また次の子ですけれども、今は子供に自由に

好きなことを生きろという大人がほとんどで、

だから子供たちは言われたとおりに好きなよう

に生きてほかの町に行っているから人口が減る

のではないでしょうかと思います。 

  次の子ですが、新庄の人口が減っているのを

知って最初は都会に住みたいと思っていたけれ

ども、そんなことをしたら新庄はどうなるんだ

ろうと考えときに生まれ育った故郷を見捨てた

くないと思ったので、もっと勉強して職を探し

たいと思います。 

  最後です。今の最上や新庄がこのままだとと

てもやばいことになりそうだとわかりました。

少子高齢化もどうにかしないと学校の問題とか

が解決しないので、これからの日本をどうにか

していかないといけないと感じました。 

  以上ですが、今を踏まえまして１点目の私の

質問と、今紹介した生徒たちの生の声を踏まえ

て子供たちへ本市の将来像について定期的な教

育とか説明が必要と考えますが、いかがでしょ

うか。 

  次の質問に入ります。本市への視察、観光振

興に関する所信をお伺いいたします。 

  県内初の施設一体型小中一貫校の萩野学園が

開校してから約２カ月が過ぎようとしておりま

すが、県内外から視察の依頼が来ておりまして

本市の注目度が非常に高まってきております。

すばらしい現状だと思っております。また、萩

野学園の児童生徒も視察に対して適度な緊張感

がありまして、非常によい環境下で学園生活を

行っております。 

  さて、これ以外でもさまざまな視察等で本市

にお見えになっている方がたくさんいらっしゃ
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いますが、今後これを視察の単体で終わらせる

のでなくて、ほかの視察箇所とも連動させまし

て、複合視察とか本市への名所観光とか地元伝

統行事等例えば新庄まつりとかその結びつきを

行って、より充実した内容の視察、それから良

質の情報提供をしましてそれを拡散させてやる

と。商業への非常にいい影響があるんじゃない

かと考えています。 

  結果的には、この市はいい、おもしろいから

１回行ってみなとか、本市のアピールをやって

もらう、ぜひ今度は１泊もしくは２泊ぐらい使

って行きたいというリピーターの確保につなが

るものと考えますが、いかがでしょうか。 

  最後ですけれども、農林業の将来について２

点ほど所信をお伺いします。 

  まず１点目ですが、林業に関してです。来週

に県立農業大学校に今のところ仮称となってお

りますが、林業関連学科という学科が新設され

る予定であります。今後、一層林業分野への力

入れが行われるということと考えられますけれ

ども、私もわずかながら山林を所有しておりま

すが、これはもう長期にわたってほとんど手入

れをしていないという現状であります。そして

これは、ほかに山林所有なさっている方、ほと

んど同じ現状だと思っております。したがって、

ほとんど財産価値のない所有形態に今のところ

なっております。 

  これは例えば今後本格的に原木の出荷、供給

体制を確立しようとするときに、山林の整備と

いうのは不可欠になります。ということは今後

始める方々にアドバイス的な窓口の設置とかで

すが、酒田市の例に見るように新事業で軽トラ

林業というものが実践されております。そのよ

うな何らかの後方支援が必要になるかと考えら

れますが、いかがでしょうか。 

  ２点目ですけれども、こちらは農業問題に関

して私の知り得る範囲の質問をしようと思って

いましたが、過去に細部にわたって各議員によ

る質問とか、執行部よりこれまた詳細な答弁が

行われているようです。しかも、午前中に佐藤

議員から私の質問内容とほぼ重複することが質

問されましたので、私は大枠な内容だけで終わ

らせたいと思います。 

  先ほどの佐藤議員のときの答弁の内容に判断

するには、農地の中間管理機構というのは農地

集約化が非常に不調といいますか、機能不全に

陥っているのではないかなと感じております。

この機構というのはいわゆる、おわかりかと思

いますが、農地を集約することによってそれを

大規模に持っていく、収入を安定させて担い手

を確保するという三本柱といいますか、連動さ

せて初めて成り立っているものだと思います。

不調ということは今後の計画の進行が鈍化して

いくことが懸念されますね。 

  本市としてこの計画の進行鈍化を回避する意

味からも、つまりは現実的にこの機構というの

が有効に機能しているのかと、またはその機能

させる方向としてどのようにすればいいのかと

いうことをどのように考えておられるのかお伺

いしたいと思います。 

  佐藤議員の答弁と重複しない範囲で結構です

ので、よろしくお願いいたします。 

  以上、一括にて質問させていただきます。質

問席にて座らせてもらいましてお伺いいたしま

すので、よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山科議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  質問の中に子供たちの生の声など入れながら

一考させられる場面も多くありましたので、そ

の辺についても考え方がありましたら添えなが

ら行きたいと思います。 

  初めに、少子高齢化の影響による雇用につい

てということでありますが、全国的な景気回復
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を背景に新庄中核工業団地への未分譲区画への

問い合わせや市内の空き工場の問い合わせが多

くなってきております。 

  最近では、国産材の製材メーカーである協和

木材株式会社が市内鳥越に進出決定し、平成28

年９月ごろに操業予定を考えているようであり

ます。同社が進出先として新庄市を選んだ理由

は、新庄最上地域に質のよい森林資源が豊富に

あること。道路網が整備されていることと伺い

ました。高速交通網も着実に整備が進んでおり

ますので、今後もこうした交通の要衝としての

優位性や地域の特性に合わせた誘致活動を行い、

さらに雇用の確保に努めてまいります。 

  一方、既存企業から新規、中途も含め雇用の

確保が難しくなってきている声を聞いておりま

す。企業誘致を今後も積極的に進めていく上で

も、優秀な人材の確保のしやすさは企業が立地

するための大きな要因の一つであります。市と

いたしましても、企業誘致を促進しつつも若手

就労者確保を積極的に取り組んでおり、今後さ

らに拡充させていく方針であります。 

  具体的には、高等学校に対しては各高校で行

っているインターンシップなどはもちろん、市

では平成24年度より製造業や縫製業等の人材が

不足している業種の企業訪問ツアーを行ってお

り、３年間で102名の高校生が地元企業の魅力

を体験しました。また、同じく平成24年度より

地元企業32社の企業紹介パネルを新庄市内３高

校及び新庄駅にて巡回展示を行っております。

本年度もハローワーク新庄、県最上地区雇用対

策協議会と連携しながら雇用対策を拡充してま

いります。 

  次に、若手就労者確保の面では中学生のころ

から地元企業を理解することで地元就職を促す

効果があると考えております。中学生に対して

は現状では各学校が独自に取り組んでいるとこ

ろですが、今後は高校生向けの取り組みを中学

生にも理解しやすい形で取り組んでいく予定で

あります。 

  最後に、若者が進路を決定するに当たり保護

者の影響が大きいというアンケート結果があり、

本人だけでなく保護者に対しても地元企業の魅

力を感じてもらえるように、今後も地域を支え

る地元企業のＰＲに努めてまいりたいと考えて

おります。 

  次に、キャリア教育につきましては教育長よ

り答弁させますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  次に、視察と観光振興という御提案でありま

すが、４月に萩野学園がスタートし、５月には

早速３団体15名の方が視察においでいただきま

した。６月以降も既に９団体92名の視察依頼を

受けており、遠くは滋賀県、栃木県などからも

おいでいただいております。学校視察以外につ

いても市の個性的な授業について全国から行政

視察などが行われていましたが、これら視察目

的以外にも本市に触れていただく貴重な機会と

捉えており、その後の交流への進展が期待され

る非常に重要な場と認識しております。 

  視察においでいただいた際には、本市の観光

ガイドブックや各種パンフレットなどをお配り

するなど市のＰＲに努めているところであり、

今回の小中一貫萩野学園の視察に当たってもこ

れまでと同様に対応しているところであります。 

  また、時間のある方についてはふるさと歴史

センターや戸沢家墓所などの歴史的文化施設を

御案内したり、お土産については特産品を扱っ

ている店舗や物産館などを紹介するなど観光と

物産をＰＲし広くアピールしているところであ

ります。 

  萩野学園に限らず、行政の進めている事業に

関しまして視察として本市を訪れている方が多

くいらっしゃると思いますので、これらの情報

発信、交流拡大への絶好のチャンスと捉え今後

とも効果的なＰＲに積極的に努めてまいります。 

  次に、将来の農業についての１点目の木材関
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連についてでありますが、先ほど申し上げまし

たように、今後大規模な集成材工場進出が決定

しておりますので、それらを活用しバイオマス

発電関連事業を立ち上げようとしている企業も

ございます。今後、循環型林業の活性化が期待

されているところであります。 

  森林所有者や林業者がなりわいとして木材を

供給し収入を得る機会が多くなると考えられま

すが、森林所有者が採算性などの不安から積極

的になれない、相続手続がなされていない、間

伐や路網を整備するに当たり隣接する所有者の

協力も得られにくく境界も不明確でトラブルの

原因になるなど問題もあるかと思います。 

  個人の森林所有者が伐採など森林の管理を行

う際のアドバイス窓口については、市において

は専門知識を有する職員がいないため、森林組

合の担当や県の作業普及相談員の窓口を紹介さ

せていただいております。地域の森林整備に関

しては、最上地域林業振興協議会において木材

資源の利用拡大と森林整備に関する指針として

作成した最上地域森林林業木材産業振興ビジョ

ンにおいて、自力で管理できない所有者に当た

っては森林組合が計画的に管理することなど森

林管理の仕組みを一層充実し普及定着していく

ことと計画しております。市といたしましても、

これらと連携しながら地域の森林整備に努めて

まいりたいと考えております。 

  また、酒田市で新規に開始した軽トラ林業は、

林業家や森林所有者が行う作業で生じた残材を

軽トラックなどで森林組合に運搬し、集まった

木材をチップ化してバイオマスエネルギーとし

て利用しようとする試みで、現在稼働に向けて

準備を進めているところだそうであります。最

上地域では最上総合支庁森林整備課が中心とな

り昨年度から最上まきステーション事業を開始

しており、郡内の森林所有者などが行った間伐

など作業で生じた残材を金山森林組合に運び、

森林組合ではまきや木質チップの材料として販

売するもので、運ばれた木材は商品券と交換と

なります。今年度も実施方法について検討しな

がら事業継続するということですので、詳細が

決定次第森林所有者などにまきステーションの

利用を周知してまいりたいと考えております。 

  さらに、農業大学校に林業を学ぶ学科が来年

度から新設される予定となっておりますが、林

業に携わる人材育成を見据え、こうした機関と

の連携も強めてまいりたいと考えております。 

  次に、農地集積についてでありますが、政府

では今後10年で担い手への集積率を８割に高め

る目標を掲げておりますが、昨年度の農地中間

管理事業が政府目標の22％の水準にとどまった

との報道があったところでございます。この理

由といたしましては、事業の初年度であり、制

度の浸透がし切れていなかったと見ているよう

であります。また、機構を通さない相対取引を

含めると、担い手への集積率は40％後半で横ば

いだったものが50％に伸びたため一定の成績を

残すことができたと思います。 

  新庄市においても、平成26年度末の担い手へ

の集積率は63％となり増加している現状であり

ますが、農地中間管理事業につきましては法的

な手続に時間がかかるため制度の活用に至らな

いた場合もあり、他の制度や相対取引により担

い手への集積がなされている状況と思われます。 

  本市では、農業関係団体で構成する農地集積

調整連携会議により、担い手への円滑な農地集

積を目指しているところであり、今後も中間管

理事業の周知を進めるとともに、関係機関の連

携を深めながら認定農業者や集落営農など担い

手への早期の農地集積と農業経営安定化のため

支援を行っていきたいと考えております。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 子供たちへの本市の将来性につ

いての定期的な教育については、本市ではキャ
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リア教育とふるさと学習のセットで行っており

ます。子供たちが自分の将来を考える教育につ

いては各学校で主にキャリア教育の分野で発達

段階に応じて行っています。 

  キャリア教育は、子供たちが生きる力を身に

つけ、社会の激しい変化に流されることなくさ

まざまな課題に柔軟かつたくましく対応し、社

会人として自立していくことを狙いとしていま

す。 

  キャリア教育については総合的な学習の時間

や特別活動、道徳の時間などを通して行われま

すが、望ましい職業観や職業選択については主

に小学校高学年から取り組まれるようになりま

す。小学校では将来の夢や希望を持ち、実現を

目指して努力する力を育成します。また、中学

校では将来の夢を達成していく上で現実の問題

に直面した際解決方法を模索したり、その困難

を受けとめて理解し克服するために努力したり

していく力を育成します。 

  市内各中学校では、職場体験学習を実践する

中で新庄市の企業や公共機関、施設などの各種

職場について担任の先生から紹介され、適切な

アドバイスをもらいながら選択していきます。

そして数日間の職場体験を通して望ましい職業

観を醸成させていきます。 

  また、新庄市では夢を持ち元気で才能豊かな

命輝く新庄っ子を育成していくための施策の一

つとして地域に根差した学校教育の充実に取り

組み、各学校では地域の人や自然、文化、産業

などを学習教材としたふるさと学習を行ってお

ります。そこでは、地域に出向き地域の人々と

の交流を通して地域の思いを感じ取ったり、調

べ学習や体験活動などを通して地域のよさを再

発見したりするなど郷土を愛する心を育んでい

ます。 

  このようなキャリア教育やふるさと学習を包

括的に行う中で、子供たちが地元の産業につい

てより深く学んだり、企業の方から話を伺う中

で将来の職業の選択につながる情報を得ること

を通したりして新庄市の現状や可能性について

理解し、望ましい職業観の育成や職業選択の幅

を広げることができるよう努めています。 

  また、関係各課とも連携を図り、職員が学校

へ出向き新庄市のまちづくりや産業文化などに

学んでもらうことを通して、新庄市への理解が

深められるよう各学校に紹介してまいります。

以上でございます。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） ありがとうございます。 

  非常に細部にわたっていろんな対応がなされ

ているなと思っております。それを踏まえた上

で再質問をさせていただきます。 

  まずは、雇用と、先ほどありました企業誘致

に関してですけれども、雇用については企業が

数ではなくて質を非常に重視した内容が、さっ

きの子供たちのアンケートにも入っていました

けれども、仕事だったら何でもいいやというわ

けでなくて、ある程度きちんとした将来的に生

活が確立できるような企業の誘致が今後も必要

だと思います。もちろんそれが重要なのはわか

っておりますけれども、新庄市の実情としまし

て数ではなく質のある企業の誘致ということを

どういうふうに考えておられるのかお聞きした

いと思います。 

  あわせて、高速の延伸、道路整備ということ

を先ほどありましたけれども、特に北部に関し

ては東北秋田道までつながることとなっており

ます。これが単なる通過点に終わってしまうの

か、それとも前にも議論なされたと思いますが、

道の駅の設置もしくはインターチェンジの工業

団地への簡易的な乗り入れが可能になるという

計画等があるのかどうか、これもあわせて御質

問いたします。よろしくお願いいたします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 
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荒川正一商工観光課長 まずは企業誘致と雇用の

関係からということでございますけれども、今

平成25年12月、中小基盤機構から新庄市が購入

いたしましてその後につきましても順調に立地

創業ということを積んできておりまして、例え

ばリーマンショック前、直前と比べまして例え

ば中核工業団地でいけば操業数は10社近く多く

なっているし、従業員数が96あるいは98％にま

で近づいてきております。人口減少の昨今を考

えれば、実際は従業員数もプラスなんだろうと

思っております。 

  そのような数とともに質的なものも求められ

ているところでございますけれども、情報は非

常に大切なんだろうということで私どもも市内

２つの工業団地の中で、市内の中での説明会、

情報交換会というものを密に始めてここ数年重

ねておりまして、あわせて首都圏との企業懇談

というのも重ねております。トップセールスも

含めまして、市長以下さまざまな形の中で団地

売り込みだけでなく情報収集しながら活動して

いるあるいは県とのタッグを組みながら共同歩

調もしている中で、情報もやりとりしながら質

的なものも、質の高いあるいは時代に乗りおく

れないあるいは先端的な企業の誘致というもの

を心がけながら、また実際ある企業もそういう

情報交換の中で質的な時代の変遷に合ったよう

なものに変わってきているというものを実感し

ているところでございます。 

  さらに、質的なものを言えば企業の会社の質

だけではなくて企業を維持していく体制、いわ

ゆる従業員の質の確保というものも大切であろ

うと思います。山科さん御指摘のキャリア教育

はとても大切だろうと思っております。私ども

の側面から見ますと、産業教育というような側

面で小中学生だけでなくて高校生、大学生とい

うところまでパネル展示巡回とかあるいは企業

の訪問ツアーなんかも拡大していやっていると

ころでございます。訪問ツアーは県の訪問を今

度やろうかということもありまして、パネル展

示も中学生まで広げられないだろうかと拡充を

図ろうとしているところであります。保護者の

方々も一緒に見てもらって、事務作業としても

中核工業団地としてのものも新庄市としての雇

用の場を着実にしていくために、企業の体質だ

けでなくてそれを持っていく今のあるいは次の

世代の方々の教育もしていかなくてはならない

と思っております。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） ありがとうございます。

大変理解できました。 

  私も今考えていることがありますけれども、

将来像、先ほど武田教育長もおっしゃいました

が、自分の職業の将来像を決めるのが恐らく中

学のころに決めないと遅いという状況だと思う

んです。高校入ること自体が職業選択の一つの

道筋ができる時期でもありますし、基本的には

小学校高学年から中学の中で自分の将来なりた

い職業というのを確定して、それに向かってど

うやって進めばいいかという道筋をつけてやる

のが我々保護者でもありますし、行政、我々、

父親母親の立場でもあろうかと思います。なる

べく、中学校時代からの情報提供というのを今

後とも期待したいと思います。 

  では、あと一つの質問をさせていただきます。

林業分野への参入、介入ということですけれど

も、林業というのが非常にマイナーな職業であ

ると、言葉は悪いんですけれども、今まで思わ

れてきて、なかなかそういうなり手がいないと。

最近では映画化になりまして、恐らくその辺か

ら林業に介入しようという思惑があったのかな

と考えていますけれども、あの映画を見る限り

は確かに林業自体は男らしくて楽しい仕事じゃ

ないかということを見るかもしれませんが、そ

れを職業選択肢の一つとしてこれから小学生中

学生に伝えることが果たして現実的なのかとい
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う疑問があるわけなんです。 

  というのは例えば、行政側として本当にそれ

を進めるのであればソフトの面、ハードの面に

関しましても受け皿の整備というのを完璧にや

らないと、早急にやらないと林業に関してはか

なり長いスパンで物事を考えなきゃだめだと思

うんです。10年スパン、100年スパンというこ

とでこの山を最終的にどういう形でどういう種

類の材木を残したいかということから始めて、

それをしっかりわかった上で子供たちにやらせ

なきゃいけないということになると思いますの

で、その辺としての受け皿体制、整備というの

をどうお考えでしょうか。お伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 林業体制の受け皿整備という

御質問でございますが、非常に森林の林齢は定

植してから収穫に至るまで杉ですと早くて65年、

80年ぐらいが伐期になるのかなと。そういう長

いスパンの中の話でございます。現在、新庄最

上の森林は非常に成長が一番いい時期に来て、

材としても一番豊富な時期になっているという

ことで御承知のように協和木材がこの地域に誘

致を決定したと。 

  このたび、市長答弁にありましたように３月

策定した最上地域森林林業木材産業振興ビジョ

ン、この中で今後地域において木材に関連する

雇用の場ということでどれだけの需要が出てく

るのかという試算が出ております。４項目にわ

たるんですが、１つは素材生産。これには現在

この地域で128名の方が従事されているようで

ございますが、この誘致に伴って６年間で20名

ほどの人材が必要であると。当然、伐採すれば

再造林保育という形でそういった作業も出てく

るわけですが、これについては現在216名おり

ますが、今後６年間で63名ふやす必要があると。

原木輸送については現在20名くらいですが、こ

れもプラス20名くらいの人材育成しなきゃなら

ない。肝心な大型加工場、協和木材の向上で働

かれる方、これには60名ぐらいの人材が必要と

いうことで、この企業誘致に伴い当面６年間で

約170名の人材が必要という試算が出ておりま

す。質問の中にもありましたように、来年春に

は農業大学校に林業関連の学科が創設されると

いうことで、この部分については森林林業の施

業計画を策定したり全体のコーディネートした

り、あるいは市町村に入って森林整備をどうす

るかというプランナー、こういった養成という

ことで10名の学生を募集するという内容になっ

ております。 

  いずれにしても、先ほどの質問にありますよ

うになかなか森林だけでは収支が合わないよう

な試算がされております。県の試算ですと１ヘ

クタール当たり、今いろんな補助事業がありま

して200万円ほどの補助を入れても伐期齢で65

年生の杉でもなかなか採算が合わない。80年齢

になってようやくプラスになるという木材その

ものについては、なかなかそういう現状にある

と。 

  新庄市においては、林家と言われる森林所有

者は大体600戸ほどあるんですが、ほとんどは

５ヘクタール未満の議員御指摘のように零細な

林家で、ほとんど所有しているにすぎないよう

な形態が非常に多いのかなと。 

  そんな中で森林所有者にアンケートをとりま

すと、なかなかアンケートの中では採算面では

収入が少ないとか赤字であるとか、金銭的に余

裕がないあるいは伐採しても植栽後の管理が難

しいあるいは境界が不明確だということでなか

なか消極的なアンケートでございまして、結果

として現状のまま何もしないというのが46％、

手放したいという方が何と15％ということで６

割を超える方が消極的な所有形態になっている。 

  その部分をどう地域の木材生産に結びつけて

いくかということでございますので、やはりそ

の辺は森林組合等と連携しながらいかに山から
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木を出してそれを木材産業に結びつけていくか

という部分については、この地域の林業関係の

実態と森林組合等があるいは所有者が話し合っ

ていかにしたら回るのかということで協議して

いかなきゃならないと。答弁にありましたよう

に、例えば森林組合へ信託してしまうという方

法とか公有林化するような法律整備も必要にな

ってくるのでないかなと。 

  いずれにしても、そういう現状を踏まえての

木材生産になっていきますので、関係機関連携

しながらいかにして80年100年というスパンの

材を回していくかというところを協議して、一

つ一つできるところからやっていきたいと思っ

ているところでございます。以上です。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） ありがとうございまし

た。確かに林業は採算性のことを考えればほと

んど大変だと思います。もちろん、農業に関し

てもまだ解決できていないことがいっぱいあり

ます。それに並行して林業になればなおさら二

重に考えていかなければならないということで

大変だと思いますが、よろしくお願いいたしま

す。 

  先ほど、質問でまだ受けていないものがあり

ましたので、再度御質問させていただきます。

高速延伸に関して、単なる通過点にならないよ

うなインターチェンジ、道の駅等の設置という

ことに関しては、企業、工業団地との兼ね合い

としてはどう考えておられるかということをも

う一度お伺いいたします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 私から道の駅の件と、多

分スマートインターのようなものとお考えかと

思いますが、この２点についてお答えさせてい

ただきたいと思います。 

  まず１点目の道の駅ですけれども、一般的に

道の駅というのが地域の特産品とか観光資源を

生かして人を呼び込んで地域に仕事を生み出す

核となるものと言われております。その意味で

地域活性化の拠点となるものであると考えてお

ります。これらを生かして地域創生、産業振興

とつなげていければいいかということで考えて

おりまして、今後高速道路が秋田県境に向かっ

てつながっていくものと考えておりますけれど

も、その辺をめどに道の駅に関しては検証して

まいりたいと考えております。 

  ２点目のインターの件でございますけれども、

今手元に資料がなくて申しわけないんですが、

県道泉田新庄線と昭和町地内にインターチェン

ジができると考えております。その中間地点に

横根山工業団地があるということですので、そ

れを考えますと余りにも距離的に近いというこ

とがありますから、そこにスマートインターを

つくるということに対してはいろいろ難しいも

のがあるのではないかと考えております。以上

です。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） よく理解できました。 

  工業団地を活性化させるには、高速道の整備

とともにそこに乗り入れする利便性というもの

が必要だと思っています。ましてや、冬期間一

般道だけを通って製品の運搬、資材の搬入とか

をしなきゃならんとなるのであればやはり雪の

少ない東根あたりでやめておこうかなと、私が

経営者であればそう考えてしまうと思いますの

で、きちんとした除雪体制のとれている高速道

の整備なった、ましてや雪に対するある程度の

市としての補助があるような環境であれば横根

山工業団地であろうが、雪国の工業団地であろ

うが法人税等の緩和があるのであれば来たいな

という感じを持っていると思います。その辺も

踏まえまして今後協議していただきたいと思い

ます。 
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  それでは、各種の質問をさせていただきまし

たけれども、雇用とか教育とか商業、農業、山

積みする問題、いっぱいありますけれども、今

後もぶれることなく市政を持っていっていただ

きたいと思いますので、これで私の一般質問を

終わらせていただきます。ありがとうございま

した。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４２分 休憩 

     午後１時５２分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１７番小嶋冨弥議員登壇）（拍手） 

１７番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。本日

４番目、最後の質問者となります。議席番号17

番起新の会の小嶋冨弥であります。ひとつよろ

しくお願い申し上げます。さきの選挙におきま

して市民各位から信任を得ましてこの壇上に立

つことができましたことを、市民各位の皆さん

に厚く御礼を申し上げるところでございます。 

  さて、今定例会におきましては私が通告いた

しましたのは２件であります。通告の順に従い

ましてお伺いいたしますのでよろしくお願い申

し上げます。 

  まず初めに、政策提言についてであります。

改選前の３月４日に、議会の総意といたしまし

て山尾市長に政策提言を書面でお渡しいいたし

ました。ここに至るまで若干経緯を申し上げた

いと思います。 

  昨年10月24日、各会派の代表者会議があり、

当時議長の私より副議長であった小野周一議員

とお話しし、議会報告会等を通じたいろんな市

民の声を議会として執行部に対して政策提言を

提出してはどうかとお話を申し上げました。会

派の代表者より快諾を得まして、11月13日まで

各会派より内容を検討し事務局提出の運びとな

りました。それを受け11月13日に３つの会派よ

り事務局に案が提出となりましたが、残念なが

ら会派に属しない議員にも呼びかけを申し上げ

ましたが、提出はございませんでした。それら

を受け、11月28日、会派代表者にて会派から提

出された項目にて検討、作成に当たっては小野

副議長を座長として、各会派から２名ずつの委

員から成る作成小委員会で作成することに決定

いただきました。12月15日各会派より委員の方

の報告があり、早速12月22日に第１回の委員会

が開催されまして各会派から提出された項目を

検討し、雪対策について、人口減少について、

農業対策について、この３項目を政策提言する

ことに決定し、第２回委員会を１月13日、第３

回委員会を１月23日に行い、提言の内容案を吟

味し、案をまとめていただき２月13日に議員懇

談会を開催し、全議員に提示し話し合いのもと

了承を得て、それを受けて３月４日、３月定例

会初日開会前に市長に、議長、副議長、小委員

会の６名の方と政策提言書を提出いたしました。 

  市長は議会の総意という提言を重く受けとめ、

実施できるように内部で検討したいと応じてく

ださいました。また、市長は広報しんじょうの

４月号の市長コラムに、議会から議員の総意に

よる政策提言があり、３つの提言はどれをとっ

ても大切な提言で議会報告会を重ねながら市民

の皆さんの意見を集約し議会で議論を深めたも

のと重く受けとめる。これらの意見をしっかり

受けとめさらに元気なまち新庄を目指し、平成

27年度も全力で取り組んでいくのでよろしくお

願い申し上げますとありました。 

  大変真摯に前向きなお考えと感じます。 
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  そこで、私どもも提言書を出して終わりでな

く、市民との議会報告会の要望や意見等も加味

されたものも多く含まれておりますので、市民

の負託に沿えるためにも具現化を進めなければ

なりません。これらの実施に向けた市長のお考

えをお尋ねするものでございます。 

  まず、最初に提言書の雪対策の充実について

であります。 

  提言書の趣旨は、全国的また新庄市は昨年12

月から大雪となり今冬期で５年連続の豪雪とな

っている。全国的に地方人口が急減する中、冬

期間の除排雪体制、流雪溝の整備など充実させ、

快適な冬の生活を実現することは消雪地域の人

口流出を抑制し定住促進を図るために最も重要

な近々の課題であるとしております。提言の具

体的内容は次の３項目であります。 

  ①として、市民、行政、関係企業、団体、学

識経験者等で構成する協議会を設置し雪対策に

関しての議論する場所として情報や課題解決に

向けた方向性を共有し、新庄市まちづくり総合

計画に上げる雪に強いまちづくりを実現するこ

と。 

  ②として、市道県道国道などにこだわらず、

除雪などに関する苦情や窓口相談を市で一本化、

市民の安全安心を最優先した速やかな対応がで

きるように。 

  ③として、流雪整備計画をさらに積極的に進

め、必要な水量の確保を最優先にし、市民にか

かる除排雪の負担を軽減すること。 

  次に、２項目めの人口減少対策についてお尋

ねいたします。 

  提言の趣旨は、当時の喫緊の課題としては人

口減少社会の到来が問題提起され、新庄まちづ

くり総合計画にもうたわれている。このような

社会情勢の変化に的確に対応するためにも、中

長期的な展望に立ち人口減少対策をさらに強く

推進する必要があります。 

  これらの提言の内容といたしましては、①と

して、市内企業、新規企業への支援育成強化な

ど若者が地元企業に就職できるようななお一層

の環境整備に努め、雇用の確保拡大を図ること

としております。 

  ②として、公的な研究機関等も含めさらなる

企業誘致を進めること。 

  ③として、子供を産み育てるため医療環境、

教育を含めた子育て環境の充実に努めること。 

  次に、３番目として農林水産業地域活力総合

プランに基づく成長産業化に向けた施策の充実

強化に向けてでございます。 

  趣旨といたしましては、基幹産業である農業

の米価の大幅な下落により先行きが見えない農

業経済に対し、新たな農業政策、そして有望な

担い手育成を図ることが必要である。 

  この提言の具体的内容は２つございまして、

１つは、新たな農業政策に向け農業基盤確立は

もとより、有望な担い手育成を図り地域の特産

物を創生するために安定した政策を確立するよ

う進めるともに支援強化を講じていただきたい

こと。 

  ２つ目は、農工商観光等関係団体と一体とな

った施策を講じ、地方創生を考えた６次産業内

の取り組みを積極的かつ強力的に進めること。

また、地場産業の新たな販路拡大戦略として地

場産業振興にもつながる重要な役割を担う道の

駅の設置について、新庄最上地域全体で連携し

て取り組むよう検討を行っていただきたい。 

  このようなことでございますので、以上これ

らのことについて市長のお考えをお聞かせ願う

ものでございます。 

  次に、発言事項の新庄まつりについてお伺い

いたします。 

  ①といたしまして、本市最大の行事であると

ころの新庄まつりが本年260年という節目の年

であり、記念すべきお祭りが行われることは大

変喜ばしいことであります。４月16日に国重要

無形民俗文化財である新庄まつり行列の伝統保
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持に努めつつ、まつり事業全般について適切な

運営と調整を行うことで祭典の振興と新庄市の

発展に資することを目的とする新庄まつり実行

委員会が設立され、今後は多くの市民が誇れる

この目的に沿った企画運営を大いに期待すると

ころであります。 

  そこで、間もなくやってくることしの新庄ま

つり260年祭の日程等を詳しくお聞きするもの

であります。 

  次に、②といたしまして、新庄まつりの山車

行事がユネスコの文化遺産登録候補に日本の

山・鉾屋台行事全国18府県33件一括で提案され

ました。決定されれば山形県では初の快挙であ

ります。文化遺産を活用した地域振興を図れる

絶好のチャンスではないでしょうか。ここで、

私は今後の見通しと実現のほどをお聞きいたし

まして、実現のためにユネスコとは何ぞやを含

め市民各位に知らしめ、関係各機関と連携し盛

り上がりを図るべきと思いますが、それらにつ

いてお伺いいたします。よろしくお願い申し上

げます。 

  御清聴ありがとうございます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  今年になりますが、昨年度３月４日に議会よ

り雪対策の充実についてと題した提言をいただ

いた３点の具現化についてお答えさせていただ

きます。 

  １点目の雪対策としての関係各位が集う協議

会の設置については、他市の取り組み状況を参

考に今年８月までに実施案を策定してまいりた

いと考えております。その後、数回の協議会の

開催を経て、ことし冬の新庄市除雪事業実施計

画に反映させていく考えであります。 

  ２点目の除雪に関する窓口の一本化について

でありますが、新庄市では夜間及び休日も職員

を配置し、除雪の要望苦情等に速やかに対応で

きる体制をとってまいりました。これまでも国

道県道における除雪関連の問い合わせにはその

都度連絡役として対応してまいりました。今後

におきましてはも国県の関係機関と連携を密に

し、なお一層市民の利便にかなう体制を検討し

てまいります。 

  ３点目の本市の流雪溝整備計画につきまして

は、流雪溝用水の確保として平成19年度に最上

川からの水利権許可をいただいたことから流雪

溝整備区域の拡大、あわせて流雪溝整備済み区

域への流雪溝用水の供給を行うことで円滑な雪

処理が行えるよう努めてまいりました。今後と

も、必要とする流雪溝用水を的確に把握しなが

ら流雪溝整備区域を拡大し、冬の快適な暮らし

を実現するため国及び県の河川管理者と流雪溝

用水の確保に向けた協議を強化してまいります。 

  なお、本年度からは山形県との合同事業とし

てこれまで最上川から流雪溝用水を供給するこ

とができなかった金沢地区、新松本地区への流

雪溝用水導入事業を実施することとなっており

ます。   

  次に、政策提言の人口減少対策についてであ

りますが、全国的な人口減少対策について昨年

度にまち・ひと・しごと創生法が成立し、国に

おいて人口動向を分析し将来展望を示す長期ビ

ジョンと国が今後５年間で取り組む施策や目標

を定めたまち・ひと・しごと創生総合戦略を策

定しました。 

  本市においても人口の現状を分析し、中長期

的な視点から今後目指すべき将来の方向と人口

の将来展望を提示する地方人口ビジョンと、今

後５年間の市としての人口減少対策をまとめた

地方版総合戦略の策定に着手しております。 

  政策提言の具体的な内容の１つ目に、市内企

業、新規起業者への支援と育成強化など若者が

地元企業に就職できるなお一層の環境整備に努
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め雇用の場の確保拡大を図ることとありますが、

市内企業、新規起業者支援については市内に工

場棟を新設、増設、移設を行い新たに雇用を生

み出した企業に奨励金を交付する企業立地等雇

用促進奨励金や、商談会等への出展を支援する

商談会等出展支援事業費補助制度、また新規起

業者への空き店舗への出店を補助する商業地域

空き店舗等出店支援事業費補助金などの支援を

通じて、企業に活力が生まれ雇用拡大につなが

ることで若者が地元に就職できる環境や起業を

図れるよう国県等の支援策を有効に活用しなが

らさらなる強化を図ってまいります。 

  ２つ目に公的な研究機関も含めたさらなる企

業誘致を進めることとありますが、昨年国産材

製材大手の協和木材株式会社が新庄市に進出す

ることが決定したことから、県は豊かな森林資

源を有効活用し地域の活性化を推進すべく来春

新庄市の県立農業大学校に林業関係学科を新設

することとしています。こうした専門学科が誕

生し、若い学生が新庄市で学ぶ場が拡大すると

いうことも企業誘致の大きな成果ではないかと

思います。引き続き、さらなる誘致に努めてま

いります。 

  雇用の場づくり、新しい産業の創造について

は農林業、商工業、医療、福祉、教育、都市基

盤整備、環境などの分野について今後も取り組

んでまいります。特に、県立病院の改築に向け

て県総合支庁より医療従事者を地元で確保する

ことへの問題提起がなされましたので、この点

についても今後取り組みをするための検討を始

めたいと思っております。 

  ３つ目に、子供を産み育てるための医療環境、

教育を含めた子育て環境の充実に努めることに

ついてですが、少子化の進展により今後の妊娠

出産、育児が大変重要なものになっております。

現在分娩可能な産科医医療機関は県立新庄病院

のみであり、平成27年４月１日より産婦人科医

師が３人から４人体制に増員されておりますが、

最上地域で安心して妊娠出産できる環境整備を

さらに進めていくためにも今年度も最上の地域

医療を考える住民の集いを開催し、最上地域一

丸となって地域医療の充実に取り組んでまいり

ます。 

  子育て環境の充実についても、３月に新庄市

子ども・子育て支援事業計画を策定しました。

この計画に掲げました個別具体事業を推進し、

多様化する住民ニーズに対応してまいります。 

  政策提言にありました内容も含め、全て市民

が輝きながらいつまでも住み続けられるまちを

つくっていくことが暮らし定住につながると考

えております。市政運営の基本指針となる新庄

市まちづくり総合計画の着実な実施が人口減少

対策であると考えており、特に暮らし定住に向

けた雇用交流の拡大、安全安心の充実、子育て

人づくりの３つの重点プロジェクトを効果的に

推進していく必要があります。今年度は、まち

づくり総合計画10カ年の前期最終年度となり、

さきに述べました地方版総合戦略の策定と一体

的に後期に向けた見直しを実施しておりますの

で、これまでの実績を評価検証するとともに行

政課題の解決へ向けた施策を着実に実行してま

いります。 

  次に、農林水産業関連でありますが、議員御

指摘のとおり米価下落により農業経営者がこれ

からの営農に不安を感じている中で、新たな農

業政策の展開や有望な担い手の育成を図ること

は本市の基幹産業である農業を支えていく上で

不可欠であると考えます。農林水産業地域の活

力創造プランは、６次産業化や輸出の促進など

農業経営者が新たに挑戦できる環境を整備し、

あわせて農地の集約化などによる生産コスト、

流通コストの低減等を通じた所得の増加を進め

るなど、地域の農山村の有する潜在力を発揮す

るための施策を構築しようとするものでありま

す。 

  担い手の確保に関する本市の取り組みについ
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ては新規就農者に対する給付金などの支援策は

もとより、経営の組織化、法人化を目指す農業

経営者、有望な経営者としての農業経営者の育

成を目的としたセミナーなどを実施し、多様な

担い手の育成、確保につなげようとしておりま

す。今後こうした支援をさらに充実させていき

たいと考えております。 

  また、新たな農業への取り組みとして６次産

業化推進事業、農業、商業、工業、観光業が連

携する協議会を中心に新庄市の農産品、加工品

をつくることから販売することまで、それぞれ

の強みを発揮しながら地域の農業振興に貢献す

るものとして体制を整え取り組んでまいります。 

  ６次産業に取り組もうとする農業者への支援

を充実するとともに、地域の特色を生かした新

たな農産品加工品を開発し、６次産業化にある

農業の活性化所得の向上を目指し今後展開しま

す。また、このたび中核工業団地に進出しまし

たオールクリエーションでありますが、まさし

く県の先を行きます６次産業化の実現を図って

おります。市内の鶏を生育し、また地域の飼料

米を食べさせるということでそれらを製品化し

て関東方面に出荷する、とまさしく６次産業化

のモデルケースが誕生したということでありま

すので、これらを例に随時６次産業化の進展に

努めてまいりたいと思います。 

  政策提言の農林水産業の地域活力創造プラン

の中で道の駅のことでありますが、ドライバー

の休憩施設として生まれた道の駅でありますが、

近年まちの特産物や観光資源を生かして人を呼

び地域に仕事を生み出す核へとその役割が進化

しており、地方創生の拠点として有効に機能し

ているところもあるようであります。設置に当

たりましては施設の場所や種類、運営の主体や

方法など多くの課題が考えられることが最上地

域の町村を初め関係機関と協議の場を設け、課

題の整理と検討を進めたいと考えております。 

  次に、新庄まつりについてでありますが、こ

のたび現行の運営体制を見直し、まつり関係団

体の実務担当者が主体的に企画運営事業を担う

ことができる新庄まつり実行委員会を４月16日

に設立いたしました。新庄まつり百年の大計第

３期計画に盛り込まれた各種の課題などをより

具体的に進めるため、実行委員会の中に専門部

会を設け、まつり団体の意見を十分に取り入れ

ながら検討を重ねております。 

  新庄まつり260年記念事業として、ちびっ子

山車まつり、新庄まつり260年記念山車行列を

行います。ちびっ子山車まつりにつきましては、

260年祭のオープニングイベントとして未来を

担う子供たちへの郷土愛の育成を図るとともに、

市民の260年祭への市民意識の高揚を図るため、

７月26日の新庄駅前ふれあい広場アビエスにお

いて市内幼稚園、保育所によるミニ山車行列を

行います。また、新庄まつり260年記念山車行

列につきましては、260年祭が市民の心に深く

刻まれる思い出に残る事業となり、かつ観光客

に日本の代表的な祭りとして強くアピールする

ため、８月25日の本まつりに山車行列の夜間運

行を行います。 

  現在、具体的な内容につきましては、新庄ま

つり実行委員会において検討なされており、新

庄まつり260年にふさわしい事業となるよう努

めてまいります。 

  続いて、ユネスコ無形文化遺産についてです

が、平成27年３月無形文化遺産保護条約関係省

庁連絡会議において新庄まつり山車行事を含む

全国の「山・鉾屋台行事」33件をユネスコ無形

文化遺産候補として再提案することが決定され、

平成28年11月に審議が予定されております。山

形県内では新庄まつりが唯一の候補となってお

ります。 

  新庄まつりは先人により受け継がれてきた郷

土固有の伝統文化としての意義だけでなく、今

日では地域コミュニティーを支える根幹として、

また多世代の交流から人間関係や社会規範を学
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ぶ場として大きな意義を持ち市民の誇りとなっ

ております。今回の提案により、新庄まつり山

車行列がユネスコ無形文化遺産として登録され

れば、世界遺産としての誇りにつながるととも

に、さらなる地域の活性化につながるものと確

信しております。 

  ユネスコ無形文化遺産登録に向けた取り組み

として市民意識の高揚を図るため、市報への連

載やのぼり旗を駅前通りに掲げるなどあらゆる

手法により取り組んでまいります。また、今後

の展開としてユネスコ無形文化遺産候補である

「山・鉾屋台行事」のうち、東北の他の４市と

連携したシンポジウムなどの交流や連携した祭

りのＰＲなども視野に入れながら新庄まつり実

行委員会と連携して取り組んでまいります。 

  今後も、新庄まつりがユネスコ無形文化遺産

にふさわしい文化財として国際的な評価を得る

ため、より一層の市民への情報発信に努めると

ともに、ユネスコ無形文化遺産登録に向けた取

り組みを着実に進めてまいります。 

  壇上よりの答弁とさせていただきます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 御答弁いただきました。

ありがとうございます。 

  まず最初にお聞きいたします。市長から御答

弁いただきましたけれども、これら私どもが提

出した案件に対しまして内部ではどのような検

討をなされたのかまず１点お聞きいたします。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 ３月４日に政策提言をお受け

しました後に、市長副市長からも鋭意検討する

ように各課に指示がされております。その指示

に基づきましてただいま市長から各施策につい

ての御答弁とさせていただいたところでござい

ますが、いただいた提言に従いまして各課にお

いて年度当初からの検討とさせていただいたと

ころでございます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 検討なされて今の市長

答弁になったと思うんですけれども、これらの

具現性はさまざま政策の中であるわけでござい

ますけれども、一つは提言の内容、雪対策、最

初に市民、行政、関係団体、学識経験者で構成

する協議会を設置するということに対しまして

は８月までに設置すると、そしてことし冬から

そういうものを行うということでよろしいんで

すね。 

  もう１点、２番目の市道県道国道にこだわら

ずということ、市民は一番先に市の都市整備課

に行くと思うんです。そうすると、なかなか市

道県道というのは市民意識はなかなかわからな

い部分が正直あると思うんです。道路というの

は道路法によってそれぞれ管理者が管理するこ

とになっているわけですので、その辺でなくて

ある程度自分のところで困ったときがあったら

市に電話なり苦情なり言えばそこでまとめてい

ただけるようなということなんですね、私ども

が言っているのは。昼夜、本当に頑張っている

と思うんです。都市整備課の方々はやっていま

すけれども、そこをもう一歩踏み出したような

ことがとれないのかなということでございまし

て。 

  もう一つ、流雪溝整備は永遠のテーマといい

ますか、長年時間がかかるわけでございますけ

れども、金沢、新松本のあれがやったというこ

とは、あの地域に住む方々は大変喜ばしいこと

で期待すると思うんです。けれども、私どもも

っと申し上げますと、厳冬期の最上川から上が

ってくる用水が少ないわけで、一番厳冬期のと

きの水利を何とか今以上にふやしていただきた

いという市民感情だと思うんです。 

  そのために、最上川からすればお金が当然か

かるわけで限られた予算の中で引っ張るという
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ことは制約、大変苦労しているのはわかります

けれども、例えば近隣の桝沢ダムからの補水が

できないか、例えば農業用水の小泉堤あたりか

らも補水が可能ではないかということも含めて

水量の確保をもっと優先していただきたいとい

う趣旨でございますので、この辺、私の今言っ

ていることをもう一度御答弁いただければあり

がたいと思います。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 それでは、最初に雪対策

の協議をする場の設置の件なんですけれども、

先ほど市長から答弁させていただいた内容、復

唱するような形になるんですけれども、８月ま

でに骨子案を策定しまして、その後雪が降る11

月までに何回か協議を持ちたいと思っておりま

す。そこで出てきた課題なりを整理しまして11

月までに策定されます今年度の除排雪計画に盛

り込んでいこうという考えであります。 

  流雪溝の水源の件になりますけれども、私ど

もがやっています流雪溝整備といいますのは第

２次総合雪対策基本計画というのがそのよりど

ころになっております。その当時、区域を拡大

するに当たってどこに水源を求めるかというの

で当時いろいろ検討されております。今議員御

指摘の例えば桝沢ダムの活用について、これも

検証に入っておりますけれども、桝沢ダムの水

源となっているのが泉田川だそうですけれども、

そこが冬期間渇水になるものですから、十分に

冬期間補水ができないということがあって、桝

沢ダムの利用については断念したという経過が

ございます。 

  また、小泉の堤の件でございますけれども、

こちらもその貯水量の半分ぐらいを利用すると

いう計画をもって計算しますと10日間利用して

また10日間休むという形でしか利用が可能でな

いということがありまして、それら全てクリア

させるためには豊富な最上川から持ってくるの

が一番よろしいのではないかという結論に至っ

て現状の計画にさせてもらっているところでご

ざいます。以上です。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 今、最上川の水量で厳

冬期が困るといって、市民にとってはですよ。

それを何とかふやす方法がないのですかという

ことの質問に対して、桝沢ダムや小泉はちょっ

と無理だよというお答えですけれども、だった

ら厳冬期の対策を最上川からもっと上げる用意

があるんですか、ないんですか。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 最上川の水の供給につい

てはこれからも増量対策に努めてまいりたいと

思っております。最終的には3.02トンという計

画値になっておりまして、ただ持ってくるため

には現在の農業用で使っております施設をその

まま目的地に供給することができませんので、

今回のような金沢地区でありますような施設を

使いまして持ってくるということになると思い

ます。そのために今後同種の事業を実施しなが

ら増量対策に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） ぜひ、雪はやはり市民

生活にとってもネックとなっている部分はあり

ますので、定住人口の促進のためにもひとつ知

恵を絞っていただいてお願いしたいと思います

けれども、せっかく雪のあれですので、今雪問

題いろいろなっていますけれども、高齢化社会

の中で間口除雪ということが結構ございます。

それにつきましては、ことし山形新聞のかなり

連載でやって、私もとっていますけれども、な

かなか市民のニーズも大変なんですね。 

  昔は、除雪車が来ると、ああ、除雪車来てよ
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かったや、雪なくなるやという思いですけれど

も、だんだん時代の流れとともに、全部でない

ですけれども、除雪車来た、うるせな、寝てら

んねな、という一部の方もそういうニーズがあ

るとお聞きしておりますし、また我々市民も除

雪の場合は黒い土が出ていないと除雪がされた

ような気がしないということで、非常にこの新

聞から見ますと各自治体の豪雪を苦労している

わけですけれども、もちろん行政だけでなくて

業者さんも苦労しておるわけでございますけれ

ども、一つの例、大変北海道の美唄市では補助

先進地の状況ということで、人口対策で条例を

出しまして間口除雪をある程度有料化している

そうです。そういった例もこれがいいか悪いか

わかりませんけれども、こういったこともひと

つ検討なさってすればいいんじゃないでしょう

か。 

  もう一つ、大変ユニークな新聞が出ていまし

たね。やはり今見たように雪では苦労している

わけですけれども、除雪車にＧＰＳ機能をつけ

てこれをスマホでＧＰＳデータをもとに除雪車

の車両ごとの位置、走行軌跡や作業状況をパソ

コンなどに地図上に載せて自治体がリアルタイ

ムで確認できるようなシステムも捉えられてあ

るそうです。そうすると、自分のところに除雪

が来る来ないもわかるわけですので、いろんな

やり方があると思うんですけれどもそういった

ものも取り入れながら、その装置を取りつけま

すと例えば独居老人の前に行くとオペレーター

がブーっとブザーか何か鳴らすそうなんです。

そうすると、ここは独居老人だなということで

除雪のオペレーターがある程度丁寧にやると、

間口除雪をやるとか、いろいろな方法がありま

すので、いろいろ研究していると思います。 

  私も青森に行ったときは、パトロール車にＧ

ＰＳをつけて市民からの苦情が来たらパトロー

ル車がいち早く一番近いところに指令を出して

いくという方法がとられたので、大変感心しま

した。今携帯がありますので、それがいいか悪

いかわかりませんけれども、そういったものも

あるわけですので、その辺も含めて課長、ひと

つ答弁いかがですか。間口除雪も含めて。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 間口除雪の件に関しては、

例えば県内でも米沢市などが除雪弱者と言われ

るところの方についてそこの分をわざとスピー

ドを遅くしまして雪を取ってという形をしてい

る市もございます。 

  本市におきましても、先ほどの雪対策会議、

名前はこれからなんですけれども、そういう場

において今言われるような内容についても検討

してまいりたいと考えております。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） ひとつお願いしたいと

思います。 

  次に、道の駅なんですね。道の駅はかなり一

昨日山形新聞の中でも県内観光、地域活性化を、

促進道の駅をもっと生かそうということで県が

拠点形成事業ということで大変力を入れており

ますし、また新庄商工会議所も４月22日に道の

駅の誘致を図る、関係機関に働きかけるという

ことでマスコミに載ると国も新庄あたりにやる

かと興味を持っておるわけで話題性もあります

し、道の駅がなぜにぎわうかということがいろ

いろ取り沙汰されておりますし、地元密着型が

繁盛しておるということであります。 

  しかし、その反面いろいろな課題も多いと聞

いております。一般財団法人地域活性化センタ

ーによると、道の駅設置費用は２億円未満の道

の駅が全体の22％を占めるが平均で７億円、20

億円以上の例もあるそうでございまして、これ

は国道沿いに大体するわけでございますけれど

も、これらについては農林水産補助事業交付金

をある程度受けてこれをやるのは全体の62％だ
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そうでありますし、国交省、国では余り設置は

認めるけれども、金は出さないということでご

ざいますけれども、何といっても新庄、この地

域ではないわけですね。いろいろ方々で道の駅

を創設しましょうということでやっています。

私どもの提案としましては最上郡全体でやった

らいかがかということで提案しているわけでご

ざいますけれども、なかなか最上郡全体という

と首長さんも自分のところに近いほうとかいろ

いろ関係があると思いますけれども、ぜひ地域

活性化につながるような道の駅構想を頑張って

もらいたいなと強く思うわけでありますし、売

上高は2,100億円になるんです、全体で。道の

駅登録は現在では1,040カ所ございまして、道

の駅はいろいろな意味でも地域活性化につなが

るわけでございますので、もう一度道の駅をぜ

ひ頑張ってつくるということが非常にあるわけ

で、その決意のほどをお願いしたいと思います。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 道の駅の建設に関しまし

てはこれまで先ほど市長が答弁させてもらった

ように、一般的な休憩施設であるとか情報発信

施設、それから地域の連携施設といったものに

加えまして今後はこれまでの機能にない多機能

なものをつくるべきとされております。施設の

建設に当たりましては、広域的な観点を入れな

さいというのは他の立地適正化計画などでも示

されているところでありますので、広域的な視

点を入れて検討していかなくてはならないもの

と考えております。 

  一方で、既存のストックを有効活用しながら

建設するということも一方の視点で検討すべき

かと思いますので、この辺を両にらみしながら

設置する場所、規模、そういうものを付近にあ

ります道の駅などのデータを参考にしながら今

後検討してまいりたいと考えております。以上

です。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 検討は結構でございま

すので、ぜひ検討しながら実現の方法を見出し

てもらいたいなと思います。やるかやらないか

の問題だと思いますので、ぜひやるという期待

があるわけですので、聞くところによりますと

農業団体からも道の駅をつくってやりたいなと

いう声もあるやに聞いておりますので、庁舎一

体となって道の駅設置を、ぜひ最上新庄の起爆

剤とするような道の駅設置を強くお願いすると

ころでございます。 

  そろそろ時間もありませんけれども、新庄ま

つり、お聞きしたいと思います。これは恐らく

荒川課長がお答えになると思います。手短にお

願いしたいと思います。 

  昨年、新庄まつりの商標登録をとるというこ

とでたしか補正予算も組んでやったんですけれ

ども、新庄まつりの商標登録はとれたんでしょ

うか、とれなかったんでしょうか。お願いしま

す。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 お答えさせていただきま

す。 

  結論から申し上げますと非該当ということで

ございます。特許庁の言葉ですと拒絶という言

葉なんですけれども。 

  今は、言われたとおり昨年10月になりますが、

新庄まつりという言葉を後世に伝えていついつ

までも守り活用していくためにということでそ

の担保のために商標登録の申請をいたしました

が、審査の結果、ことし２月に規定に当てはま

らないということの中で通知を受けました。こ

れに対しまして意見があればいただきたいとい

うことがありましたが、意見は当面見合わせて

という結論に至りまして通知しておりましたが、

この６月１日に了承の旨の通知が入りまして確
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定しました。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 残念ですね。しようが

ない。だめなものはだめでしょうから。 

  新庄まつり、これだけ100万人構想、市長も

頑張ってやっていますし、今のところは100万

人も道半ばということのようでございますけれ

ども、新庄まつりに対する経済効果、経済の金

額はどれぐらい積算しているでしょうか。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 お天気とかということで

さまざまなことに左右される部分でありますけ

れども、曜日が一番なんですけれども、今のと

ころの積算は26年度市内分市外分合わせまして

26億円強ということでございます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） やはり、26億円という

積算でしょうけれども、55万で100万人来ると

さらに波及効果があるわけでありますので、新

庄まつり100万人構想をぜひ、いろいろ課題は

あると思いますけれども、ぜひ100万人構想に

なって地域の経済発展につながるような新庄ま

つりに私どもも努力しますし、皆さんも一緒に

なって頑張ってもらいたいと思います。 

  これに関してユネスコの登録がありますけれ

ども、私も含めて一般の市民の方々はユネスコ

って何だやということがあります。ユネスコ、

ユネスコと言っていますけれども、やはりユネ

スコを起爆として経済波及につながるようにシ

ンポジウムをやるということでございますし、

のぼり旗も上げるということで前向きな答えで

すけれども、ぜひシンポジウムもやって市民に

誇りと地域の子供たちに自信の持たれるような

展開をお願い申し上げまして、私の質問とさせ

ていただきます。御答弁ありがとうございまし

た。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で本日の日程を終了したので、

散会いたします。 

  次回は８日午前10時より本会議を開きますの

で、御参集お願い申し上げます。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後２時４１分 散会 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

清水清秋議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

奥山省三議員の質問 

 

 

清水清秋議長 それでは、最初に奥山省三君。 

   （１０番奥山省三議員登壇） 

１０番（奥山省三議員） おはようございます。

穆清会の奥山です。通告に従いまして一般質問

させていただきますので、よろしくお願い申し

上げます。 

  最近ですが、現在山屋にあります奥羽金沢温

泉ですけれども、４月中旬ころから休業してい

るようですけれども、これについては市でも出

資をしています。300万円、10.3％ですか。副

市長が監査として送り込んでいますけれども、

今後の営業再開のめどはどうなのかお聞きした

いと思います。 

  市民の健康増進の場としてなくてはならない

ものとなっていることは明白だと思います。平

成19年３月のときに、夜７時まで入湯税問題で

議論したことが記憶に残っている方もいると思

いますけれども、今の状況についてどのように

お考えなのかお聞きしたいと思います。 

  全国で、山形県は唯一35の市町村、自治体全

てに温泉施設があります。休んでいるのは当市

だけです。市民の方からもいろいろな声が聞こ

えてきますが、再稼働することは無理なのでし

ょうか。お聞きしたいと思います。温泉側との

話し合いもどうなっているのかあわせてお聞き

します。 

  次に、地域おこし協力隊ですけれども、平成

27年度の主要事業の中にも組み込まれています

けれども、地域おこし協力隊についてどのよう

に、具体的に事業を進めていこうとしているの

かお聞きします。最終的には定住促進のための

事業だとは思いますが、３年間という短期間で

成果を上げることはできるのでしょうか。特産

品の開発や情報発信、イベント開催などいろい

ろ活動メニューがあるようですが、地域活性化

のための活動とはどのようなものをやっていく

のかお聞きしたいと思います。 

  次に、最後ですが、９月の市長選についてで

すが、ことし９月市長選について改めてお聞き

します。３月の議会でも他の議員の質問に、８

年で培った人脈に行動力を駆使してこれまで以

上に力強い元気な新庄市の実現に挑戦していく

と述べていますが、具体的にはどのようなこと

を述べているのか一般市民にはわからないと思

います。第４次総合振興計画の推進とか、まつ

り誘客100万人とか、ふるさと創生とかありま

したけれども、一般市民にはわかりにくいので

はないかと思いますが、どうでしょうか。 

  前回は対立候補者もいなくて、盛り上がりに

欠けたように思います。今回は、既に対立候補

者が立候補の表明をしているとの話があります

が、確認の意味で決意のほどをお聞きします。 

  また、マニフェストについてはどうされるの
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かもあわせてお聞きします。 

  以上、質問終わります。答弁のほどよろしく

お願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、奥山市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  初めに、奥羽金沢温泉の休業についてであり

ますが、温泉の活用による健康づくり推進のた

め、市民の健康保持増進、憩いの場として利用

されている奥羽金沢温泉に対し、運営費の補助

を行ってきております。奥羽金沢温泉の休業に

ついては、設備の故障に伴い４月中旬より休業

されており、また事業者において設備の修繕を

行い温泉の営業再開していくことについて検討

されていると伺っております。 

  これまでも、市民の健康増進の立場から温泉

事業の一部支援をしてまいりました。今後とも、

これまで同様に市民の健康増進の一助となるよ

うな協議を継続してまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、地域おこし協力隊についてであります

が、都市住民が人口減少や高齢化などの進行が

著しい地方において農林漁業などの応援などの

地域協力活動に従事してもらい、その定住定着

を図りながら地域の活性化に資することを目的

とした制度であります。 

  本市における地域おこし協力隊については、

他の導入事例を参考にしながら本市全体の農業

を初めとする産業の活性化や地域づくりの推進

をより一層図っていくため、昨年度から都市田

舎交流促進事業と６次産業化推進事業という２

つの事業について導入しております。 

  都市田舎交流促進事業は昨年７月に１名、本

年４月に１名の計２名。６次産業化推進事業で

は昨年10月に１名をそれぞれ隊員に委嘱し、現

在３名の隊員が活動を行っているところであり

ます。主な活動としては、６次産業化推進事業

では６次産業化推進協議会で新商品の研究開発

にかかわり、また販路の開拓や実践セミナーの

企画などを行っております。都市田舎促進交流

事業においては地域の食材や資源などを発掘し

磨き上げることで新庄の魅力を発信しようと、

最上地域の旬の食材を使った料理の紹介や農業

やわら細工の手仕事を生かした体験などを企画。

また、今年度は市内空き店舗を使った新庄最上

の観光や交流の拠点をつくろうと準備を進めて

おります。これらの活動について、市民の皆様

にも周知を図りたいと４月より市報で隊員の活

動紹介などを行う連載を始めております。 

  この地域おこし協力隊の活動については、報

酬や活動費等に対し隊員１名につき400万円ま

で特別交付税の交付対象となるので、その枠内

で実施することを基本にしております。この活

動期間は最長３年間とされており、その先の定

住を見据えた隊員各自の活動も重要となってき

ております。また、昨年度からは400万円のほ

かに３年目の隊員または任期終了１年以内の元

隊員に対し、起業に要する経費として100万円

を上限に特別交付税措置の対象となり、地域で

の起業を考える隊員の定住に向けた支援策とな

っております。 

  現在委嘱している隊員については、３名とも

委嘱後１年以内で、現段階ではまだ定住定着に

向けた具体的な取り組みを実施してはおりませ

んが、今後本人の意向を尊重しながら将来の定

住定着に向けて連携や支援を検討してまいりま

す。 

  改めて、この制度は都市から協力隊を導入す

ることによって、隊員のみならず周囲の関係者

に新たな視点を提供することで変化が生まれる

ことを期待しているほか、本市の自然環境や農

業などを生かした都市地域の住民との交流や産

業創出のきっかけとなることを期待しています。

また、異なる２つの事業にそれぞれ隊員を配置
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しておりますが、隊員同士が協力連携しそれぞ

れの事業で相乗効果を得ることも期待されてお

ります。 

  今後は、現在進めている２事業における活動

の充実により所期の成果を目指し、これら事業

を中心に拡大を図りながらさらなる地域活性化

のための事業展開を考えています。また、産業

以外の分野においてＵターンなどの支援など定

住促進につながる地域おこし協力隊の活用につ

いても検討してまいります。 

  次に、３期目に向けての決意はとのことです

が、３月定例会のとき佐藤卓也議員の御質問に

お答えさせていただきましたが、これまでの市

政を振り返って見ますと、就任当初の最重要課

題は何といっても財政再建ということにありま

した。以来、市民の皆さんの御協力により危機

的状況を脱し、これまで山積されていた課題を

一つ一つ解決していく糸口が見え始め、２期目

ではその取り組みを加速させていくことができ

たと思っております。 

  最大の懸念であります雪対策については、地

域への簡易除雪機の貸し出し、生活道路の除雪、

流雪溝の整備、道路の機械除排雪の強化など冬

期間の経済活動や市民生活が停滞することのな

いように取り組んでまいりました。その取り組

みは企業や市民の皆さんより高評価をいただい

ていると思っております。時には、都市整備課

に１月に自転車が乗れないと、これは余りにも

除雪とはかけ離れた考え方でありますが、それ

ほどに徹底した除排雪を目指してきたところで

あります。 

  また、経済を活性化させる工業団地の誘致に

つきましても、高規格道路の整備促進により東

北の十字路である新庄の高速道路の整備が着々

と推進し平成24年度から企業６社が新庄中核工

業団地に立地していただきました。新庄北道路

の開通、泉田道路の起工式が昨年行われ、また

今回新庄古口道路も盛んに工事が行われており

ます。 

  そんな中で昭和から金山の事業も新規採択と

なりました。これは、地域一丸となって要望活

動や促進大会を進めてきた結果だと思っており

ます。 

  またさらには、人口減少少子化問題がクロー

ズアップされ、国は東京一極集中を是正し地方

創生に全力で取り組むとしており、まさしくこ

としがふるさと創生元年ということになりまし

た。これまで取り組んできました新庄まつり誘

客100万人構想については、首都圏や近県への

テレビコマーシャルなどによるＰＲの強化、ま

た国重要無形民俗文化財の指定の取り組み、日

本の伝統の祭りポスターコンクールの開催と広

く新庄まつりを知ってもらうことにより交流人

口の拡大に努めてまいりました。年々観光客は

増加しており、県内はもとより近県への宿泊者

もふえていると聞いております。 

  ことしは260周年、このお祭りに台湾からの

お客様も来られると聞いております。ユネスコ

無形文化遺産登録も期待され、新庄まつりは市

民の誇りであり、まさに地方創生への足がかり

として取り組みを強化してまいりたいと考えて

おります。 

  また、２月13日の全員協議会では定住自立圏

構想に基づく中心市宣言をさせていただきまし

た。今議会で、郡内各町村との定住自立圏形成

協定の締結について議案を提出しているところ

であります。 

  この最上地域が一体となって共存共栄の関係

を築き、課題を共有していくことが大切である

と考えております。また、近年では秋田県湯沢

市や宮城県大崎市との相互交流も活発に行って

おります。その成果として雑誌「ｉｋｉｋｉ」

の発行につながり、それぞれの住民がそれぞれ

の地域を訪れまちを堪能している状況にありま

す。こうした地域の連携により交流拡大による

人と人とのつながりはこの地域の財産となり、
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地域の活性化につながると思っております 

  また、子育て支援としては子育て世帯への経

済的負担の軽減を図るため、昨年度よりゼロ歳

から中学３年までの医療費を無料とすることが

できました。ことしは水道料金の引き下げを考

えております。 

  また、もみの木教育プラン21に基づき、小中

学校が連携して小中一貫教育を推進してまいり

ましたが、ことし４月施設一体型小中一貫教育

校萩野学園が開設し多くの注目を集めていると

ころであります。９年間を通した義務教育の効

果的なカリキュラムに期待しております。 

  高齢化が進む中で安心して暮らしていくため

には医療の充実が大きな課題でありますが、こ

のたび県立新庄病院の改築と機能強化に向けた

検討委員会が６月より立ち上がることになりま

した。大きな前進と捉えております。 

  また、ふるさと納税を基本とする東京におけ

るふるさと応援隊の応援も呼びかけてきました。

その中で、現在約1,300名の会員が今登録を済

ませふるさと納税への協力をお願いしていると

ころでもあります。 

  今回、ふるさと創生元年と位置づけられるこ

としはその大きな要因として少子高齢、人口減

少社会の進行で地方消滅という衝撃的な報告も

あり、地方の創意工夫と自立が求められる大切

な年と認識しております。これまで以上に、前

回申し上げましたが、元気なまち新庄、２期８

年で培った人脈、情報に行動力を駆使し、挑戦

し、引き続き実現していく決意を申し上げたと

ころでございます。元気なまちは魅力です。多

くの人を寄せつける大事なキーワードだと思っ

ております。「人行きかうまち」、「人ふれあう

まち」、「人学びあえるまち」を基本理念として、

今後も政治のかじ取りを行う覚悟であります。 

  さらに、ことしは第４次振興計画、これまで

の４年間の実績を評価検証し、後期５カ年の計

画を定める年となっております。この第４次振

興計画を着実に推進していくことが行政のトッ

プとしての大きな役割だと思っております。

「雇用・交流の拡大」、「安全・安心の充実」、

「子育て・人づくり」の３つの重点プロジェク

トの実現のために全力挙げて進めていきたいと

考えております。 

  ３期目を目指すに当たり私のすべきことは、

今申し上げたことを着実に行い、元気なまち新

庄をつくっていくことだと考えております。そ

の第一歩として第４次振興計画を評価検証し、

課題の解決に誠心誠意取り組んでまいります。 

  マニフェストについてでありますが、第４次

振興計画が私の市政についての考え方、現在や

っていることが反映されているものと考えてお

ります。このベースにあります元気なまちづく

り、自信と誇りが持てるまち新庄の実現に向け

て全力投球してまいります。 

  新庄市の魅力をさらに磨き上げ、本当に力強

く元気なまちをつくり出していくことを表明し

壇上からの答弁とさせていただきます。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 答弁どうもありがとう

ございました。 

  再質問させていただきます。 

  最初は、市長の３期目、９月の市長選に向け

た思いがありましたので、ある程度はわかりま

したけれども、私から、一般市民から言わせま

すと第４次振興計画、その内容とか元気なまち

新庄と言いますけれども、元気なまち新庄であ

るならば何で毎年人口が400人も減っていくの

やと言う方もおりますけれども、必ず人口がふ

えることばかりが元気なまちでもないかもしれ

ませんけれども、全国的なものもありますけれ

ども、その点について、例えば第４次振興計画、

１章から６章までありますけれども、これでは

市長が何をやらんとしているのかよく見えない

というか、その辺のところをもう少し詳しくと
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いうかわかりやすくお願いしたいと思います。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 ３つのプロジェクト、雇用・交流

の拡大でありますが、雇用は単純に言って働く

場所をつくっていくことで、それはどこが一番

すべきなのか。工業団地に企業を誘致してくる

ということが大きな一つの目的であり、振興計

画として進んでいるところであります。一時期、

リーマンショックでかなり採用が手控えられ、

またリストラになった企業も多くありますが、

ここに来てリストラもなく雇用がふえていると

いうことは、企業立地推進室を設けて盛んにそ

れを推進してきた結果だと思っております。 

  また、拡大。人口減少社会を補うためには経

済交流も含め、人口交流を拡大しなければいけ

ないということでテーマを新庄まつり100万人

構想に掲げているわけです。 

  その前段として、さらに磨きをかけるために

国の重要登録文化財を仕掛けました。さらには、

その結果としてユネスコまでの道筋が今見えて

きているということは大きな成果だと思ってお

ります。 

  安全・安心なプロジェクト、市民生活の経済

的な要素あるいはふだんの生活に一番の新庄の

大きな課題は雪対策だと思っております。まず

は、除排雪を徹底するということで、今市民が

市内を訪れる多くの皆さんが新庄市に来ると雪

は安全だと、しかし年々市民の皆さんの要望要

求も強くなってきます。これまではこういう除

排雪ではなかった、がたがた道だった。今新庄

はがたがた道がない。先ほど余談で申し上げま

したが、１月に自転車が通れないという考えら

れない笑い話まで出てきています。これは雪に

苦しめられた新庄市にとって除排雪を大きくや

っていきたい。もう一方でこういう業界の人た

ちに残ってもらわないと、将来新庄にとっては

大変なことが起きるということで公共事業との

平準化を進めていくと、とても大事なことだと

思っております。 

  また、安全ということでいきますと、今回は

同報系無線を取り入れて市内から外れていると

ころ10カ所に、無線で危険を知らせる状況のも

のを取りつけたいと考えております。 

  また、子育て・人づくりにおきましては、当

然のことながら子供の無料化、ようやく他の市

町村並みにゼロ歳から中学生まで無料化できた

と思っています。これも財政再建に協力いただ

いた市民の皆様、議会の皆様のおかげだと思っ

ております。 

  また、人づくりの大きなポイントとしては図

書教育の充実を挙げております。今、小中学校

に全ての学校に地域コーディネーターを派遣し、

学校の図書教育を充実しております。図書教育

というのはその人の人格を形成する大事な、や

はり図書教育を幼いころからやりたいというこ

とであります。市民の皆様から寄附を受けると

き、大型絵本をお願いしたいということも申し

上げているところであります。 

  安心安全なまちづくりは一方的では進みませ

ん。市民の理解もいただかねばなりません。そ

してこの議会の中でどんな手法、どんな方法で

行っていくか大いに議論しながら、市民の安心

安全人づくりを進めていかなければならないと

考えております。これらの実績をもとにさらに

磨きをかけて伸ばしていきたいということであ

ります。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 安心安全なまちづくり、

これもわかります。今まで８年間努力してある

程度成果も目に見えていますけれども、ただ以

前の市長のマニフェストだと、暮らしをよくす

るという文章だったんです。前のマニフェスト。

それが今の市民の中に行きますと、暮らしはよ

くなっていない。だんだん悪くなっている、格
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差が生じていると感じると。その辺のところを

もう少し考えてほしいと私は思いますけれども、

その点についてはどうですか。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 この問題につきましては、国また

県、市町村によってそれぞれの課題が違うのか

なと思っております。所得といいますと、新庄

最上の所得が、東京が100としますと山形が80、

さらに新庄最上は60という所得、この所得の向

上ということがとても大切だと思います。しか

し、大きな時代の流れの中で昨年のように米価

の下落ということを迎えますと、市内に回るお

金が本当に数億円単位で回らなくなるというこ

とが起きてまいります。それにはそうしたこと

にならないような創意工夫が必要だと。そのた

めに６次産業化など拍車をかけていかなければ

ならないということが一方ではあると思ってい

ます。 

  先日の工業団地との話し合いの中で、社長さ

ん方おられる中で、魅力ある工業団地をつくり

たいということに対してどう思いますか。給料

を上げてください。賃金が上がれば多くの人が

集まってきます。 

  痛いことを言うねと言われました。しかし、

そうしたことを着実に進めることが格差をなく

していくんだと思っております。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） まず、わかりました。

３選に向けて９月頑張っていただきたいと思い

ます。 

  続きまして、奥羽金沢温泉に質問してみたい

と思います。市民の方から温泉の再開について

はいろいろな声が聞こえてきますが、御存じだ

と思いますけれども、温泉の再開についての話

し合いは持たれたのか、その点をお聞きしたい

と思います。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 奥羽金沢温泉、４月中旬から

機械の故障でということで休業中でございます。

その直後から事業者からは報告を受けたりしな

がら、どのようなことで進めて故障の原因究明

とか、あるいはいろいろな形で今後どうしてい

くのかというお話をしたりあるいは報告を受け

たりしております。市民の方々から、健康増進

のためにということで心のリフレッシュも含め

まして多くの方が利用している奥羽金沢温泉で

ありますけれども、奥山市議のおっしゃるとお

り、事業主からは市民の皆様から再開に向けて

どうなっているのかという声が多数上がってい

るという報告も受けております。また、奥山市

議にもそういったことでの市民の方々からの声

も上がっているとも聞いております。 

  今後のことにつきまして、４月下旬から数回

にわたりまして事業主からいろいろ報告を受け

ております。最近ですけれども、原因がわかっ

たと。源泉が枯渇しているような状況でもない

ので、再開に向けて検討というんでしょうか、

どのような形で再開していくかということを考

えているというところで話は伺っております。 

  間もなく具体的な方法をお話しいただけるの

ではないのかなということで、今までも行って

おりましたけれども、事業主との協議というか

話し合いは続けてまいりたいなと思っておりま

す 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 舟形の若あゆ温泉とか

真室川の梅里苑などありますけれども、近隣の

応援施設まで出かけていって入っている人もい

ると聞きます。利用料が他町村収入になるとい

うことになりますので、できれば早く再開して

市民の健康増進の点からも再開をさせることを

望みたいと思います。 
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  温泉施設、昭和61年10月にオープンしており

ます。29年経過したわけですけれども、老朽化

もかなり進んでいると思われます。これからの

施設の管理維持についてはどのような見通しを

立てているのかは、健康課長に聞いても話はで

きないと思いますので、市としてはこれから将

来的にどういうふうに支援していくのか。入湯

税も今は全然入らない状況ですので、どのよう

に支援をしていくのか考えがあったら教えてい

ただきたいと思います。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 現在奥羽金沢温泉休業中でご

ざいますので、奥山市議おっしゃるとおり、他

町村に出向いて温泉に入られている方が多数い

るとも聞いております。そういった中で事業者

で再開で検討しているんだということで、健康

課としましても市としましても一日も早い再開

を望むところであります。 

  また、施設そのものが老朽化していて、その

都度事業主ではいろいろな形の対応をとってお

られるかと思います。市としても、先ほど市長

答弁でありましたように、補助金とか応援をし

たりしております。そういった形で温泉事業、

市民の健康増進のための施設ということで引き

続き応援を継続してまいりたいなとも思います。

そしてまた、いろいろな協議、話し合いをしな

がら温泉がこれからも長く営業できればという

ことで当然入湯税なども入ってこなくなるわけ

ですので、早期再開と長く続けられるような話

し合いなども継続してまいりたいと思っており

ます。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 現在、第三セクター方

式で出資率10.3％の会社ですけれども、今後こ

の営業を続けていくことは困難になるような気

がします。将来見通しての計画を温泉側と話し

合って例えば15年、20年ぐらいでリニューアル

するところもあります。今は予算がなくてでき

ない状況ですけれども、そういうことも踏まえ

てこれから温泉側と話し合って進めていくこと

をお願いしたいと思います。 

  次に、地域おこし協力隊ですけれども、現在

当市では３名の地域おこし協力隊がいると伺い

ましたけれども、協力隊員の業務内容ですけれ

ども、農業が中心で就農支援などを行うとなっ

ているようですけれども、それで今協力隊員は

現在の活動に不満というか、別の仕事とか、や

っている仕事が自分に合っている仕事だと思っ

て業務をやっているのか。その点のところをお

聞きしたいと思います。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 ３名のうち、２名を私ど

もで担当しております。商工観光部門でござい

ますが、１名はこの４月からということで、先

に入りました男性１名は７月からということで

活動していただいておりますが、地域活性化の

ために都市的な発想あるいは考え方、これを地

域の素材とコラボさせて刺激を受け、それが活

性化に資するようになればという目的でござい

ます。 

  もって定着定住をと、協力隊員自身がそちら

の方向の中で意思があっての応募ということに

なりますので、定着定住に向けた活動というこ

とも含めながら折り合いをつけて現在の業務、

例えばグリーンツーリズムの推進、あるいは農

村体験メニューの開拓というところを推し進め

ておりますが、なかなか例えばハード環境の整

備といったことが違いますので、成果はまだ見

えてこないという部分でございます。少し浸透

する中で時間をかけながらということがありま

す。１年間で見えるものもあろうかと思います

が、３年間あるいはそれ以上の時間がかかるも

のもあろうかと思います。 
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  今年度は、それぞれの協力隊の意見の方向づ

けを考慮しながら、当然意向を反映させながら

地域の情報発信ということに重点を置きながら

拠点整備等を進めてまいりたい。その一環とし

て、市報にも毎月連載のページをとりながら市

民の方々との理解をいただきながら意思疎通を

図ってまいるということも含めておりますし、

今後はもう少し地域に出ていけるような具体の

活動を考えてまいりたい。いずれにしても、定

着定住の意思を確認することができるように意

向を反映させながら進めてまいりたいと思って

ございます。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） この地域おこし協力隊

ですけれども、新潟県十日町市は前からやって

いて、これは大分成功している例だと思います。

ただ、新庄市は去年から始めたばかりですけれ

ども、ちょっとお聞きしたいんですけれども、

もともと地元の、これは３名ですけれども、都

会から来たのか、その点お聞きします。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 地域おこし協力隊の総括

的な部分については総合政策課で扱っておりま

すので、私から答弁させていただきますけれど

も、３名のうち１名につきましては実質的に新

庄市出身ということで、都会で働いてこちらに

Ｕターンしてきた方ということになります。お

一人の方につきましては、親戚で新庄市出身と

いうことで以前から新庄に来られてきた方とい

うことです。もう一人の方については全く県外

の方という形になります。 

  地域おこし協力隊につきましては、今回の質

問の中で効果ということをおっしゃっておりま

すけれども、外部からの視点、よく言われるも

のですけれども、あえて使えばよそ者からの視

点ということで各種新庄市の都市交流の事業で

ありますとか、６次産業化の事業についてやっ

ているということでありますので、そういった

ところでの視点を生かしながらやっていただけ

ればなと思ってございます。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） わかりました。 

  １名がＵターンの方で１名は当地に親戚があ

る。あとは県外の方ということでしたので、３

人ともそれぞれ基本的には違うと思いますけれ

ども、協力隊員も当市に何を期待してきたのか、

その点を隊員とよく話をしていると思いますけ

れども、新庄市では先ほど言った活動メニュー

でその３人を地域活性化のために協力してほし

いということだと思いますけれども、３年とい

う期間では簡単ではないと思いますけれども、

もし３年が過ぎた場合には総務省からお金とい

うか交付金が支給されるのか。ずっと３年ごと

に更新できるのか。その点もお聞きしたいと思

います。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 現在の地域おこし協力隊

として活動している方につきましては３年間と

いう形になります。３年間過ぎますと、その方

についての総務省からの交付金というのは出な

いわけなんですけれども、新たに別の方を採用

した場合には現在のところ同じような形で３年

間地域おこし協力隊として採用されるという形

であります。 

  ３人とも、志望動機につきましては新庄に残

って起業したりあるいは職についてここに定住

したいという意思を持っている方ですので、そ

の点では期待しているところでございます。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 今の話ですと３年する

と交付金は来ないということで新しい人につい
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ては来るということですけれども、ただ３年や

って自分に合った仕事が見つかればいいとは思

いますけれども、必ずしも農業で身を立ててい

くというのも簡単ではないと思います。ただ、

３年はいいですけれども３年過ぎたらどのよう

にさせていくのか、指導していくのか、市でど

う支援していくのか。その点についてはどうい

う考えを持っているのかお聞きしたいと思いま

す。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 先ほどの市長答弁の中で

も、いわゆる３年間過ぎた方について100万円

を限度とする起業資金というところが国税の中

で算定されるところですので、３年間の中で自

分の適性とかを判断していただきましてそうい

った道に進んでいく上で助成したいと考えてお

ります。 

  一応、３年間という期間でありますので、４

年目につきましては例えば別の方という形でな

るかと思います。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 私、最初に質問という

か、３年で効果は出ないと私も思いますし、３

年で、もともと新庄に実家がある人なら話はわ

かりますけれども、県外の人がいきなり来てあ

とは３年後に関係ないと言ったらおかしいです

けれども、自分でやれと言われてもそれは大変

だと思います。その点市ではもう少し支援する

というか100万円の金額もありましたけれども、

それ以外について考えがよく見えませんけれど

も、３年後にはどうするのかもう少しはっきり

した意見をお聞きしたいと思います。 

伊藤元昭副市長 議長、伊藤元昭。 

清水清秋議長 副市長伊藤元昭君。 

伊藤元昭副市長 地域おこし協力隊についてであ

りますが、現在国では国を挙げて地方創生とい

うのを取り組んでおります。その中で一つの視

点の中に都会から田舎へと、要するに人口集中

をできるだけもっと地方にという施策もありま

す。そういう中で地域おこし協力隊というのは

非常に有効な手段だということで、総務省でも

いろいろな財政支援、特別交付税での措置等を

行っているわけです。 

  基本的には、現在の地域おこし協力隊の制度

は３年間の中で十分力を発揮してくださいとい

うことになっております。先ほど総合政策課長

も答弁しております。４年目については、新た

に仕事を起こす場合については支度金的な意味

合いで100万円の特別交付税で財源措置も行い

ますという制度でございます。 

  したがいまして、当市におきましてはできる

だけ定住していただきたいというのは当然なわ

けですが、地域おこし協力隊の制度の中で今後

も運用を続けていきたいと考えているところで

ございます。 

１０番（奥山省三議員） 議長、奥山省三。 

清水清秋議長 奥山省三君。 

１０番（奥山省三議員） 受け入れ側の体制には

問題点があるとも聞いておりますけれども、受

け入れ地域が何をしたらいいのか、その点をよ

く協力隊に説明をしてこれから地域おこし協力

隊について上手に進めていってほしいと思いま

すので、以上で私の質問を終わります。 

  どうもありがとうございました。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時４５分 休憩 

     午前１０時５５分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 
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清水清秋議長 次に、髙橋富美子君。 

   （１２番髙橋富美子議員登壇） 

１２番（髙橋富美子議員） おはようございます。 

  ２番目に質問させていただきます市民公明ク

ラブの髙橋富美子です。 

  このたび、国の地方創生策に基づく地域消費

喚起生活支援型交付金を活用し、本市において

は子育て世帯向けに県産米の引きかえ券１人に

つき10キロ分が対象者に無償配布され大変喜ば

れております。小学校、中学校、高校生の３人

の子供さんを持つお母さんは育ち盛りで30キロ

のお米は本当に助かります。すぐに交換してき

ましたなど、喜びの声を多く耳にしていたので

すが、お米をつくられている農家のお嫁さんか

らは他市のように商品券でもよかったかななど

という声もありましたが、今回は米の消費拡大

ということを話をしてまいったところです。 

  それでは、通告に従いまして一般質問をさせ

ていただきます。 

  初めに生活困難者対策についてお伺いいたし

ます。 

  公明党が誠実に全力で取り組んできた生活困

窮者自立支援法が４月から施行されました。経

済的に困窮する人を生活保護に至る前の段階か

ら支え、新たな人生への挑戦を後押しする画期

的な法律です。本市においても支援事業が開始

となりました。仕事や健康などで深刻な問題を

抱え、さまざまな事情から生活に困窮している

人がおります。有効な支援を受けなければいず

れ生活保護制度を利用せざるを得なくなるおそ

れがあり、早目の対策が欠かせません。 

  一方、困窮者が孤立し、自ら助けを求められ

ないケースも珍しくありません。窓口にたどり

着けない人を早期に見つけるための対策も欠か

せないと思います。それらの点を踏まえ、生活

困難者対策の取り組みについてお伺いいたしま

す。 

  １点目は、自治体に義務づけされた制度と、

新庄市が任意で実施する制度についての取り組

みについてお伺いいたします。 

  ２点目は、支援対象者の把握をどのようにな

されているのかをお伺いいたします。 

  ３点目は、生活自立センターもがみの相談支

援員の人員構成や資格要件、また４月からの取

り組み実績などについてお伺いいたします。 

  続きまして、生活道路排雪事業費補助金につ

いてお伺いいたします。 

  豪雪年度において、生活道路の除雪に係る雪

捨て場の機能を維持するため、生活道路の除雪

の届け出を行っている団体等が管理している排

雪に要する費用に対して補助金が交付されてい

ます。このたびも継続が確定になっております。

しかし、豪雪により排雪に係る経費がかさみ住

民の負担金が増しています。このままでは人口

流出にもつながりかねません。このようなこと

から、補助金の増額及び雪捨て場の固定資産税

の減免、軽減についてのお考えをお伺いいたし

ます。 

  最後の質問は昨年９月定例会でも一般質問を

いたしましたが、健康診断の受診やスポーツ活

動の参加などでポイントをためると特典が利用

できる健康マイレージ制度の導入について再度

お尋ねいたします。 

  市民の健診受診率を上げ、健康づくりに励む

ことで医療費、介護費の抑制のほか、地域コミ

ュニティーや地域経済の活性化などまちづくり

や人づくりにつないでいくことが期待できる有

効な施策であると考えます。昨年の市長答弁で

は、取り組みをしている自治体の成果などを情

報収集し、さらに庁内関係各課の連携を図り考

えてまいりたいとのことでしたが、その後の取

り組み状況についてお伺いいたします。 

  また、山形県においては今年度新たに健康長

寿日本一実現プロジェクトを推進するに当たり、
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健康づくりに向けた具体的な取り組みとして健

康マイレージ制度を市町村と連携して進めると

新聞報道をされておりました。次のような記事

が載っております。 

  県は、2015年度市町村と連携して健康長寿日

本一の実現を目指すプロジェクトに取り組む。

新たな試みとしてスポーツ教室への参加や健康

診断の受診など各自の取り組みに応じてポイン

トが加算され協力店のサービスが受けられる山

形健康マイレージ制度を創設し、県民の主体的

な健康づくりを促す。航空会社が利用者に対し

搭乗距離に応じてさまざまなサービスを提供す

るマイレージ制度を参考にした取り組み。県健

康長寿推進課によると、県内では上山、天童の

両市と最上町が同様の事業を既に行っており、

これを県主導で全市町村に広げたい考えである。 

  参加者は、健康診断の受診や健康講座、スポ

ーツ教室、地域活動の参加など各市町村が設定

したメニューを達成することでポイントを得る

ことができる。一定のポイントがたまった段階

で市町村から専用のカードが交付され協力店で

このカードを提示することでサービスや特典を

得ることができる。８月ごろから専用カードの

交付を始める計画だが、予定どおり始められる

のは一部市町にとどまる見通しとなっており、

県は調整を急いでいるという記事でありました。 

  この健康マイレージ制度導入に対する市の今

後の取り組みについてをお伺いいたします。以

上よろしくお願いいたします 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、髙橋市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  今年４月から生活困窮者自立法が施行され、

最後のセーフティーネットである生活保護制度

の自立助長機能に加え、生活保護に至る前の段

階にある生活困窮者を支援するいわゆる第二の

セーフティーネットの充実強化が図られており

ます。 

  当市では、社会福祉法人友愛の里に事業の一

部を委託し、４月１日に生活自立センターもが

みを開所、関係機関と連携を図りながら早期自

立の支援を実施しております。 

  御質問の１点目、新庄市に義務づけされた事

業でございますが、自立相談支援事業と住居確

保給付金支給事業が必須事業となっております。

自立相談支援事業は、生活に困っている方が生

活保護に陥ることなく早い段階で自立した生活

に戻れるように専門性を有する支援員が相談に

応じ、その人の抱えるさまざまな問題に対応し

支援へとつなげてまいります。住居確保給付金

は、離職などにより住宅を失ったまたはそのお

それが高い生活困窮者であって所得などが一定

水準以下の方に対して、期間を限って住居確保

給付金を支給するというもので、この事業だけ

市直営で実施します。 

  また、新庄市が任意で実施する事業は就労準

備支援事業でございます。これは生活困窮者に

対し就労に必要な知識能力の向上のために必要

な訓練を行う事業であります。生活自立支援セ

ンター最上では、必須事業である自立相談支援

事業と任意事業である就労準備支援事業の２つ

の事業を一体的に実施しております。 

  ２点目の支援対象者の把握につきましては、

第一に広報活動にて市報、チラシなどでの周知

が重要と考えております。さらに、実施主体が

訪問支援などによって生活困窮者にアプローチ

していくことも必要と考えております。これに

ついては自治体の税務、国保、年金、水道、福

祉などの部門、電気、ガス、新聞などの民間事

業者との連携のもとに情報を得ることが必要と

なります。民生委員、児童委員の協力を得て、

生活困窮者のＳＯＳを見逃さないようにし、支

援対象者の把握に努めます。 

  次に、３点目の生活自立センターもがみの人
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員構成や資格要件でございますが、主任支援相

談員１名、相談支援員２名、就労支援員１名の

計４名体制で行っています。このうち、相談支

援員、就労支援員は資格要件がございませんが、

主任支援相談員につきましては社会福祉等の資

格を有する者か、相談支援事業に従事した実務

経験を有している者、もしくは同等の知見、業

務経験を有し相談業務全般のマネジメントがで

き、関連機関との連携調整などのコーディネー

ト並びに他の支援員の指導育成を行うことがで

きる者と要件がございます。 

  ４月からの取り組み実績につきまして、自立

相談支援事業の相談件数は４月38件、５月64件

と多くの相談が寄せられ、生活や仕事などでお

困りの方が非常に多いと痛感しております。こ

の中で、就労まで導いたのが２件でございます。

今後、この制度が当市において真に効果を発揮

し、生活困窮者の自立への支えとなるよう関係

機関を交えた支援調整会議等を通じ、市と生活

自立センター最上との連携を密にして着実に実

施してまいりたいと考えております。 

  次に、生活道路の排雪経費の負担軽減につい

てでございますが、新庄市では約350の団体か

ら生活道路の除雪申請を受け実施しております。

そのうち、御指摘の雪捨て場の排雪に係る経費

の負担軽減については平成24年度に８団体、翌

25年度に12団体、26年度には９団体から申請を

受け、過去３年間で総額81万6,000円の補助金

を交付しております。 

  なお、これまでに申請を受けた団体の路線当

たりの平均家屋戸数８戸で除した平均負担額は

１戸当たり平均約２万円となっており、補助金

分を差し引いた金額を約１万6,000円と想定し

ております。今後、沿線戸数の減少や降雪量の

増大によりさらに負担増となった場合は、制度

の見直しを含めて検討してまいりたいと考えて

おります。 

  また、雪捨て場の固定資産税の減免、軽減に

つきましては各町村の排雪後の現状把握と課題

等の整理を行い、他市の状況も参考にし検討し

てまいりたいと考えております。 

  次に、健康マイレージ制度の導入についてお

答えさせていただきます。 

  前回も御質問いただきました健康マイレージ

でございますが、健康づくりの動機づけや健康

行動の定着のため導入が進んでおり、今年度よ

り山形県でも健康長寿日本一実現プロジェクト

事業の一つとして山形健康マイレージ制度が実

施されます。参加する市町村において、主催す

る健康教室やイベントに参加した方がポイント

を集め応援カードの交付を受け協力店でサービ

スを受ける方式と聞いております。 

  御指摘のとおり、市民の健診受診率向上や運

動や食生活など健康づくりの実践により市民の

健康寿命の延伸、ひいては医療費や介護費の抑

制につなげたいと保健事業を推進しており、今

年度市ではラジオ体操と輪投げでプラステンの

運動普及事業を開催します。ラジオ体操は多く

の方が知っており、どの年代でも実践できる体

操であることから取り入れました。また、地域

での健康づくりの推進として昨年から末広町地

区で毎月健康教室を開催しており、他の地域で

の新庄学出前講座の健康教室の実施へと広がり

を見せております。 

  市民が健康づくりに関心を持ち家族や友人、

地域で健康づくりが継続できるように健康情報

の提供や楽しい実践方法を提案するなど多方面

から継続して支援することが重要と思います。 

  今後も、ラジオ体操と輪投げでプラステンを

初めとする各種保健事業の継続をするためにも

支援ツールの一つである健康マイレージの導入

についても意識の向上を図ることも有効と考え

ますので、いましばらく時間をいただきたいと

思います。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 
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清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

した。それでは再質問させていただきます。 

  先ほど、１番目の生活困窮者の件であります

が、周知徹底ということで広報、さまざまな市

報とかに掲載という話がありましたけれども、

ポスターなどの掲載とかは考えておられないで

しょうか。お願いします。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 周知を図

る上での一つの方法としまして、ポスターの件

でございますけれども、これは事前に印刷して

ございまして、ただちょっと内容的に少し早ま

った内容がございましてそこのところを少し手

直しをかけてそれから現在配布している最中で

ございます。以上でございます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） そうなりますといろ

んなところに掲示をされると思うのですが、ど

のようなところに掲示されるか。また、窓口に

来られない方がやはりいろいろ悩みを抱えてい

らっしゃるということでどの辺に配置をされる

かを再度お聞きしたいと思います。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 掲示する

場所でございますけれども、市の公共施設関係、

それから福祉関係の施設、民間のものも含めて

ですけれども、場合によっては各町内の掲示板

といったところも考えてみたいと思います。以

上です。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） それでは、次なんで

すが、任意と自治体の義務づけとありまして、

新庄市におきましては就労に必要な就職支援と

いうか訓練という話がありました。大変すばら

しいことだと思います。そのほかに何点か考え

ていらっしゃる支援などがあれば、任意の支援

ですけれども、先ほど１点伺ったんですけれど

も、このほかにもこれからこんな支援をしてい

きたいという意向があれば教えてもらいたいと

思います。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 必須事業

ということで自立相談支援事業と住居確保給付

金、これはどこでもやるわけですけれども、任

意事業としては現在新庄市で実施しているのは

就労準備支援事業だけということになっており

ます。そのほかに、国から示されている事業が

幾つかございます。 

  名称だけ御紹介いたしますと就労訓練事業、

一時生活支援事業、家計相談支援事業、学習支

援事業等になります。現在のところ、ことしは

初年度でございますので、就労準備支援事業だ

け実施する、任意事業ではこれだけを実施する

ということでございます。今後のことですけれ

ども、これについては必須事業の場合ですと国

庫負担の比率が４分の３であるのに対しまして

任意事業になりますと３分の２から２分の１に

落ちます。したがって、新庄市の負担というも

のがふえてまいりますので、その辺は慎重に考

えていきたいと思います。 

  今年度は事業実施の初年度でございますので、

生活困窮状態に陥る一番の原因としましてはや

はり就労の問題が大きいということを考えてお

りますので、この点で就労につながる支援を強
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化して、その中で新たなニーズを発見して事業

の発展方向を見きわめていきたいと考えており

ます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 先ほど、４月から実

施されたわけですけれども、相談件数が４月38

件、５月に64件、とても大きな数字ではないか

なと思いました。今現在、生活対策に向けて取

り組んでおられると思うんですが、行政だけで

なく地域住民の参加も必要になってくると思い

ます。先ほどもいろいろ連携をとりながらとい

う市長答弁にもありましたけれども、何か具体

的なことが今考えておられることがありました

ら例題として挙げてもらいたいと思います。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 生活困窮

者の自立支援を行う場合に包括的な支援でなけ

ればならないという国の方針がございます。し

たがいまして、今現在はいわゆる支援機関、ハ

ローワークであるとか、そういう支援機関へつ

なぐということが中心になってございますけれ

ども、今後はボランティアであるとか地域資源、

いろいろなものと協力し合って実施していくと

いうことが必要になるのかなと思っております。

以上です。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 先ほど、市長答弁の

中でありましたけれども、いろいろな生活支援、

さまざまな課の取り組みにもあるということな

んですけれどもあるところの取り組みでは市税

の滞納とかの方に大変あれですけれども、わか

る範囲でいろいろそのときに相談というか、相

談というのは向こうから来ないとなかなかでき

ないことでありますけれども、大変じゃないか

なという方がおられるということがわかった段

階でも何か手だてがあってもいいのかなと思う

んですが、どうでしょうか。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 確かに、

支援の対象となる方を探し出すということは非

常に難しい面がございます。そういう点では、

先ほど市長答弁でも申し上げましたけれども、

関係機関との連携した会議を構築していってそ

の中で情報交換していくということであるとか、

あるいはそういったところに参加している各団

体あるいは機関、こういったところの業務の中

でもこういった支援の場がございますよと紹介

をしていただくことも必要になってくるのかな

と思っております。 

  実際、今回生活自立センターもがみの相談内

容を見ましても確かに就労の問題は大きいんで

すが、ローンの返済あるいは公共料金、税の滞

納の問題、これに対する相談というのも多くご

ざいます。以上ですので、総合的な支援をやっ

ていくためにはいろんな機関との連携が必要に

なってくるのかなと思っております。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 生活困窮者の中でも

適切な支援があれば前に進むことができる方が

多くおります。この制度が生かされるよう困窮

者に寄り添う支援体制を望みたいと思います。 

  それでは、生活道路排雪事業費補助金につい

て再質問をさせていただきます。 

  先ほど市長から詳しく御答弁いただきまして、

届け出数350、補助金が81万円というお話を伺

いました。前にも、どなたかの一般質問にあっ

たんですけれども、青森か秋田では冬期間、12
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月から３月までだったと思うんですが、固定資

産税を減免しているという市がありました。先

ほども検討するというお話だったんですけれど

も、その辺のところを再度お聞きしたいと思い

ます。 

田宮真人税務課長 議長、田宮真人。 

清水清秋議長 税務課長田宮真人君。 

田宮真人税務課長 雪寄せ場として活用されてい

る土地の固定資産税の減免、軽減についてでご

ざいますが、先ほども市長答弁にありましたよ

うに冬期の快適な生活環境を確保する支援策で

もありますので、税務課としましても今後都市

整備課と連携を図りながら、先ほどのお話にあ

ったとおり、先進地の取り組みを参考にしなが

ら条件整備などの制度設計に向けて検討してま

いりたいと考えております。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 本当に雪の問題はず

っとこれからもかかわってくることであります

のでよろしくお願いしたいと思います。 

  最後に、健康マイレージについて再度質問さ

せていただきます。 

  新庄市でいきいき健康づくり新庄21というこ

とで第二次計画が発表されまして、その中で健

康寿命という言葉の意味を知っていますかとい

うところがありました。中学生であると知らな

いと答えた方が80.8％、高校生が58.3％、40歳

から69歳までになると57.3％、70歳以上の方は

43.8％の方が健康寿命という言葉の意味を知ら

ない方がおりました。いろいろ広報でもされて

おると思うんですが、健康長寿ということでマ

イレージを通してさまざま先ほども話があった

わけですが、健康寿命という言葉に対してまだ

まだ知らない方がおりますので、その点これか

ら平均寿命、健康寿命という２つのあれもあり

ますが、言葉に対しての広報、周知の徹底につ

いて再度お願いしたいと思います。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 健康寿命ということでの御質

問です。先ほど、髙橋市議から紹介がありまし

た山形県の健康長寿日本一実現プロジェクト事

業、健康長寿日本一という言葉の意味としまし

ては、吉村知事も言っておりましたが、健康長

寿、健康寿命をできれば日本一になるような形

で取り組んでいきたいということでお話を聞い

ております。 

  健康寿命という言葉も新しい言葉というんで

しょうか、元気で長生きするという内容でござ

いますけれども、一般的な寿命が長くても、例

えば介護の認定を受けて体が不自由になったり

とかさまざまな弊害というんでしょうか、障害

的なものを抱えながら長生きするのでなくて、

元気で長生きしていただきたい、元気な健康な

寿命を延ばしていくということで健康寿命とい

う言葉で最近よく言われるようになってきてお

ります。私ども健康課でも、さまざまな形で健

康寿命を延ばしていきましょうということでお

話もさせてもらったりいろいろなチラシとかに

も健康寿命ということでコメントを載せたりし

ております。 

  健康寿命を延ばしていくということで私たち

が取り組んでいる大きな、今もやっております

市長答弁でもありましたラジオ体操と輪投げで

プラステンという大きな事業を今年度計画して

おりますが、平成25年度から健康事業をもとに

した地域づくり、地域リーダー養成講座という

ことで健康づくりをテーマにした地域づくり、

そういったことを25年度、26年度と実施してま

いりました。地域あるいは団体で健康づくりを

進めていく、運動をしたりあるいは食生活に気

をつけたり、心地よい睡眠、あとはみんなで集

って笑顔で楽しく過ごしていく。高齢者の場合

ですとどうしても引きこもりがちになりかねな

いということで地域でみんなで声がけし合って
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楽しい健康づくりを進めていきましょうという

ことでの健康づくり、地域での健康づくり、団

体での健康づくりということでの取り組みをや

って、昨年度からモデル地区として健康づくり

を取り組んでおられる地域もございます。 

  それら健康寿命の延伸に向けた取り組みとし

まして、健康づくりの一環として出前講座、昨

年、ことしもそうですけれども、昨年あたりか

ら非常に、食に関しても含めまして人気があり

まして結構多くの地域であるいは多くの団体で

来てくれということで出向いている状況であり

ます。その中でも、健康寿命の延伸ということ

でなかなか新しい言葉でございますので、通常

の寿命と違う健康な状態での長寿を目指しまし

ょうということでのＰＲもさせてもらっており

ます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） それでは、２年間い

ろいろな取り組みをやられて健診の受診率はど

のくらい上がったのでしょうか。お尋ねいたし

ます。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 健診の受診率はということで

ございました。特定健診、がん検診等、あるい

は赤ちゃんとか子供の健診とかさまざまありま

すけれども、それぞれ数字は違いますけれども、

少しずつですが上がってきている状況でもあり

ます。また、微妙に内容によっては上がり下が

りがありますけれど、全体的に健康に関する意

識というんでしょうか、市民意識も高まってき

ているのではないのかなと感じております。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） これからも取り組み

に力を入れていただきたいと思います。 

  先ほど市長から輪投げ、ラジオ体操という話

がありました。いろんな地域で輪投げにもさま

ざまな方が参加されておりますけれども、今現

在何団体ぐらいあるんでしょうか。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 多分、輪投げの団体という意

味かなとは思いますが、申しわけありませんが、

輪投げの団体が何団体かということは把握して

おりません。ただ、地域でとか老人クラブ等、

毎年輪投げの大会、全国でも県内でも新庄市で

も行っているようですけれども、非常に盛況で

ございます。高齢の方々が輪投げ入れるだけで

なく、点数の数え方もただ点数を足すのでなく

ていろいろおもしろい仕組みがあって点数が２

倍になったり、全部入れると300点でしたっけ、

満点というすごいルールがあって頭も使う、体

も使うということで、新庄市の場合は去年輪投

げの用具に関して補助金を出したわけですが、

冬でも皆さん一緒になって楽しく運動ができる

ということで輪投げの推奨ということで今年度

もその続きとしましてラジオ体操、輪投げの取

り組みを続けていくことでございます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） そうしますと、ラジ

オ体操とか輪投げに力を入れていくというお話

ですので、これもぜひ健康マイレージの一部に、

ポイント制になるような気がするんですけれど

も、いかがですか。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 健康マイレージの例えばポイ

ントの一つになるんじゃないかという御質問か

と思います。健康マイレージ、今回山形県でも

健康長寿日本一実現プロジェクト事業の中の一

つとして、健康マイレージについて市町村と一

緒になってやっていきましょうということで事

業化しておるわけですけれども、健康マイレー
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ジについての考え方というんでしょうか、全国

で取り組みをしているところなんかを見ますと

いろいろな考え方がございます。 

  県内、昨年髙橋市議から一般質問を受けたと

きに先進のところにいろいろ問い合わせをして

みましたところ、ポイントについてはいろんな

考え方があるということでなかなか運動に関し

てのポイントをつけるのが難しいという返答が

実はありました。それゆえにということではな

いかと思いますが、なかなか県内全市町村に広

まりにくいのかなということで、県でも今回健

康マイレージについては応援しますよというこ

とを言ってくださっていますので、そこら辺の

取り組みについて市民にもわかりやすいような、

健康についての意識高揚というんでしょうか、

そういったことを目指しながら健康マイレージ

の制度、取り組み、新庄市民に合ったようなも

のを目指していきたいなということで思ってお

ります。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 他市町村と違ったよ

うな新庄市独自の健康マイレージ制度について

ぜひ取り組みを早目に進めていただきたいと思

います。 

  いろいろ質問させていただきましたけれども、

ことしは地方創生元年ということでこれからも

このまちで人生設計を私たち一人一人が描いて

いけるようなまちづくりを望みたいと思います。 

  以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時３３分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

叶内恵子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、叶内恵子君。 

   （２番叶内恵子議員登壇）（拍手） 

２ 番（叶内恵子議員） このたび、初めて新庄

市議会議員としてこの席に参りました叶内と申

します。沖の町の町内の皆様を初め、各商店街

の皆さん、応援していただいている皆さん、そ

して全ての市民の皆さんの暮らしが少しでも向

上することができるように思想信条を超えて一

歩一歩よい方向に前進できるように、新庄の未

来にスイッチを入れることを目標に頑張ってま

いります。生まれて初めての一般質問ですので、

ふなれな面が多々あると思います。皆様の御指

導をお願いしながら質問させていただきます。 

  皆さん、新庄市の商店街を見渡してどう思わ

れますか。私は生業の拠点として駅前商店街に

通わせていただくようになって15年目となりま

す。夢の新幹線が開業し、駅舎も生まれ変わっ

たときにはもっともっとにぎわいが増してくる

のかもしれないと期待をしていました。しかし、

その期待とは裏腹に年々寂しくなる商店街を肌

身に感じてきました。平日に人の往来が少ない

のは仕方がないことかもしれませんが、車の往

来があるので、その分まだ表通りから音が聞こ

えてきます。ですが、週末になると表通りの音

はもっと少なくなります。その閑散としたまち

の中の状況を実感したい方は、どうぞいつでも

私の事務所においでください。 

  過去の住宅地図をもとに駅前交番から南本町

十字路までの県道に面した店舗数と、反対側は

一方通行の終点地点の角を起点として南本町十

字路までの路面店の店舗数を拾ってみました。

昭和61年、今から28年前は交番側路面が54店舗、

対面側は52店舗でした。平成６年、21年前は交
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番側は53店舗、対面側は48店舗です。平成16年、

11年前は交番側42店舗、対面側は40店舗、平成

26年、交番側は31店舗、対面側は34店舗、年々

店舗数が減っています。昭和61年当時から比べ

ると今や約半分に減っています。ことしになっ

てからさらに駅前通りでは２つの建物が解体と

なり空き地がふえました。これでは私は新庄そ

して最上のあすはないと思って質問させていた

だきます。 

  本市の商工業の振興の方針として中心市街地

における商業機能の維持と活性化を図ると打ち

出し、最初に商店街機能の再生を緊急課題と位

置づけています。商店街の活性化をするという

ことは目に見える現象だと思うのですが、本市

の活性化とは具体的にどういうことを挙げて活

性化と捉えているのでしょうか。 

  本市の中心市街地の活性化の施策として、新

庄市商業地空き店舗等の対策を継続して行って

いると思いますが、実感としてその成果をいま

一歩感じられていないのですが、出店支援事業

補助金制度の利用実績はどのようになっている

のかお伺いします。 

  ２つ目は、アーケードを撤去した後の中心商

業地の整備についての質問をさせていただきま

す。 

  南本町商店街ではアーケード撤去工事を行っ

ています。アーケードが設置された昭和50年代

前半以降、雨の日も雪の日も傘を差さずに買い

物が楽しめる商店街として多くの人々の徒歩で

の通行を引きつけてきました。 

  しかし、現在新庄市の核をなす商店街の現状

は本当に厳しい。商店街には商品の価格帯も安

いものから高級品までそろっています。郊外の

大型店舗に負けないよう経営努力を続けてまい

りました。しかし、時代が下るとともに人口の

減少、１人当たりの消費財の購入金額の減少、

郊外の大型店舗の立地と商店街を取り巻く現状

はますます厳しく、将来の行く末を考慮した結

果老築化したアーケードの撤去に踏み切りまし

た。撤去されていくアーケードを見てますます

商店街が寂しくなっていくという声も聞きます

が、アーケードを撤去した後は無散水歩道整備

事業の計画があると聞いていますが、この事業

の計画について詳しくお聞きします。 

  また、さらに必要なことは無電柱化ではない

かと思います。経済機能としての商店街の活性

化を考えたときに、電柱がなくなれば道路幅を

広く使えるようにデザインできます。車社会の

新庄最上の実情を踏まえたとき、買い物に来る

お客さんは必ず駐車場を必要とします。無電柱

化の実現により広く拡幅した道路に路上駐車帯

を整備することで、中心商店街の利便性が向上

します。電柱がないことによりまちの景観が向

上します。災害を防止し除雪の苦労を軽減する

要因になり、雪に強いまちづくりをより一層推

進することができます。 

  さて、昨年12月定例会においても一般質問が

ありましたが、無電柱化について国土交通省の

無電化推進計画の動向等の情報収集に努めてい

ただいていると思いますが、その後どのような

進展があったかお伺いいたします。 

  そして、アーケード撤去後の中心商店街の整

備に関連をしまして、南本町商店会のアーケー

ドを撤去した後、町並みはそれぞれの建物の外

壁を修繕しなければならない状況となっている

ように見受けます。また、地元商店街から修繕

しなければならないという声を多く聞きます。

この状況を前向きに捉え、景観の統一化に向け

た取り組みについて市の考えをお伺いして、拙

い私の一般質問とさせていただきますが、どう

か新庄最上の未来にスイッチオンとなるような

御返答をお願いいたします。よろしくお願いい

たします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 
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山尾順紀市長 それでは、叶内市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  先ほどは昭和61年、28年前からの両側の商店

数を挙げ、現状として非常に商店街の数が減っ

てきているという生のお話を聞かせていただき

ました。ありがとうございます。 

  その中で、時代の大きな流れの中でさまざま

なこれまでも取り組みをし、駅前通りにおいて

は数年前にアーケードを排除し、無散水化を行

うということ、また、商店街の皆さん力を合わ

せてこれまでも青空市ですとかさまざまな挑戦

をなさってきたこと、重々知っているところで

あります。 

  それぞれ、駅前通り、南本町、北本町、中央

通りの皆さんとお話ししますと、それぞれの商

店街において課題が山積していることをお聞き

しているところであります。 

  その中で、出店支援事業空き店舗対策であり

ますが、出店支援事業補助制度の利用実績であ

りますが、交付要綱制定年度の平成20年度から

平成22年度までは各年度１件、平成23年度の実

績はなく平成24年度が１件、平成25年度は３件、

平成26年度の実績は５件で合計12件となってお

ります。 

  また、今年度５月25日付お知らせ版に、空き

店舗などを活用した創業支援に関する山形チャ

レンジ創業応援事業助成金の募集情報を掲載す

るとともに、今後６月25日付お知らせ版と一緒

に新庄市商業地域空き店舗等出店支援事業費補

助金の案内チラシを全戸配布する予定でありま

す。 

  このほか、５月20日に厚生労働省にて採択が

決定いたしました実践型地域雇用創造事業の中

で、ＵＩＪターン事業により最上地域へ移住さ

れる方や創業を希望される方にも十分に御活用

いただける地域情報ばかりでなく、空き店舗に

ついての情報等も事業開始される今年７月より

３年間ポータルサイトを作成して提供してまい

ります。 

  また、新庄まつりの歴史、文化、心を配信す

ることに特化した情報発信基地の整備につきま

しては新庄ふるさと歴史センターの屋台会館が

その機能を有しておりますが、新庄まつり260

年祭と、来年度に予定されておりますユネスコ

無形文化遺産の審議に向けて積極的に活用し、

歴史文化の継承を図るとともに情報発信に努め

てまいりたいと考えております。 

  また、祭りに特化したものではありませんが、

今年度の地域おこし協力隊の活動として中心商

店街の空き店舗を活用した観光案内や情報発信

を行う拠点を整備する事業を進めてまいります。

新庄まつりのみならず通年で新庄の魅力を発信

する基地として整備することで、商店街の活性

化にも寄与することが期待されると思いますの

で、早急に実施できるよう努めてまいります。 

  次に、アーケード撤去後の中心商業地の整備

ということで、南本町商店街のアーケード、間

もなく全て撤去されようとしているわけです。

先日、南本町商店街の総会があり、出席させて

いただきました。その後のことにつきましては

アーケード撤去後のことについては、冬期間に

おける歩行者の安全な通行を確保するため、無

散水歩道整備事業を実施したいと考えておりま

す。整備期間といたしましては平成27年度から

30年度までの４カ年計画とし、今年度は測量設

計業務を実施し、翌年度から工事を予定してお

ります。整備内容につきましては、両側の歩道

に無散水消雪設備を設置し、車道中央部は新た

に散水消雪施設を構築してまいりたいと考えて

おります。 

  施工範囲につきましては、市道部で片側200

メートル、両側で400メートルとなり、県道部

では片側50メートル、両側で100メートルの合

計500メートルの無散水消雪設備を市と県が協

力し事業を実施いたします。なお、完成するま

での当面の対応としましては機械除雪で対応す
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ることになります。 

  次に、無電柱化についてでありますが、国で

は昭和61年度から平成26年度までに６期にわた

る計画を策定してまいりました。今後の動向と

しましては無電柱化推進検討会議において地域

の要望、道路事業との同時整備、緊急輸送道路、

観光地を柱とする無電柱化推進計画の策定が行

われる予定になっております。これを受け、東

北地方整備局、山形県、市町村と随時計画策定

がなされていくものと考えております。 

  これまでの無電柱化事業においては共同溝に

よるものを主に実施してまいりました。しかし

ながら、工事費の高騰から全国的にその整備率

は伸びていない状況下にあります。今後、国に

おいて事業費の軽減に向けた取り組みがなされ

ると聞いており、それを受け本市におきまして

も快適で安全な通行空間の確保について目指し

て検討してまいりたいと考えております。 

  次に、撤去後の商業地の整備についてという

ことでありますが、町並みそれぞれの建物の外

壁を補修しなければならないということで、そ

の状況に景観の統一化など取り組みはいかがか

というお話でありますが、昨年度において平成

25年度補正商店街まちづくり事業補助金を活用

し、市内中心４商店街で街路灯のＬＥＤ化事業

を実施しました。このほか、このまちづくり事

業費補助金を活用して北本町昭和会においては

既存エレベーターの改修工事を行っており、ま

た南本町商店街においてはアーケード撤去並び

に除雪機の購入を行っております。 

  ４月１日より開始しました南本町商店街のア

ーケード撤去工事も順調に進んでおり、街路灯

のＬＥＤ化工事も含めまして７月下旬の完成予

定となっております。アーケード撤去後の町並

みにつきましては、既に南本町商店街でもその

ための取り組みが始まっているようであり、各

店に統一感をもたらすような日よけテント配付

を計画しているようであります。商工会議所に

おきましても、町並み景観専門家を招いてまち

づくり学習会を実施するなど積極的な取り組み

を行っております。 

  市といたしましても、このような学習会等へ

の積極的参加により各個店の魅力を十分に生か

した次世代へつながる魅力的な商店街の町並み

のために、商店街と一緒に勉強してまいりたい

と思います。 

  南本町商店街の前理事長から、今後さまざま

な問題点、課題がある、十二分に話し合いの場

を持っていただきたいということを申し受けを

受けたところであります。やはり、商店街の中

でどんなことをまず自分たちがやりたいのか、

どんなことをしたいのか。それにおける補助金

はどんなものがあるかということで十二分な話

し合いに乗っていただきたいという申し入れを

いただいたところでございます。私どもとして

は当然のことと、相談をしっかり受けとめなが

ら施策を進めてまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 御返答ありがとうござ

いました。 

  １つ、再質問させていただきます。 

  市街地活性化の補助事業の中でなんですが、

制度導入してから効果をどのように評価してい

らっしゃるのかをお伺いいたします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 広く活性化全般というこ

とになろうかと思いますけれども、市街地の顔

である中心商店街も含め考えますと、今我々が

暮らしている時代だけでなく半世紀の昔からこ

の新庄最上全般の中心市街地ということで発展

を遂げてきましたので、それを維持また今後と

も発展させることができるように、その都度新

幹線の延伸前後から含めて市あるいは民間ある
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いは共同ということで役割分担の中で行ってき

たということがあろうかと思います。 

  今の振興計画の中で、市民に親しまれる商業

機能の充実ということを大きなテーマにして私

どもは進めておりますが、先ほど申し上げまし

た行政だけではやはりこれは維持できませんの

で、すなわち民間である商店街の自体の方向づ

け、ましてやそこが一番先決、大事なんであろ

うと共助あるいは公助ということの中で、やれ

ないものについては商工会議所あるいは県、市

が請け負いながらやってきた中で、総じて考え

ればよく維持していっているのではないのかな

といった部分が、決して右肩上がりということ

ではないんだと思います。 

  一つの指標として商品販売額とか商店街利用

率というものをうたっておりますが、平成９年

をピークにして販売額が少しずつ減ってきてお

るというものではありますが、人口減少化の中

で郡部の方々の中心市街地に対する期待という

ものについても応えてきていると思っておりま

す。 

  その意味では、この地域での活性化について

は大きく寄与しているものなのかなと思います。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 御返答ありがとうござ

います。 

  今後とも協力をしまして研究、研さんと実践

とともに歩んでまいりたいと思っておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

  次なんですが、老朽化したアーケード撤去の

後のことだったんですが、老朽化したアーケー

ド撤去した後に無散水歩道を整備していただく

ことは本当に冬期間の歩行者の安全性、快適性

を確保します。この事業の円滑な執行をお願い

したいと思います。 

  しかし、それだけでは、新庄市は中心市街地

の経済の機能を再生しなければならないのでは

ないかと考えまして、私の海外での生活の体験

だったんですが、私は17年ほど前にニュージー

ランドで生活したことがありました。ニュージ

ーランドで、1990年代の初期から大都市に限ら

ず新庄市よりも小さい町の規模でもＢＩＤとい

うスタイルの中心市街地活性化の経済自立策が

導入されていました。ＢＩＤの構造は、地元住

民や経済、社会的変化などの多様な変化に適応

することができる地方自治体での法的メカニズ

ムということで導入されているところがとても

多くて、中心市街地の整備にとても寄与してい

てすばらしいなと思って見ていたんですけれど

も、そういう方策もあるということをまず提案

したいということと、国内にも無電柱化を生か

して北海道の江差町歴まち商店街とか、金沢市

の片町商店街なども地域を活性化しています。 

  無電柱化に対して実現化するのは本当にハー

ドルが高くて難しいということも、私も仕事柄

重々承知はしているのですが、何とか無散水歩

道の事業とあわせて無電柱化についても事業化

できないのか、どうすれば無電柱化の実現がで

きるのかと考えているところでした。具体的に

何かありましたらお聞かせいただければと思っ

ておりました。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 それでは、私から無電柱

化についてお答えさせていただきたいと思いま

す。 

  国土交通省所管で実施しております無電柱化

事業といいますと、一般的には電線共同溝とい

う方式をとられております。諸外国では裏側に

電線を配線するとか軒下に配線するという方法

もあるらしいんですけれども、補助事業として

制度化するとなった場合には電線共同溝による

ものとなると思います。 

  この事業を実施する上では非常に経費が多く

かさみます。道路管理者の経費、電力会社の経
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費、双方ともかなり大きな経費が必要となるこ

とから、先ほど市長答弁にあったとおりなかな

かそれが進行していかないという状況下だと思

います。 

  この事業を進めていく上では５年ごとに計画

が策定されていくわけですけれども、26年度か

ら30年度までの計画案が出されております。そ

の中に市も１路線出してはいるんですけれども、

なかなかこれまで蓄積された整備路線というの

が残っておりまして、新規で上げたとしても着

手するまでに行かないという事情かと思ってい

ます。 

  一方で、無散水消雪の部分があるんですけれ

ども、できればそれと一緒にということを考え

るわけですが、今の状況では共同溝の整備年次

が平成30年ころになるのではないかと想定され

ることから、地元が要望する無散水消雪の整備

をまずは優先してやっていきたいという思いで

ございます。以上です。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 大変難しいのを重々承

知しております。 

  なお、ＢＩＤという法的なメカニズムなども

勉強していただいて検討できるかどうなのかと

いうことを研究していただければと思っており

ました。 

  本日は３つの質問をさせていただきました。

市として中心市街地商店街活性化をどのように

捉え施策を考え出して実行していくのか、新庄

市がこのまま衰退してしまうのか、存続できる

のか、私たちは今その分水嶺に立っているよう

に思います。ぜひ、皆様の熱い郷土愛をもとに

検討をお願いして私の一般質問を終わらせてい

ただきたいと思います。お時間をいただきまし

てどうもありがとうございました。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時２５分 休憩 

     午後１時３５分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤悦子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、佐藤悦子君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇）（拍手） 

１ 番（佐藤悦子議員） 日本共産党を代表して

一般質問を行います。 

  最初の質問は、平和都市宣言の平和憲法の精

神に基づいた社会科教科書の採択についてです。 

  戦前、学校で子供たちは日本がやっていた戦

争が日本の安全保障と自存自衛のためのやむに

やまれぬ戦争、アジア解放のための正義の戦争

と教えられ、そのために命をささげよと教えら

れ、無謀な戦争を続け310万人の日本国民、

2,000万人ものアジアの人々が犠牲になりまし

た。 

  安倍政権が海外で戦争する国づくりへ暴走を

続ける中、４月６日に中学校教科書の検定結果

を発表しました。そこで育鵬社の公民教科書と

育鵬社と自由社の歴史教科書でどのように記述

されているかを具体的に見てみたいと思います。 

  育鵬社の公民教科書は、戦争をする国づくり

へゆがんだ歴史認識を持ち込むものとなってい

ます。育鵬社の公民は戦前の大日本帝国憲法は

高く評価する一方、今の日本国憲法を敵視し憲

法改正へ誘導しています。日本国憲法がうたう

基本的人権では、現行教科書にあった憲法に保

障された権利と自由が次の世代にも受け継がれ

るように努力しなければなりませんという文言

は削除されました。教育、勤労、納税を国民の

義務と強調し、脚注では、多くの国の憲法では
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国防の義務を課していると新たに挿入しました。 

  平和主義の単元では、記述の大半を自衛隊に

割き、他国の憲法を引きながら国防の義務を強

調。自衛隊には違憲論もあると述べていた脚注

は削除しました。集団的自衛権は、同盟関係に

ある国の防衛を支援し、お互いに協力しようと

する権利と述べ、現行本の自衛の表現を防衛に

書きかえました。平和主義と防衛の単元を挿入

し、コラム「沖縄と基地」の中で、日米安保体

制は日本の防衛の柱であり、アジア太平洋地域

の平和と安全に不可欠と記述。住民の苦悩や基

地撤去を求める運動には一切触れず、普天間飛

行場への辺野古への移設などを進めていますと

安倍政権の主張を伝えています。 

  公民とは個を公の一員として考え公のために

行動できる人だと述べ、前回以上に公を強調。

改悪された教育基本法を反映させ、愛国心を太

字で示し、右傾化を強めています。歴史は育鵬

社、自由社ともに侵略戦争を美化し、日本は正

しい戦争を行ったという認識を子供たちに持ち

込むものとなっています。アジア太平洋諸国で

2,000万人以上の犠牲をもたらした日本の侵略

戦争について「自存自衛」（育鵬社）日本の侵

略が「東南アジアやインドの人々への独立への

希望」になったと強調しています。自由社も占

領期には「後の独立の基礎となる多くの改革が

なされた」など、日本軍をアジアの解放者とし

て描きます。 

  ここには、さきの戦争に対する批判や反省は

全く見えません。当時の政府はアジア太平洋戦

争を「大東亜戦争」と呼んでいました。アジア

諸国を解放するための正義の戦争と宣伝するた

めでした。育鵬社も自由社も大東亜戦争という

言葉を残し、アジア解放のための戦争というこ

とをあくまで強調しています。これほど歴史の

真実から遠く離れた断言はありません。 

  小学館の出版する「歴史教科書と日本の戦

争」という本の中で、日本はよい国か、よい国

である、ただし……ということについて作家井

上ひさしが次のように述べています。 

  あらゆる国家は過去において必ず間違いを犯

す。悲しいことだがこれは避けられない。しか

し、ここから先がその国の国民の質と未来を決

定する。間違いをひた隠そうとする国民は、他

国民から信頼を得ることはできない。けれども、

その間違いに自分で気づき自力で乗り越えたと

き、その国民には未来がある。自己の行為を厳

しく点検して間違いがあればそれを乗り越える。

そうすれば、それらの一連の苦行によって国民

の質を高められ、そういう厳しい自浄作業その

ものが他国民の信頼をしっかりとつなぎとめも

するからである。 

  日本国の犯した間違いをひたすら覆い隠そう

とする日本人は一見愛国者に見えて実は国民の

質を卑しめ、この国の市民を地球社会から永遠

に隔離しようとする売国奴であり、日本人の過

ちを鋭く指摘する日本人こそ一見売国奴に見え

てその実は比類なき愛国者なんだと述べていま

す。 

  そこで１点目。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。ちょっと待ってくだ

さい。 

  いつになったら質問の内容に入りますか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 入ります。ただいま入

ります。 

清水清秋議長 簡潔にやってください。 

１ 番（佐藤悦子議員） １点目質問いたします。 

  ことしは戦後70年という節目の年です。平和

都市宣言の立場から平和憲法の精神に基づき二

度と悲惨な戦争をしないという決意を次世代に

伝えることは大事なことと思いますが、いかが

でしょうか。 

  ２点目は、ことしは中学校教科書の採択が行

われます。歴史認識を育む社会科教科書の中で、

育鵬社と自由社の歴史教科書、育鵬社の公民教

科書は戦争する国づくりへ向けてゆがんだ歴史
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認識を持ち込むものとなっているのではないで

しょうか。戦前の大日本帝国憲法を高く評価す

る一方、現行憲法について改憲へ誘導していま

す。アジア太平洋諸国で2,000万人以上の犠牲

をもたらした日本の侵略戦争を美化し、日本は

正しい戦争を行ったとする認識を子供たちに持

ち込むものであり、これで近隣のアジア諸国の

理解を得て協調できるでしょうか。平和都市宣

言の立場から、確かな歴史認識が育まれる教科

書が採択されることを教科書採択委員会に心か

ら望むものです。教育委員長の見解を伺います。 

  大きな２つ目の質問です。 

  市独自の米価暴落対策について伺います。 

  米価の暴落によって、３月議会のとき前年比

で約４億円もの農家所得の減少と見込まれてい

ました。今年度の米価も上がる見込みがないと

の見通しもあり、多くの農家が再生産への不安

を募らせています。若い方たちからも不安の声

が寄せられました。国の悪政の防波堤として市

独自支援が求められています。そのために、市

独自支援４点などについてお聞きいたします。 

  ①として、種もみへの市独自の補助をすべき

と考えますがどうでしょうか。県の補助に上乗

せすべきではないでしょうか。 

  ②として、園芸ハウスへの補助の増額の考え

はないか伺います。庄内町では県と町で75％ま

で補助をし、農家負担は25％に抑えられている

と聞きました。 

  ③は、畜産振興の立場から堆肥の有効活用の

ため堆肥の散布機の賃貸料などへの補助の考え

はないでしょうか。 

  ④として、農業用機械の貸し付け会社への設

立へ援助などできないでしょうか。農業機械が

高額で返済のために苦慮している農家が多い状

況です。 

  それにつけ加えた⑤として、ＴＰＰ推進では、

米価などのさらなる暴落を招き市の農業は生き

残れません。ＴＰＰ推進では地方創生どころか

地方崩壊の道です。人口減少を食いとめるため

に生産物の価格補償、農家への所得補償で再生

産可能な農業へ政策転換が必要ではないでしょ

うか。見解を伺います。 

  大きな３点目として、高齢者の生活を守るこ

とについて質問します。 

  ①は、今年度介護保険料の約14.7％の引き上

げが行われました。その結果、月額平均5,900

円となり、県内35市町村の中で新庄市は第９位

となりました。13市の中で見ると何と第３位で

あります。 

  年金の引き下げが続き介護や医療の負担増な

どで高齢者の生活は年々厳しくなってきます。

私たちが行った市民アンケートでは食費を削っ

て暮らしている、これ以上何を削ればいいのか、

生きているだけだという寂しい声がたくさん寄

せられました。介護保険料の市独自減免ができ

ると思います。見解を伺います。 

  ②として、80歳以上の高齢者の通院のために

タクシー券の補助について伺います。 

  家族の付き添いは仕事の都合などつきにくい

ということが少なくありません。バスなども少

ないので、車の運転をやめたいと思ってもやめ

られない高齢者が多いです。タクシー券の補助

が受けられることになれば、車の運転をやめる

きっかけになりやすいのではないかと考えます

がいかがでしょうか。 

  ③として、老人福祉センターの無料化の復活

について伺います。 

  有料になって以来、利用しにくくなっている

と言われています。ひとり暮らしの男性など囲

碁将棋を楽しみに集まってくる人が前はたくさ

んいましたが少なくなっています。閉じこもり

防止のためにも社会福祉協議会への補助をふや

して無料を復活すべきではないでしょうか。よ

ろしくお願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 
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   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  戦後70年のことし、平和都市宣言の立場から

平和憲法の精神に基づき二度と悲惨な戦争をし

ないという決意を次世代に伝えることは大切な

ことではないかという御指摘について、おっし

ゃるとおりだと思っております。 

  平成26年９月定例会において答弁させていた

だいたとおり、本市においては昭和59年新庄市

平和都市宣言を行ってから世界の恒久平和とい

う人類の共通理念を広く次世代に訴えるため、

新庄市平和都市宣言推進会議を組織しており、

毎年８月15日の終戦記念日に実施している新庄

市平和都市宣言宣言旗掲揚式では、小中高生の

参加を要請するなど、子供たちに対する啓蒙を

強化しております。今後も子供たちを含め広く

平和のとうとさを訴えるとともに、核兵器の廃

絶と戦争の愚かさを訴えてまいりたいと思って

おります。 

  教科書選択については教育長より答弁させま

すので、よろしくお願いいたします。 

  次に、米に関する質問で、最初に種もみの購

入費に対する市の支援についてですが、新庄市

農業再生協議会において県の県産米生産支援緊

急対策事業に基づき、米の直接支払交付金の交

付を受けた面積に応じ水稲種子の購入代金とし

て10アール当たり560円を助成し、この実績は

件数が1,039件、面積が2,310ヘクタール、助成

金総額は1,300万円となりました。 

  ２つ目の園芸ハウスへの補助の増額について

ですが、戦略的園芸産地拡大支援事業において

市で定める14品目の重点振興作物に対し、市独

自のかさ上げ補助を実施しております。これに

より、山形県の補助金と合わせて事業費の２分

の１が補助されます。市の重点振興作物とは、

現在の作付状況や産地化などの将来性について

農業協同組合などと協議して決定しているもの

であり、これからも関係者の要望などを聞きな

がら反映させてまいりたいと考えております。 

  ３つ目の堆肥の有効利用のため散布機の賃貸

料への補助金については、散布機は堆肥を圃場

に全面散布し作業時間の短縮と省力化が図られ

るとして多くの農家に利用されております。現

在、県事業の畜産生産拡大支援事業にて、こう

した機械の購入費について支援しておりますが、

機械の賃貸料への補助は含まれず、全て購入代

金への補助となっております。本年度は畜産農

家からこの補助金の申請はない状況であります

が、新庄市の畜産農家へのこの機械の導入状況

や今後のニーズを聞き取りながら事業費の２分

の１が補助されるよう市補助金かさ上げの実施

を含めて検討してまいりたいと考えております。 

  また、資源循環の取り組みについて水田活用

の直接支払交付金における耕畜連携助成も推進

してまいります。 

  ４つ目の、農業用機械の貸し付け会社の設立

への援助でございますが、現在このような会社

の設立に関する情報は入っておりません。現時

点では、農業法人など農業経営者が集まって単

独では購入が難しい大型機械などを共同利用し

コスト削減と作業効率化を進める取り組みにつ

いて支援してまいりたいと考えております。 

  ５つ目の、再生可能な農業への政策転換が必

要という御意見につきましては、ＴＰＰにより

関税が完全に撤廃され安価な米が海外から大量

に輸入された場合、国内産の米の価格がさらに

下がるものと懸念されています。農産物の価格

や農家の手取り価格を一定の水準にする価格補

償は収量がふえるにつれて収入がふえるため、

農業経営の安定や生産の拡大に有効とされてお

ります。所得補償については、耕作面積や品目

などに設けた基準でもって米の需給調整に参加

する農業者の所得を補償しようとしたものです。 

  国が新たな農業政策を進める中で、当市にお

いても認定農業者の促進や集落営農の組織化や
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集落営農への参加拡充を進め、また組織化、法

人化を進める制度の充実を図っておるところで

あり、米と野菜の収入減少影響緩和対策、いわ

ゆるナラシ対策による農業所得の安定化による

再生産の補償など国の農業政策の動向を見なが、

ら多方面から対策を講じていくと考えておりま

す。 

  次に、高齢者の生活をということですが、介

護保険料の算定につきましては今年度から３年

間で行う介護保険事業に必要な費用を算出し、

それを賄うための経費として必要な保険料を徴

収する仕組みとなっております。 

  当市の介護保険料は、前回第５期事業計画期

中に原則６段階設定のところを所得の低い階層

の段階を新たに設け負担の軽減を図ったところ

であり、今回の第６期事業の計画期の保険料に

つきましても前年度の８段階設定に１段階追加

し、９段階の設定となっております。所得水準

に応じたきめ細かな保険料の設定となり、所得

が低い場合には保険料負担も低くなる仕組みと

なっております。また、各段階の保険料につき

ましても住民税の課税状況などから基準保険料

額に対しての料率を細かく設定し、保険料の著

しい上昇を抑える措置も講じており、さらには

介護給付準備基金を取り崩し介護保険料の負担

軽減を図っております。 

  いずれも、今後のさらなる高齢化に伴い介護

費用の増加と保険料の上昇が避けられない中で、

制度を持続可能なものにするためには低所得者

も保険料の負担を続けていただくことを可能に

するための措置であることを御理解願います。 

  保険料の減免につきましては、今回の制度改

正により公費を投入して低所得者の保険料軽減

を行う仕組みを設けており、消費税引き上げに

よる財源の確保を踏まえ、国、都道府県、市町

村がそれぞれ負担することとなっております。 

  このように、制度化された仕組み以外の保険

料の減免の仕組みにつきましては、被保険者間

の公平性の確保や健全な介護保険財政の運営と

財政規律の観点から保険料の全額減免、収入の

みに着目した一律減免、保険料減免分に対する

一般財源の投入については適切でないとの国の

３原則の考え方を引き続き遵守しながら今後も

介護保険事業を運営してまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、タクシー券の補助についての御質問で

すが、現在本市では身体障害者手帳１級と２級

をお持ちの方々、療育手帳Ａ、精神福祉手帳１

級の方々、いわゆる重度障害をお持ちの方々を

支給対象としており、助成額は１枚につき330

円で年間12枚から15枚を支給しております。 

  高齢者の方々の移動手段の確保についてはさ

まざまな議論があると思います。運転免許証を

自主的に返納したくても自動車にかわる移動手

段の整備が不十分な地域などでは返納できない

高齢者の方々がいることは存じております。県

内でも、運転免許証を自主的に返納された方へ

の支援事業を行っている自治体は６市７町で支

援の内容はバスやタクシー券の交付となってお

ります。しかし、１回のみの交付がほとんどで、

運転免許証の返納による移動手段の一時的な確

保にとどまっております。 

  タクシー券の給付については、市内交通網の

整備も課題と捉え、他の自治体の取り組みなど

も参考に需要や効果を研究する必要があると思

われますので、現時点では制度の趣旨と財政上

のバランスを考慮し、現在の制度を維持してい

きたいと考えております。 

  最後に、老人福祉センターの無料化について

の御質問ですが、老人福祉センターは新庄市社

会福祉協議会が昭和50年に設置し、昨年開設40

周年を迎えました。センターで開催されており

ます各種教室への参加者も年々増加傾向にあり、

多種多様化している高齢者の健康の増進、教養

の向上及びレクリエーションのための場所を総

合的に提供しております。 
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  平成21年６月から施設利用料の有料化を実施

しておりますが、背景には市の財政状況悪化に

よる補助金の減額に伴い、施設の維持経費や老

朽化による修繕の経費に充てる財源を確保する

ためと聞いております。その間、財源不足にな

った経費については、介護保険事業費収入から

の繰り入れなどで補塡し運営していただいてお

ります。 

  市としましても、毎年老人福祉センター運営

補助金を交付しておりますが、財政状況が改善

傾向になったとはいえ、大幅な補助金の増額は

まだ難しい状況にあり、今後も社会福祉協議会

には御理解、御協力をお願いしたいと考えてお

ります。利用料等の決定につきましては、新庄

市社会福祉協議会老人福祉センター運営委員会

より決議される事項でございますので、市とし

てはお答えできませんので、よろしくお願いい

たします。 

  壇上からの答弁を以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 教科書採択について私から答弁

させていただきます。 

  平成28年度使用中学校教科用図書については

今年度が採択がえの年となっています。教科書

の採択に当たっては、平成26年４月、文部科学

省から義務教育小学校の教科用図書の無償措置

に関する法律の一部を改正する法律の通知がな

され、共同採択地区内の市町村教育委員会は採

択地区協議会の協議の結果に基づき、種目ごと

に同一の教科書を採択しなければならないとな

っています。そのため、新庄市では最上地区採

択協議会で採択した教科書を使用することとな

ります。 

  また、平成27年４月の文部科学省から出され

た平成28年度使用教科書の採択についての通知

についての中に、教科書採択方法の改善につい

て記載されています。具体的には、幅広い視野

から意見を反映させることや、児童生徒にとっ

て読みやすいものとなるように教科書のユニバ

ーサルデザイン化という視点から検討すること

が望ましいなどが挙げられています。 

  最上地区でも、市町村ごとに６月19日から７

月３日までの期間に教科書展示会を開催し、教

職員はもとより保護者や地域の方にも御意見を

頂戴してよりよい教科書採択に反映させていき

ます。また、これまでも最上の地域性や子供た

ちの実態に応じた教科書を採択してきておりま

す。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 答弁もありがとうござ

います。 

  再質問を行います。 

  まず、市独自の米価暴落対策について伺いま

す。 

  そこで種もみの補助について総額1,300万円

補助されたと聞きました。これに市独自の補助

は幾らあったのでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 種子助成については県単事業

でありまして、市のかさ上げはございません。

以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 県内で市町村のかさ上

げを行ったところはあったでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 郡内でも町村とＪＡが協調し

て末端で２分の１程度の助成になるような取り

組みを27年度当初予算で対応するという情報も

聞きましたが、ＪＡ新庄もがみ管内ですと新庄

市、最上町、舟形町、３市町がエリアになって

いるわけで、こちらの管内での行政としての検
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討もさせていただきました。過去に冷害等でと

にかく収量がならなかったというときに２度、

３度ほど種子助成という形で県単補助にかさ上

げした協調補助はしたことはございますが、今

回の場合は量、質とも平年を上回っているとい

うことでかさ上げについては行わなかったとい

う判断をさせていただきました。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 量、質ともに確かにい

いということ。悪くはないわけですが、でも農

家そのものの収入が４億円も所得が減ったわけ

です。そういう中で、再生産について本当に不

安な気持ちいっぱいで取り組んでいる農家を少

しでも励ますという立場からも市でも独自の補

助を考えるべきだったし、これからも考えるべ

きではないかと思うんですが、その考えはない

かお聞きします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 米価下落対策については、こ

れまでも幾つかの対策が市助成に限らず取り組

まれてきました。例えば、米価下落対策緊急支

援利子助成であったり、あるいはコスト削減と

いうことで稲作農業の体質を強化するというこ

とで国の１月に入って緊急的に出た対策ですが、

コスト削減に取り組んだ場合に助成をするとい

うことでこれについては799件が採択されてお

りまして、経営体数においては405経営体、面

積にして1,500ヘクタール分、金額にして3,300

万円程度。また、ナラシ対策ということで26年

産の米価と過去中庸３年の平均米価との格差、

この部分のナラシ対策が発動されまして、６月

３日付で252経営体に対し１億1,300万円ほどの

交付金が発動なりました。また、26年産に限り

認定農業者になっていない方でいわゆる転作を

達成、協力している経営所得安定対策に取り組

まれている経営所得安定対策加入者のナラシ対

策移行円滑化事業というのがありまして、認定

農業者でないんだけれども、転作を達成してい

れば26年に限り発動しますよというのが約760

経営体ほど対象となりまして、まだこれは交付

されておりませんが、試算ベースでは7,000万

円ほどの交付予定となっております。 

  昨年12月にも説明させていただきましたが、

米価下落による地域経済への底上げという意味

では、多面的支払交付金に基づいて地元の農道、

水路、畦畔等の補修、草刈り等で何とか農家経

済が回るようにということで交付金額にして３

億4,000万円ほどの対象も採択いただきまして、

このうち４分の１が市の持ち出しをしておりま

すので、そういった形で農家経済が回るような

ところで進めているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） わかりました。いっぱ

い頑張っていただいているということはわかり

ます。しかし、種もみ補助もやはりやる方向で

これから検討していただくよう要望で終わりた

いと思います。 

  次に②としての園芸ハウスについての補助で

すが、２分の１まで県市で補助しているという

ことで、前に財政難のときはここまでいかなく

て市のものが何もない状態もあったということ

を聞いておりますので、それに比べればありが

たいということで前進なさっているなと思いま

す。 

  しかし、それでも米がだめならハウスで頑張

らなきゃなと考えている方も多いわけですから、

庄内町でやっているように町でも大幅な上乗せ

で考えてさらに上乗せして農家負担を抑えるよ

うに検討できないか、再度お伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 戦略的園芸産地拡大支援事業

につきましては、平成25年度から皆さんから決
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定いただきまして、３分の１の県単の助成に市

のかさ上げ補助ということで２分の１助成にな

るように25年度から実施して進めてまいりまし

た。その結果、相当数野菜花卉分野については

それに取り組む農家もふえてきたということで

相当の効果があったのではないかという評価を

させてもらっています。 

  75％までの補助という御意見がありますが、

なかなかそこまで財政的にも厳しい中でもあり

ますし、他の事業とのバランスも考えて、当面

は２分の１で進めていきたいと考えているとこ

ろでございますので、御理解賜りますようよろ

しくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市としても前進してき

たということで評価したいと思いますが、さら

に検討などお願いしたいと思います。 

  次に、畜産振興ということで、鮭川村では散

布機を借りるとき村が補助して、また堆肥を買

うときも村が補助しております。7,000円の堆

肥に村で2,000円補助して、使う人は5,000円の

負担で済むようにして堆肥の有効活用を進めて

います。畜産振興の市独自補助について再度お

願いしたいと思います。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 畜産生産拡大支援事業等の活

用によりまして畜産農家の主に作業用機械ある

いは牛舎の改築等に助成しているところでござ

いますが、なかなか財政との協議も26年から協

議させてもらっています。その中で、今後も引

き続き最低２分の１ぐらいになるような助成に

持っていければなというところで努力している

ところでございます。 

  それから、先ほど市長答弁にもありましたよ

うに、水田活用の直接支払交付金における耕畜

連携助成という制度がございます。この制度は、

10アール当たり１万3,000円の交付ということ

で畜産農家と稲わら農家がわらを供給して堆肥

をいただくという耕畜連携の取り組みでは、現

在新庄市においては190件ほど取り組まれてお

りまして、その面積については200ヘクタール

ほどございます。実績ベースでも2,800万円ほ

どの国の経営所得安定対策の交付金を活用して

いるということで、そんな形でこれからも畜産

分野においても力を入れていきたいと思ってい

るところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ぜひお願いします。 

  機械についてのことですが、農業機械購入の

際に国県から３分の１の補助があるということ

です。補助対象の機械を買うときに市も６分の

１の補助をする考えはないかということで農家

負担が抑えられるようにという声は切実であり

ます。 

  そのことで、もう一つ補助対象の機械でない

機械、例えば畝立て機、防除機などを購入する

とき庄内町に聞いたら団体にということですが、

10分の１を補助しています。機械購入への市独

自の補助についてどういう考えを持っているか

お願いします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 機械の助成ということにつき

ましては、コスト削減するという意味では多く

の方で１つの機械を使うというのは非常にコス

ト削減に有効的に効果のあるものでございます

ので、市長答弁にもありましたように、農業生

産法人が立ち上がるときに機械施設の助成等に

ついても検討させていただきたいなと。ただ単

に、機械が欲しいから助成くださいということ

ではなくて、そういったコスト削減を狙うため

にはある程度一定の面積なり人を集めてコスト

削減につながるような誘導をしていきたいと。
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そのために補助を立ち上げたいから何とかとい

うお話があれば、ぜひ私どももテーブルに着い

て協議していきたいと思っていますので、よろ

しくお願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） そういうふうに大きく

やるコスト削減というんでしょうか、大きくや

るときには機械の補助を考えるということです

が、私としては大きくしなくても小さい農地を

守りながら生産をする人たちも応援をする必要

があると思いますので、例えばさっき言ったよ

うに小さな補助対象の機械ではない機械にも、

１軒でなくても何軒か協力した団体ができれば

みんなで全体的にコスト削減になります。大き

く土地を集約しなくても農家の協力でコスト削

減、そういうことで補助を出してコスト削減に

なるように思うんですが、そういう考えについ

てもう１回お願いします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 やはり、コスト削減という意

味では、補助事業制度の採択基準の中で対応し

ていきたいと考えているところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） では別の質問でいきた

いと思います。 

  前回の議会のときに、市長にＴＰＰのことに

ついていろいろお聞きしたときに政権は推進だ

から仕方ないような話だったような気がします。 

  でも、これについて市民の方から言われたん

です。政権は推進であっても国で決まったわけ

ではないので、決まったことに対してはやらね

ばならないかもしれないが、市長も決まらない

うちに決まったかのような受けとめで何も言わ

ないということでなくて、やはり農政の転換を

市民の暮らしを守る立場から市長として求めて

いくのは当然ではないかと思うんです。 

  そういう意味で、市長から生産物の価格補償

や農家への所得補償に再生産可能な農業への政

策転換の意味でもＴＰＰではなくそこから撤退

というんですか、そこから出て農業立て直しの

ために国はやるべきだと市長として言うべきだ

と思うんですがどうでしょうか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 ＴＰＰ関連につきましては、

国政でございますし、これまでさまざまな農業

団体とか東北市長会であるとか、いろんな場面

からＴＰＰに対する決議文が出ておりますので、

そういった活動にお願いされるべきところに一

職員、自治体がＴＰＰにとやかくなかなか言え

るものではないのではないかなと思っておりま

す。 

  また、今回請願の中でもそういった関連のも

のが出ておりますので、どう取り扱われるかで

すが、そのような場面に委ねたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 非常に今の課長さんの

お答えというのは、本当に新庄市の農家のこと

を考えたときにそれはと、あらゆる立場で言っ

ていくというのは私は大事なことだと思うんで

す。そういう意味で、弱腰にならないで、新庄

市の農業に自分は責任を持っているんだという

立場で積極的に転換を述べていくべきだと私は

思うわけです。 

  次に変わります。 

  ３番目の高齢者の生活を守ることに関してで

すが、先ほど市長の答えから保険料の全額免除、

収入のみに着目した一律減免、一律免除、保険

料の減免分に対する一般財源からの繰り入れに

ついては国からの指導でできないとまた言われ

ました。しかし、以前の国会答弁で時の厚労大
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臣が、一般財源からの繰り入れについて絶対だ

めだやめろとは言っていない、奨励はしないが

皆さんの主体性を尊重していると答えています。

このことからも介護保険の独自減免はできると

思うんですが、再度お答えお願いします。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 今回、第

６期の保険料設定をした際に、もう既に公費に

よる保険料の軽減を強化しているという事実が

ございます。したがいまして、これ以上の減免

というのはなかなか難しいのではないかと思っ

ております。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 再質問しますが、財源

は財政調整基金、一般会計ですが、今年度末で

８億6,000万円見込まれています。市民一人一

人の家計を少しでも温めていく姿勢が自治体と

しては必要ではないかなと思うんですが、市長

としてどう考えるかお願いします。 

小野 享財政課長 議長、小野 享。 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

小野 享財政課長 ただいま財政調整基金の使途

について御提案いただいておりますけれども、

基本的には中期財政計画の中で財源をそれぞれ

充てていくと計画しておりますので、御質問の

中身のいわゆる繰り入れについては想定してお

りません。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 次の質問をさせていた

だきますが、80歳代で手押し車で歩行している

方がおられます。その方が車の運転をして県立

病院へ通院しています。医者の指定日と家族の

休みが合わず自力で行かざるを得ないからなん

です。障害者用駐車場に守衛さんにお願いして

一旦とめさせてもらって受け付けを出し、再び

乗車して遠くの駐車場から手押し車で歩いてく

るのだそうです。「遠くてよお」と言っていま

した。タクシー券がもしあったら車運転をやめ

るきっかけになるなと語っておられました。 

  平成15年度は80歳以上に年12枚、利用者

1,023人でした。総額わずか550万円の予算で高

齢者を励ましてきたんです。財政はよくなって

きています。皆さんのおかげです。出せない金

額ではないと私はそう思うんですが、どうでし

ょうか。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 タクシー

券のことでございますけれども、先ほど市長答

弁でも申し上げましたけれども、これまで過去

財政的に非常に厳しい時期があったということ

から、現在本市におきましては重度の障害をお

持ちの方だけに対して交付しているという状況

でございます。 

  その後、財政的には改善されてきているとい

うお話ですけれども、なお厳しい面はございま

す。加えて、個別の事情としましてはいろいろ

大変なお話は私も聞いておりますけれども、な

かなかそれ全て不公平感なく対応するというの

は難しい面もあるのかなと聞いております。そ

の辺が免許証の返上について助成している13市

のほか自治体の対応を見ましても、ある程度わ

かると思っています。ですから、現在のところ

は現行の制度をそのまま維持していくというこ

とで御理解をいただきたいと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまのタクシー券

についてですが舟形の若あゆ温泉というところ
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がありますが、そこに来る高齢者の方々は舟形

町の住民は80歳以上の方かなと思うんですけれ

ども、高齢者のタクシー券の束を持ってくる、

うらやましいと市民は言っていましたが、それ

についてどう思うか。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 舟形町の

制度については存じ上げておりませんけれども、

13市のレベルでも新庄市よりもそういった手厚

いところが多うございます。そういう意味でそ

れでもなおかつ新庄市はやはり現状厳しいと判

断してございますので、御理解いただきたいと

思います。 

清水清秋議長 以上で、今期定例会の一般質問を

終了いたします。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 今期定例会の本会議をあす９日か

ら14日まで休会したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議をあす９日から14日まで休

会し、６月15日午前10時より本会議を開会いた

しますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時２４分 散会 
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平成２７年６月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２７年６月１５日 月曜日 午前１０時００分開議 

議 長 清 水 清 秋     副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員 
事 務 局 長 佐 藤 正 寿  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

会 長 星 川   豊 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 眞 見 治 之    

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２７年６月１５日 月曜日 午前１０時００分開議 

 

   （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議案第３８号金山町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ２ 議案第３９号最上町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ３ 議案第４０号舟形町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ４ 議案第４１号真室川町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ５ 議案第４２号大蔵村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ６ 議案第４３号鮭川村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ７ 議案第４４号戸沢村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結について 

日程第 ８ 請願第３号「平和安全法制」法案の徹底審議を求める意見書の請願 

日程第 ９ 請願第４号「平和安全法制」法案の廃案を求める意見書の請願 

日程第１０ 請願第５号「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、 

      ２０１６年度政府予算に係る意見書採択の要請」について 

 

    （産業厚生常任委員長報告） 

日程第１１ 議案第４６号字の区域及び名称の変更について 

日程第１２ 請願第２号ＴＰＰ交渉に関する請願 

日程第１３ 請願第６号米価暴落対策の意見書を求める請願 

 

日程第１４ 議案第４７号平成２７年度新庄市一般会計補正予算（第１号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第１５ 議案第４８号新庄市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１６ 議案第４９号財産の処分について 
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日程第１７ 議会案第３号教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元に係る意見 

      書の提出について 

日程第１８ 議会案第４号ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出について 

日程第１９ 議員派遣について 

日程第２０ 閉会中の継続調査申し出について 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第１議案第38号金山町との新

庄最上定住自立圏形成協定の締結についてから

日程第10請願第５号「教職員定数改善と義務教

育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、

2016年度政府予算に係る意見書採択の要請」に

ついてまでの10件を一括議題といたします。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

   （髙橋富美子総務文教常任委員長登壇） 

髙橋富美子総務文教常任委員長 おはようござい

ます。 

  それでは、私から総務文教常任委員会の審査

の経過と結果について御報告を申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案７件、

請願３件であります。 

  審査のため、６月９日午前10時より、議員協

議会室において委員７名出席のもと担当課の職

員の出席を求め審査を行いました。 

  初めに、議案第38号金山町との新庄最上定住

自立圏形成協定の締結について、議案第39号最

上町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結に

ついて、議案第40号舟形町との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について、議案第41号真室

川町との新庄最上定住自立圏形成協定の締結に

ついて、議案第42号大蔵村との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について、議案第43号鮭川

村との新庄最上定住自立圏形成協定の締結につ

いて、議案第44号戸沢村との新庄最上定住自立

圏形成協定の締結についての７件の議案につい

ては、新庄市と最上７町村との間で締結する新

庄最上定住自立圏形成協定を締結するものであ

ります。総合政策課から補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  総合政策課からは、取り組みする３つの政策

分野についてなど、協定の内容についての詳細

な説明と定住自立圏共生ビジョンを策定するま

でのスケジュールについての説明がありました。 

  審査に入り、委員から、町村と連携する取り

組みがばらばらだが支障はないのか、一体とな

ってしていかなければならないのではないかと

いう質問があり、担当課からは、考え方として

は一つになってやっていくということを目指し

て説明してきたが、それぞれ町村の事情もある

ため、進みながらよりよいものにしていく予定

との説明がありました。 

  また、費用負担については平等割とか人口割

とかがあるが、どういうことを想定しているの

かという質問があり、担当課からは、連携する

事業の役割分担の中で事業費を積算していくと

の説明がありました。 

  その他、協定の変更や廃止についての質疑は

ありましたが、採決の結果、議案第38号から議

案第44号までの議案７件については全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第３号「平和安全法制」法案の徹

底審議を求める意見書の請願については、総務

課職員の出席を求め審査を行いました。 

  審査において、総務課からは、今、野党と政

権側が憲法の合憲性をめぐる議論が伯仲してい

る段階と思われる。また、国会の現状を考える
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と、この国会で成立ということであれば夏まで

には成立させたい考えではないかと思うなどの

説明がありました。 

  委員から、この法案については徹底的に議論

をして進め、国民にも理解を求めていく必要が

あるため、市議会として意見書を出すべきだと

いった意見がある一方で、現在、審議中であり、

審議を打ち切るということはなっていない。も

う少し静観すべきだ。継続審査とすべきである

といった意見が出されました。 

  その他、議員間で討議をした後、継続審査と

することに関して採決した結果、賛成多数によ

り継続審査すべきものと決しました。 

  続いて、請願第４号「平和安全法制」法案の

廃案を求める意見書の請願については、総務課

職員の出席を求め、審査を行いました。 

  審査において、委員から、平和を求める日本

国民がテロの脅威にさらされる可能性が上がる

ようなことを選択してはならない。法案は通し

てはいけないということで意見書を出すべきと

いった意見がある一方で、必ずしも戦争を引き

起こすものではなく、国民の生命、財産を守る

という観点からも審議されると思うので、審議

を見守るべきであり、継続審査とすべきである

といった意見が出されました。 

  その他、議員間で討議をした後、継続審査と

することに関して採決した結果、賛成多数によ

り継続審査すべきものと決しました。 

  続いて、請願第５号「教職員定数改善と義務

教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるため

の、2016年度政府予算に係る意見書採択の要

請」については、学校教育課職員の出席を求め

審査を行いました。 

  審査において、委員から、教育現場の状況を

考えると負担が大きいという現状がある。教師

の負担なども現場の中では出てきているといっ

た意見が出されました。 

  学校教育課からは、これまで文部科学省では

教職員定数について財務省に予算要求を行って

きているが、文科省で挙げているような定数は

いただけない状態が続いている。実際に人員を

配置していただくことによって教師１人が見る

割合が減っていくため、その分、一人一人に目

が届く、手がかけられる、声もかけられるとい

う状態になると思う。また、教職員給与の国庫

負担分が３分の１になったことで、この請願に

もありますが、正規職員ではない教員、つまり

非正規教員がふえているというような現状にな

っており、好ましいことではないと認識してい

るなどの説明がありました。また、あるべき姿

に戻していただきたいという姿勢は崩してはい

けないといった意見も出され、採決の結果、請

願第５号については全員異議なく原案のとおり

採択すべきものと決しました。 

  以上で、総務文教常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。よろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 ただいまの総務文教常任委員長の

報告に対し、質疑に入ります。 

  初めに、議案第38号金山町との新庄最上定住

自立圏形成協定の締結について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第38号金山町との新庄最上定住自立圏形

成協定の締結については、委員長の報告のとお
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りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第38号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第39号最上町との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第39号最上町との新庄最上定住自立圏形

成協定の締結については、委員長の報告のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第39号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第40号舟形町との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第40号舟形町との新庄最上定住自立圏形

成協定の締結については、委員長の報告のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第40号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第41号真室川町との新庄最上定住

自立圏形成協定の締結について質疑ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第41号真室川町との新庄最上定住自立圏

形成協定の締結については、委員長の報告のと

おりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第41号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第42号大蔵村との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第42号大蔵村との新庄最上定住自立圏形

成協定の締結については、委員長報告のとおり

に決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第42号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第43号鮭川村との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第43号鮭川村との新庄最上定住自立圏形

成協定の締結については、委員長の報告のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第43号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、議案第44号戸沢村との新庄最上定住自

立圏形成協定の締結について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第44号戸沢村との新庄最上定住自立圏形

成協定の締結については、委員長の報告のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第44号は委員長の報告のとおり可決されま

した。 

  次に、請願第３号「平和安全法制」法案の徹

底審議を求める意見書の請願について質疑に入

ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 委員長の報告の中で、

総務課のほうから憲法についていろいろ議論が

あるというお話がありました。その内容につい

てと、それから夏まで成立させようと政府が考

えているようだということがあったんですが、

夏までということだと、このたび採択しないで

継続審査にした場合、夏を過ぎてしまうわけで

す。その前に、本当はこの市として市議会から

意見を上げてやるべきだろうと思うんですが、

そのことについて詳しい説明をお願いします。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 ９日の常任委員

会の請願審査におきましては、佐藤議員も傍聴
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されていたと思います。それ以上の議論はあり

ませんでした。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 憲法についての議論に

ついては、さきの国会で参考人質疑というのが

ありました。自民党が推薦した委員、それから

維新の会が推薦した委員、そして民主党が推薦

した委員、どの方も憲法学者です。その方が憲

法９条に違反するとはっきり述べられておりま

した。 

  また、政府のほうからそれに対する対案とし

て、政府見解として、1972年10月だったかと思

いますが、砂川判決に関係して憲法違反ではな

いような話で政府のほうから出たようです。し

かし、各党が出した憲法学者がどの方も憲法９

条に違反するとはっきり言っています。 

  さらに、政府が出してきた憲法に反しないと

いう政府見解も、実は集団的自衛権の行使が憲

法上、許されないという政府の立場がどのよう

な考え方に基づいているのかということを説明

した文書です。ですから、政府が出した憲法違

反でないとした文書も、集団的自衛権の行使が

憲法上、許されないとする政府の立場がどのよ

うな考え方に基づいているのかということを説

明した文書ですから、集団的自衛権行使は許さ

れない、憲法違反であるということを示した政

府の見解だったということなんです。 

  そしてまた、憲法違反でないというふうに言

っている学者が何人いるのかと言われたら、わ

ずかしかいなかった、このことについて…… 

清水清秋議長 佐藤悦子君、総務委員会の質問内

容に入ってください。 

１ 番（佐藤悦子議員） はい。 

  議論がなかったということは、審議不足では

ないかと思うんです。もう一度やり直すべきで

ないかと思います。どうでしょうか。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 常任委員会では

十分に審議されたと思っております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 今、世論調査というの

が行われております。それによりますと、読売

新聞などでも、国会で通すのには反対だという

声が８割近くになっているとも聞いています。

慎重にやるべきでないかということだと思いま

す。政府は、でも、総務の課長がおっしゃった

ようで、この夏までにというふうに言っている

わけで、慎重にやるべきだという多くの声にも、

このたび出さないということにしてしまうとい

うことは、世論にも反するものでないかと思い

ます。 

  また、県内の市民団体の一つかと思いますが、

弁護士会会長が声明を出しました。安全保障法

制改定法案に反対する会長声明、今後国会にお

いてこれを成立させることのないように強く訴

えるという中身でした。 

  もう一つは、お医者さんの団体である県保険

医協会、國井兵太郎理事長ですが、この方も安

全保障関連法案の廃案を強く求めるということ

で、この請願の趣旨に問題があるから徹底的に

話し合うべきだということの一致する市民・県

民の団体の意見が出ております。そういう立場

から、市議会としてやはり採択すべきだと私は

思うんですが、もう一度再審議する気持ちがな

いか、すべきだと考えないか、お願いします。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 先ほども申し上

げましたが、常任委員会においては継続審査と

いうことになっております。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、討論の発言を許しま

すが、賛成か反対か、お願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願に賛成です。 

清水清秋議長 原案に賛成討論として、佐藤悦子

君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 私は、請願第３号「平

和安全法制」法案の徹底審議を求める意見書の

請願に賛成の立場から意見を述べます。 

  先ほど委員長のほうから、憲法について議論

されている。しかし、そのことについて委員会

内での深い議論はなかったように思うというこ

とでした。また、夏まで成立させる模様だとい

う総務課からの話について、これに対して継続

審査にするという話に総務常任委員会でなった

ようです。そうなりますと、市が意見を上げな

いままいるということは、国の立場を、今、政

府がこれを夏までに成立させようと思っていま

すが、それに賛成するようなことになってしま

うのではないかと思います。 

  私はこの請願を賛成して通すべきだという立

場から賛成の理由などを述べさせていただきま

す。 

  この法案は、はっきり言って戦争法案だと思

います。問題は３つありますが、第１は、アメ

リカが世界のどこであれ、アフガニスタン戦争、

イラク戦争のような戦争に乗り出した際に、自

衛隊がこれまで戦闘地域とされてきた場所にま

で行って弾薬の補給、武器の輸送などの後方支

援を行うようになるということです。戦闘地域

まで行けば必ず自衛隊が相手から攻撃されるで

しょう。さらに、攻撃されたら自衛隊は武器を

使用することになります。自衛隊が武器を使用

すれば相手はさらに反撃して、まさに戦闘する

ことになると思うんです。前、人道支援という

ことで持っていった武器が国会で明らかになり

ました。そのときに持っていったので110ミリ

対戦車弾、84ミリ無反動砲、14.7ミリ重機関銃

という大変な重装備であります。これが武器を

持たないといった中での持っていった最低限度

のものだったんです。今度は戦闘地域に強力な

武器を持っていくことになるわけで、それで戦

うということになれば戦闘そのものなのです。

前の人道支援の中でも、自衛隊は帰ってきてか

ら54人が、精神に病を持ってだと思うんですが、

命を絶っているという話になっています。未来

ある若者を戦場に送って、殺し殺される戦闘さ

せるわけにはいかない、私はそう思うのです。 

  ２つ目の問題は、形式上、停戦合意がされて

いるところであっても、なお戦乱が続いている

ところに自衛隊が派遣されるということです。

実際に今までもアフガニスタンにＩＳＡＦ、国

際治安支援部隊が約十何年か行って、3,500人

が対テロ掃討作戦で亡くなっています。さらに、

ＩＳＡＦは終わったんですが、今、引き継ぐ形

でＲＳ任務と言われるアフガンの治安維持部隊

がいるそうです。42カ国、１万3,000人が参加

しています。これにアメリカから自衛隊の参加

を求める可能性が非常に大きいんです。拒否で

きないかもしれません。そういうことになる今

の法案だと思います。 

  ３つ目は、大変危険なことです。アメリカの

無法な先制攻撃という戦争にも自衛隊が参戦さ

せられる。先制攻撃というのは侵略戦争です。

今までアメリカは、例えばベトナム戦争、これ

はアメリカの侵略戦争だと今言われています。

イラク戦争も、アメリカによるうそをついての

始めた先制攻撃、こうだったというふうに今言

われています。これに自衛隊が参戦させられる、

そういうことになる法律だということです。し
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かも今までアメリカのこうした無法な戦争に日

本政府は一言も反対だとか問題があるとか言っ

たことがないんです。そういう日本がアメリカ

の先制攻撃、これに乗り出さざるを得ない、こ

こにこそ集団的自衛権行使の一番の危険がある

と思います。日本を無法国家の仲間入りをさせ

てはならない、そう思うんです。 

  そういう意味で、この請願は採択して意見書

を上げて、戦争しない日本、若者を戦場に送ら

ない日本を守っていくべきだと私は思います。

以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第３号「平和安全法制」法案の徹底審議

を求める意見書の請願は、委員長より継続審査

の申し出が出されておりますので、継続審査に

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  請願第３号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  賛成多数であります。よって、請願第３号は

委員長報告のとおり継続審査となりました。 

  次に、請願第４号「平和安全法制」法案の廃

案を求める意見書の請願について質疑に入りま

す。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第４号「平和安全法制」法案の廃案を求

める意見書の請願は、委員長より継続審査の申

し出が出されておりますので、継続審査にした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  請願第４号について、委員長の報告のとおり

決することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反

対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  賛成多数であります。よって、請願第４号は

委員長報告のとおり継続審査となりました。 

  次に、請願第５号「教職員定数改善と義務教

育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、

2016年度政府予算に係る意見書採択の要請」に

ついて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 
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  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第５号「教職員定数改善と義務教育費国

庫負担制度２分の１復元をはかるための、2016

年度政府予算に係る意見書採択の要請」につい

ては、委員長の報告のとおりに決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第５号は委員長の報告のとおり採択されま

した。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第11議案第46号字の区域及び

名称の変更についてから日程第13請願第６号米

価暴落対策の意見書を求める請願までの３件を

一括議題といたします。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤義一産業厚生常任委員長 おはようございま

す。 

  それでは、産業厚生常任委員会報告をします。 

  私から、産業厚生常任委員会の審査の経過と

結果について御報告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案１件、

請願２件です。 

  審査のため、６月10日午前10時より、議員協

議会室において委員９名全員出席のもと審査を

行いました。 

  初めに、議案第46号字の区域及び名称の変更

について審査に入り、委員からの質疑はなく、

採決の結果、議案第46号については全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続いて、請願第２号ＴＰＰ交渉に関する請願

については、請願の紹介議員の出席を求め、審

査を行いました。また、説明員として農林課の

職員の出席を求め、ＴＰＰ交渉についての現状

を伺いました。 

  審査において、委員から、まさしく今、国々

の国益をかけて交渉中でありますので、果たし

て今の段階で請願を採択すべきかと言われれば

私は消極的にならざるを得ないや、農村婦人と

してやむにやまれぬ思いの中での請願だなどと

のさまざまな意見がありましたが、採決の結果、

請願第２号については賛成多数で採択すべきも

のと決しました。 

  続いて、請願第６号米価暴落対策の意見書を

求める請願については、請願の紹介議員の出席

を求め、審査を行いました。また、説明員とし

て農林課の職員の出席を求め、米価暴落対策に

ついての現状を伺いました。また、紹介議員よ

り、請願書の内容に事実誤認等の不備もあるが、

請願者の意思を酌み取り、採択をいただきたい

ということでございました。 

  審査において、委員から、請願事項の中で

2018年度産米からの生産調整方針を撤回するこ

ととあるが、これはもう決まっていることであ

り、また、農家自体も自分のところの市場があ

ふれているというのに生産をしているという農

家の現状を見直さなければならないなどとさま

ざまな意見がありましたが、採決の結果、請願

第６号については賛成少数で不採択すべきもの

と決しました。 
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  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果について報告を終わ

ります。 

清水清秋議長 ただいまの産業厚生常任委員長の

報告に対して質疑に入ります。 

  初めに、議案第46号字の区域及び名称の変更

について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第46号字の区域及び名称の変更について

は、委員長報告のとおりに決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第46号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第２号ＴＰＰ交渉に関する請願に

ついて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第２号ＴＰＰ交渉に関する請願について、

委員長報告のとおりに決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

請願第２号は委員長報告のとおり採択されまし

た。 

  次に、請願第６号米価暴落対策の意見書を求

める請願について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 討論の発言がありますので、討論

の発言を許します。佐藤悦子君、反対討論です

か、賛成討論ですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 原案に賛成の討論です。 

清水清秋議長 原案に賛成討論として、佐藤悦子

君。 

   （１番佐藤悦子議員登壇） 

１ 番（佐藤悦子議員） 米価暴落対策の意見書

を求める請願に賛成の討論を行います。 

  市民の今の農家の現状は、米価暴落によって

大変な状況です。田をつくる米づくりをやめよ

うか、そういうことに悩んでいる農家が少なく

ありません。続けられるのだろうかと多くの方

が悩んでおられます。それに対して問題はやっ

ぱり国の政治なので、国が米価暴落対策をきち

んととってくれれば農家をこんな不安な気持ち

にさせることはないのです。そういう意味で、

国のあり方として、米に対する生産調整をきち

んと行って、必要ならばたくさんつくらせれる、

余れば外国に輸出してもいい、そういうふうに

国が農家がつくったものを責任を持って買い取
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る、そういう制度が前あったわけですから、そ

ういう形で農家の所得や生産者価格を保障する

やり方が国として必要だと思います。 

  委員会の議論の中で、米国産米の特別輸入枠

の合意の問題ということで、この文章などが問

題かとかいろいろ言われました。しかし、請願

者というのは市民です。専ら、その政策ばかり

を詳しく勉強しているわけではありません。や

はり生活から出てくる願いを、不十分であって

も出して、その立場で議会で国に意見書を上げ

てほしいというのは国民主権の立場で大事なこ

とだと思います。請願権はまさに国民主権の憲

法から出ている、それを保障するための措置で

す。そういう意味で、請願者の内容が専門家か

ら見れば多少不備だということがあったとして

も、農業を守ってほしい、再生産できる農政に

してほしい、その切実な願いを受けて、国民主

権の立場から国に意見書を上げてやるというの

は市議会議員として当たり前のことではないか

と思うんです。願意を酌み取った趣旨採択とい

うことにして、間違っていればそこを委員会と

して訂正しながら意見書を出してやる、より正

確なものを出してやる、それが国民主権の立場

に立った議員の姿勢ではないかと思うんです。 

  私は、この切実な農家の皆さんの声がこもっ

た請願を不採択にするというのは許せない、農

家の立場に立って採択にすべきだと私は思いま

す。以上です。 

清水清秋議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  請願第６号米価暴落対策の意見書を求める請

願についての……。 

  失礼いたしました。これより暫時休憩いたし

ます。 

 

     午前１０時４７分 休憩 

     午前１０時４８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第６号米価暴落対策の意見書を求める請

願について、委員長報告は不採択でありますが、

請願第６号については原案のとおり採決するこ

とに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸君

は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  賛成少数であります。よって、請願第６号は

不採択とすることに決しました。 

  ただいまより10分間休憩いたします。 

 

     午前１０時４９分 休憩 

     午前１０時５８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第１４議案第４７号平成２７

年度新庄市一般会計補正予算（第

１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第14議案第47号平成27年度新

庄市一般会計補正予算（第１号）を議題といた

します。 

  本件に関しては既に説明が終わっております

ので、直ちに質疑に入ります。質疑ありません

か。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 
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清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） それでは、私から質問

させていただきます。 

  ９ページになります。２款１項７目企画費で

ございます。その中で報償費、ふるさと納税の

返礼品の額だと思うんですけれども、これに対

しては市でもいろいろな対策をとっていると思

うんですけれども、その中で新庄独自の返礼品

をつくってもいかがかなと思うんですけれども、

市職員の方からそういうアイデアが出ているの

か。出ていたならば使うのかをお聞きしたいと

思います。例えばなんですけれども、一日市長

権だったり、そういう形で、品ではない権利と

して与えるものも一つの新庄市の目玉としては

どうでしょうか。そういうものをやるようなこ

とを今回つくってはいかがかなという提案なん

ですけれども、どのように考えていますでしょ

うか。よろしくお願いします。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 ふるさと納税につきまし

ては、平成26年度まで17品目というふうなこと

でありましたけれども、大幅に品目をふやしま

して現在は51品目というふうな形になってござ

います。また、寄附金額によりましていろいろ

なコースもつくっているところでございますけ

れども、現在のところは、農林課あるいは商工

観光課のほうから情報を得まして、アイデアを

いただきましてやっているところでございます。

現在は物産品のみというふうな形になってござ

います。以上です。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 今現在、物産品だけでご

ざいますけれども、今後は議員おっしゃるよう

に企画提案を受けまして、いろいろな商品、物

産品に限らず拡充していきたいなというふうに

考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ということは、今まで

はやっていないということですよね。これから

考えるということなんでしょうけれども、結構

職員の方もいろいろなアイデアを出して、ふる

さと納税に関してはかなり力を入れているとい

うお話も聞きますので、そういったアイデアを

しっかり組み込んでふるさと納税品を充実し、

そして物品だけではなくいろいろなこと、アイ

デアを出して、それを要はホームページなりに

出し、そしてマスコミの方々に拾ってもらえれ

ば新庄市のアピールをやってもらえるものと考

えますけれども、そういうアイデアをもっと充

実させるべきだと思いますが、今回はこの

2,000万という額もありますので、しっかり取

り組んでいただきたいと思うんですけれども、

今後の意気込みをよろしくお願いします。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 今後につきましても、例

えばいろいろな体験のものでありますとか、い

わゆる観光に結びつくものにつきましても意見

を求めて拡充していきたいというふうに考えて

おります。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） おはようございます。 

  佐藤議員と若干かぶりますが、補正予算書７

ページ、寄附金、補正額4,000万円増というと

ころで、数字の捉え方というところで、今、佐

藤議員のお答えの中にもあったように、これは

３月の予算委員会の中でもやりましたけれども、

インターネット上で取引することがことしから

始まると、またはアイテム数の拡大ということ

で答弁いただいていますが、4,000万補正増と

いう数字のこういったところが伸びているんだ
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ぞというような説明をお願いします。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 27年度、４月１日からで

すけれども、ヤフー決済、それから「ふるさと

チョイス」というホームページ上のサイトがご

ざいますけれども、そこに掲載いたしまして、

いわゆる電子決済も始めたところでございます。

これにつきまして、状況というふうなことです

けれども、約２カ月間で2,000万近くというふ

うな実績になってございます。 

  この捉え方ですけれども、ふるさと納税に係

るいわゆる住民税課税のワンストップ制度につ

きまして、非常にマスコミ等でも宣伝がありま

した関係上、４月上旬がかなり多かったように

思われます。今後、動向につきましては、なか

なか見えづらいところもございます。各市町村

におきましてもかなり充実しているというふう

なこともございますので、今回は4,000万とい

うふうな形で歳入を見込んでいるところでござ

いますので、今後予想、状況を見まして、また

補正というふうな形でお願いする場面もあると

思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 先ごろ新聞報道等でも

されました。昨年度のふるさと納税の額という

ところで、県内の中でも天童市が今、目立って

いるんですけれども、例えば新庄最上の中で、

町村は問わず、最上町が恐らく２億5,000万超

えているのかなと。そして例えば新庄市の場合

と最上町のもの、多分米と牛肉が主体なのかな

と推測はできるんですが、ほぼ同じアイテムを

扱っていて、しかもお隣同士だと。新庄市は、

定住自立圏形成に向けまして中心都市宣言をさ

れている。中心都市宣言をした新庄市がふるさ

と納税、できれば１番になってほしいなという

思いから質問するのですが、今、4,000万の増

となったところで、課長がどういった理由でな

ったのかを分析されているかと。ＰＤＣＡサイ

クルのうちのＣの段階をしている。今年度の最

終的な予測は、今の段階で目標数値を立てるの

は不可能かもしれませんが、やはり年度末３月

で、決算が出てくるのは来年の９月ですけれど

も、そこまでぜひ２億5,000万を超えて、新庄

最上の中で１番になってほしいなという思いで、

例えばだから、これまでやってきた、先ほどの

繰り返しになりますが、チェックとアクション

をどのようにされていくのか、行政だけでやる

のか、それとも民間の知恵をかりながらやるの

か、答弁できる範囲で結構ですので。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 一つには、郡内におきま

しても昨年度、特に最上町でありますとか舟形

町におきまして億を超えるというふうな状況に

なってきてございます。中身を見ますと、米と

かそれから肉が中心となっているところは当市

と変わらないというふうなところでございます。

新庄市におきましても、肉につきましては、す

き焼き用でありますとかビーフステーキ用とい

うふうな形での種類別にしましたり、米におき

ましても食べ比べセットというふうなことで、

品種を分けてやっているところもかなり人気を

呼んできているところであります。 

  今後、特に物産協会のほうにお世話になって、

物産協会のほうでも各分野のほうで開拓してい

ただいておりますので、ほかの業種の方も意見

をいただきながら新たなところを開拓していき

たいというふうに思っております。 

  一つには、きょうから始まりますけれども、

いわゆるオールクリエーションさんの「さくら

んぼ鶏」につきましてもきょうから受け付け開

始というふうなことでありますので、ＰＤＣＡ

というふうな形がありましたけれども、そうい
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ったところの人気度とか傾向なんかをチェック

しながらいろいろアイデアをふやしていきたい

なというふうに思います。 

  ちょっと別の件になりますけれども、「プレ

ジデント」という雑誌がございます。会社の経

営者なんかがよく購入している雑誌で18万部と

いうふうなことですけれども、これに全国26団

体のお勧め特産品というふうなことでベストセ

レクションというのがございました。それで、

その中に新庄市の肉が入っております。ほかは

結構冷凍肉が多いんですけれども、ここは冷蔵

品で品質・味とも申し分ないというふうなこと

で紹介されておりますので、こういった機会も

捉えながらＰＲに努めていきたいというふうに

思ってございます。以上でございます。（「終わ

ります」の声あり） 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 11ページの土木費の市

道舗装についてなんですが、どこをやる予定な

のか、お願いします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 当初の予算をいただいて

おりました部分につきましては、学校周辺であ

るとか、それから春、行われました駅伝の関係

する路線などに使用させてもらっております。

今回の冬の豪雪によりまして傷んだ箇所を点検

しておりまして、そこの部分に使用させていた

だきたいというふうに思っております。以上で

す。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市内を私たち回ったと

きに、特にこの市道は傷みが激しいなと。今回

はパッチぐらいの処理かと思われるんですけれ

ども、パッチではなくてやっぱりきれいに再舗

装してもらいたいなと思うところが何カ所かあ

りました。課として再舗装し直したほうがいい

なという、地元の住民からの要望箇所はどのぐ

らいで予算にすると本当はどのくらいなのか、

把握しておられたらお願いします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 舗装・補修に関しまして

は、都市整備課として３つのタイプで進めてお

ります。一つは、相当数のボリュームがあると

いうことについては補助金を使って整備をする

路線、それから今回の補正をいただきますパッ

チングで補修をするようなもの、それから直営

でやるようなものというふうになっております。 

  細かい部分については、現時点での集計では

1,000平方メートルほどというふうにカウント

しております。また、補助としましても、今後

23キロを整備していきたいというふうに考えて

おります。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 具体的に全部わかって

いるわけではないんですけれども、具体的に芦

沢とかそちらのほうの市道がひどいような、農

業大学校の前の地区などの市道が余りにもひど

いような気がしたんですけれども、そこら辺に

ついてはどう考えておられるか、お願いします。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 先ほど申し上げましたと

おり、近々の対応としてはパッチング等で対応

させていただきたいというふうに思っておりま

す。損傷度合いが激しくなったものについては、

今後その他の方法で対応してまいりたいという

ふうに考えております。 

  ただ、今、議員御指摘の農業大学校の前です

けれども、そちらは検討になるかと思いますの

で……（「ずっと奥のほう」の声あり）奥です
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か。はい。いずれにしましても、そのような形

で対応させていただきたいというふうに思って

おります。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第47号平成27年度新庄市一般会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第47号は原案のとおり可決されました。 

  ここで、暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時１５分 休憩 

     午前１１時３６分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程の追加 

 

 

清水清秋議長 追加案件が出ておりますので、こ

こで議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告い

たします。 

  本日午前11時15分から、議員協議会室におい

て議会運営委員６名出席のもと、執行部から副

市長、関係課長並びに事務局職員の出席を求め

て議会運営委員会を開催し、本日の本会議にお

ける議事日程の追加について協議をしたところ

でございます。 

  協議の結果、議案第48号新庄市個人情報保護

条例の一部を改正する条例の制定について及び

議案第49号財産の処分についての議案２件、議

会案第３号教職員定数改善と義務教育費国庫負

担制度２分の１の復元に係る意見書の提出につ

いて及び議会案第４号ＴＰＰ交渉に関する意見

書の提出についての議会案２件、並びに議員派

遣について及び閉会中の継続調査申し出につい

ての議会案２件の計６件を本日の議事日程に追

加していただくことにいたしました。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果について報告といたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た議案２件及び議会案４件の計６件を本日の議

事日程に追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案２件及び議会案４件の計６件を本日の議事

日程に追加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午前１１時３９分 休憩 

     午前１１時４０分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第１５議案第４８号新庄市個
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人情報保護条例の一部を改正する

条例の制定について 

 

 

清水清秋議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第15議案第48号新庄市個人情報保護条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題と

いたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第48号新庄市個人

情報保護条例の一部を改正する条例の制定につ

いて御説明申し上げます。 

  改正の理由としましては、全国民に個人番号、

通称「マイナンバー」を付番する行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律、通称「番号法」が平成25年５月

31日に成立し、本年４月３日に同法律の施行期

日を定める政令が施行されたことにより条例改

正を行う必要が生じたことによるものでありま

す。 

  主な改正点といたしましては、番号法施行に

伴う個人情報に係る定義の追加とその個人情報

の取り扱いについての規定及び個人情報保護審

議会についての規定を改めるものであります。

具体的には、特定個人情報・保有特定個人情

報・情報提供等記録の定義を加えるとともに、

個人番号は個人情報に該当し、より厳格な保護

措置を講ずる必要があることから、特定個人情

報・情報提供等記録の利用・提供・開示・訂

正・利用停止請求について規定するとともに、

個人情報保護審議会の意見を聞く場合の規定を

改めるものであります。また同時に、文言の整

備を行うものです。 

  本条例の施行期日は、条例中第１条の規定に

ついては、番号法の施行期日と合わせ平成27年

10月５日とし、第２条の規定は、番号法附則第

１条第５号に掲げる規定の施行の日からとして

おります。 

  御審議いただき、御決定賜りますようよろし

くお願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第48号新庄市

個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定

については、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第48号について委員会への付託を省略する

ことに決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました議案第

48号新庄市個人情報保護条例の一部を改正する

条例の制定について質疑に入ります。質疑あり

ませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） これは、ことしの10月

５日から実施されるということで、国のほうで

10月から番号通知が予定されている共通番号、

マイナンバー制度が行われるのに合わせて市で

もやっていくということなんですけれども、今

これがちょっと危険でないかなという気がする

んです。というのは年金125万件の情報が流出

した。それだけでなくて、きょうのニュースで

成り済ましというか、それを使って別の年金に

振り込まれるようにしていっている人が出てい

るかもしれないというニュースが流れておりま

して、このマイナンバーというのはさらに一つ

の番号で年金だけではなくてその人の全ての情

報が日々足されていく、それが一括管理される

というか、その番号だけで出てくるぐらい全て

の情報が入ってくるもので、今度は本人がこれ

を使うと言わなくてもみずからは選べなくて、

一方的に国のほうから通知されて、それが悪用
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される危険性が今高まっているんでないかなと

いう気がするんです。そういう意味では中止で

きないのか、お聞きします。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 通称「番号法」につきま

しては、国の法律に基づきまして実施するとい

うふうなことでありますので、中止というふう

なことにつきましては国の判断というふうな形

になるかと思います。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） アメリカの連邦司法省

によりますと、アメリカにもマイナンバーとい

うようなもの、社会保障番号ＳＳＮということ

で同じように使われています。ここに1,170万

件の成り済まし犯罪被害が発生したと、アメリ

カ連邦司法省が言っております。 

  また、アメリカの税金のことで、2011年には

不正な税還付申告が94万件…… 

清水清秋議長 佐藤悦子議員、アメリカのほうを

審議しているわけではございませんので、その

辺をきちっとみずから守ってください。 

１ 番（佐藤悦子議員） はい。 

  既に実施したところがそういうふうになって

いるということで、日本もそういうふうになっ

てしまう可能性が非常に高いということで、こ

こでは国の判断がどうなるかわからないし、今、

年金の情報が流出していて、その問題が出てい

ますから、その意味では待ってみるというか、

市でちょっと待ちということもできるんじゃな

いかと思うんですが、どうでしょうか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 アメリカのほうでも番号

法と類似した制度につきまして以前導入したと

ころでございます。それにつきましては、いろ

いろな年金情報でありますとか所得情報、それ

らにつきまして一元的に管理していたというふ

うなところで、成り済ましによる悪用でもって

かなりの情報が引き出されたというふうなこと

を聞いたことがございます。 

  今回の番号法におきましては、いわゆる一元

的に個人の情報を管理するのではなくて、市で

持っている情報は市で、それから国で持ってい

る情報は国でというふうなことで、分散管理と

いうふうな形で、今までと同様の形で管理する

ということになってございます。それに伴いま

して、番号法の運用につきましては、そういっ

た成り済ましとかが仮にあった場合、芋づる式

にいろいろな情報が引き出されるというふうな

ことはないということになってございます。 

  なお、年金機構の今回の情報の流出につきま

しては、そういった年金システムの基幹系パソ

コンと、それから職員がインターネットなども

使いましてやる情報系パソコンというふうなと

ころが分かれていたんですけれども、その基幹

系パソコンの中から得た一覧表とかを情報系の

端末に入れて、それが流出したというふうなこ

とでございます。 

  それにつきましては、いわゆるシステム上の

問題というよりも、職員の情報の取り扱いの問

題というふうなこともございますので、そこら

辺のところにつきましては、職員の教育という

ふうなところも続けて強化していきたいなとい

うふうに考えてございます。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 市とかでその情報取り

扱いを研修などで徹底していくということは大

事なことだと思います。でも同時に、このナン

バーは行政だけでなくて企業などの民間事業所

も保有することになります。仮に役所が万全の

対策をとっていても、全ての企業で厳格な情報

管理を徹底できるわけでもないとも言われてお

ります。故意あるいは過失を問わず漏えいの危
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険は避けられないのではないかと思います。流

出すれば長期間にわたって個人情報が収集され、

悪用されるおそれがあると言われていますが、

どうですか、そういうことはありませんか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 そうした不安もやはり国

民の中ではあると思います。 

  この番号法につきましては、回線がいわゆる

インターネットとは違いましてＬＧＷＡＮとい

う行政回線専用になっております。高速道路で

言えば一般市民は入れない、行政だけの出入り

口があるというふうな回線になってございます。

そうした中から、システム的に漏えいするとい

うふうなことは考えづらいところがございます。 

  ただ、今後、運用するに当たりまして、最初、

来年の１月から国を中心とした番号法の利用が

始まりますけれども、今後、２年後に市町村と

の連携も始まります。その間、運用テスト等も

繰り返しながらそういったシステム上の問題が

ないような形でやっていくというふうなことで

すので、その辺のところは問題はないかという

ふうに考えてございます。 

清水清秋議長 ほかに質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第48号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第48号新庄市個人情報保護条例の一部を

改正する条例の制定については、原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第48号については、原案のとおり決する

ことに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸

君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  賛成多数であります。よって、議案第48号は

原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１６議案第４９号財産の処

分について 

 

 

清水清秋議長 日程第16議案第49号財産の処分に

ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第49号財産の処分

について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄中核工業団地の土地を売却する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定により議

決を求めるものであります。 

  このたび、天童市に本社のある株式会社エス

ユーエスより新庄中核工業団地の土地譲り受け

申し込みがございました。同社は、足場資材の

組み立て及び賃貸業を営んでおり、同社により
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ますと事業が好調であり、現在、市内宮野地区

で営業している事務所等が手狭になり、事業拡

大のために新庄中核工業団地用地を取得し、新

たに移転新築したいとのことであります。 

  売却する土地は、新庄中核工業団地Ｊ－２－

３区画の１万419.13平方メートル、売却価格は

4,500万円でございます。売却の相手先は、株

式会社エスユーエス代表取締役吉田栄寛であり

ます。 

  以上、御審議いただき御決定賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第49号財産の

処分については、会議規則第37条第３項の規定

により委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第49号について委員会への付託を省略する

ことに決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました議案第

49号財産の処分について質疑に入ります。質疑

ありませんか。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 大変喜ばしい進出じゃ

ないかと思いますけれども、この会社の資本金

並びに従業員数、売り上げはどのくらいの規模

があるかお聞きしたいと思います。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 譲り受け申し込みの書面

によりますと、資本金は100万円、従業員数は

22人というふうなことでございます。 

  なお、売り上げにつきましては、直近の25年

３月から26年２月、これが出ておりまして、７

億8,700万円と。以上でございます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） わかりました。ただ、

資本金が100万とおっしゃいましたね。資本金

の余り大きい会社じゃない、売り上げが７億あ

るというようなことは今後のいろいろなことで、

今、足場需要もあると思いますので、ぜひ成功

するように祈っています。終わります。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第49号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第49号財産の処分については、原案のと

おり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第49号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１７議会案第３号教職員定

数改善と義務教育費国庫負担制度

２分の１復元に係る意見書の提出

について 

 

清水清秋議長 日程第17議会案第３号教職員定数

改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に

係る意見書の提出についてを議題といたします。 



- 142 - 

  提出者の説明を求めます。 

  総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

   （髙橋富美子総務文教常任委員長登壇） 

髙橋富美子総務文教常任委員長 それでは、私の

ほうから説明をさせていただきます。 

  議会案第３号教職員定数改善と義務教育費国

庫負担制度２分の１復元に係る意見書の提出に

ついて、上記の議案を別紙のとおり会議規則第

14条第２項の規定により提出します。平成27年

６月15日。新庄市議会議長清水清秋殿。提出者

は私、新庄市議会総務文教常任委員会委員長髙

橋富美子でございます。 

  それでは、次のページをお開きください。 

  教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２

分の１復元に係る意見書。 

  日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当た

りの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数

が多くなっています。しかしながら、第７次教

職員定数改善計画の完成後９年もの間、国によ

る改善計画のない状況が続いています。自治体

が見通しを持って安定的に教職員を配置するた

めには、国段階での国庫負担に裏付けされた定

数改善計画の策定が必要です。一人ひとりの子

どもたちへのきめ細かな対応や学びの質を高め

るための教育環境を実現するためには、教職員

定数改善が不可欠です。また、新しい学習指導

要領により、授業時数や指導内容が増加してい

ます。日本語指導などを必要とする子どもたち

や障害のある子どもたちへの対応、いじめ・不

登校などの課題もあります。こうしたことの解

決に向けて、少人数教育の推進を含む計画的な

教職員定数改善が必要です。 

  いくつかの自治体においては、厳しい財政状

況の中、独自財源による定数措置が行われてい

ますが、国の施策として定数改善に向けた財源

保障をすべきです。 

  三位一体改革により、義務教育費国庫負担制

度の負担割合が２分の１から３分の１に引き下

げられました。その結果、自治体財政が圧迫さ

れ非正規教職員も増えています。 

  子どもたちが全国どこに住んでいても、一定

水準の教育を受けられることが憲法上の要請で

す。子どもの学ぶ意欲・主体的な取り組みを引

き出す教育の役割は重要であり、そのための条

件整備が不可欠です。 

  よって、国においては、2016年度政府予算編

成において次のことを実現されるよう、強く求

めます。 

記 

 １ 子どもたちの教育環境改善のために、計画

的な教職員定数改善を推進すること。 

 ２ 教育の機会均等と水準の維持向上を図るた

め、義務教育費国庫負担制度の負担割合を

２分の１に復元すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先は、以下のとおりでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午後０時０３分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  ただいま説明のありました議会案第３号教職

員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１

復元に係る意見書の提出については、総務文教

常任委員会提出の議会案でありますので、会議

規則第37条第２項の規定により委員会への付託

を省略し、直ちに質疑に入ります。質疑ありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ
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討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第３号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議会案第３号教職員定数改善と義務教育費国

庫負担制度２分の１復元に係る意見書の提出に

ついては、原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１８議会案第４号ＴＰＰ交

渉に関する意見書の提出について 

 

 

清水清秋議長 日程第18議会案第４号ＴＰＰ交渉

に関する意見書の提出についてを議題といたし

ます。 

  提出者の説明を求めます。 

  産業厚生常任委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤義一産業厚生常任委員長 それでは、議会案

第４号ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出につい

て、上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条

第２項の規定により提出します。平成27年６月

15日。新庄市議会議長清水清秋殿。提出者、新

庄市議会産業厚生常任委員会委員長佐藤義一。 

  おめくりください。 

  ＴＰＰ交渉に関する意見書。 

  先の日米首脳会談では、日米２国間協議での

大きな進展を確認し、早期妥結に向けた協力を

再確認しました。また、アメリカ議会に大統領

貿易促進権限（ＴＰＡ）法案が提出されたこと

を契機に、日米２国間協議が大きく進展し、牛

肉や豚肉の関税を引き下げることや、緊急輸入

制限（セーフガード）について大枠合意し、更

には米国産米の特別輸入枠を設定することが固

まったことにより、米国側は、主食米・加工用

米あわせた輸入を要求しており、日本側の譲歩

が焦点になっていると報道されています。 

  いずれも米や牛・豚肉などを重要品目として

除外又は再協議を求めた国会決議に違反してい

るものであり、重大な譲歩提案はただちに撤回

すべきです。 

  日米両政府は、日米協議の前進を契機にＴＰ

Ｐ全体を妥結させようとしており、国会決議か

ら逸脱した重要品目の大幅譲歩を行う場合は、

ＴＰＰ交渉からの撤退を決断せざるを得ません。 

  よって、国においては、ＴＰＰ交渉に関して

次のことを行うよう強く要望します。 

記 

 １ ＴＰＰ交渉に関する国会決議を遵守し、守

れない場合は、交渉から撤退すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先、内閣総理大臣、農林水産大臣宛てで

ございます。 

  以上でございます。 

清水清秋議長 ただいま説明のありました議会案

第４号ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出につい

ては、産業厚生常任委員会提出の議会案であり

ますので、会議規則第37条第２項の規定により

委員会への付託を省略し、直ちに質疑に入りま

す。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ
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討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第４号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議会案第４号ＴＰＰ交渉に関する意見書の提

出については、原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第１９議員派遣について 

 

 

清水清秋議長 日程第19議員派遣についてを議題

といたします。 

  議員派遣につきましては、地方自治法第100

条第13項及び会議規則第167条の規定に基づき、

お手元に配付しております名簿のとおり全議員

を山形県市議会議長会主催の議員研修会に派遣

したいと思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

山形県市議会議長会主催の議員研修会に全議員

を派遣することに決しました。 

 

 

日程第２０閉会中の継続調査申し

出について 

 

 

清水清秋議長 日程第20閉会中の継続調査申し出

についてを議題といたします。 

  議会運営委員会及び各常任委員会の活動につ

いて、各委員長より閉会中の継続調査の申し出

がありますので、申し出のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

閉会中の継続調査については各委員長の申し出

のとおり決しました。 

 

 

閉      会 

 

 

清水清秋議長 ここで、市長より御挨拶がありま

す。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 ６月定例会の慎重審議、まことに

ありがとうございました。また、６月議会冒頭

におきまして、説明不足により議会を混乱させ

ましたことに心からおわびを申し上げたいとい

うふうに思います。 

  ６月議会、いよいよことし１年のスタートを

切る議会として、皆様方からいただいた意見を

尊重しながら、今後の市政運営に努めてまいり

たいというふうに思っております。 

  今回、特には定住自立圏協定を御審議いただ

き御承認いただきましたこと、まさしく地方創

生の第一歩を飾るに定住自立圏、最上郡と一緒

になりふるさと再生ができるというスタートに

対し御承認賜りましたことも重ねて御礼を申し

上げたいというふうに思います。 

  その前段として、景気対策というようなこと

で、国から来ている予算、きょうはふるさと商

品券、プレミアム商品券を発行ということで現

状として９割、今のところ販売されたという状
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況も聞いております。そんな中で地域がそれら

のお金を使いながら経済が活性化すること、私

自身だけなく、皆様も同じ願いではないかなと

いうふうに思っております。 

  当初、日照りが続いた中でしたが、徐々に雨

も降り、それぞれ田畑が潤いつつある新庄らし

い季節になってきたなというふうに思います。

今後ますます暑くなりますので、それぞれの議

員の皆様においてはぜひ御自愛くださるようお

願い申し上げまして、簡単ですがお礼の挨拶と

いたします。まことにありがとうございました。 

清水清秋議長 以上をもちまして、平成27年６月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後１時０９分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  清 水 清 秋 

 

   会議録署名議員  叶 内 恵 子 

 

    〃    〃   小 嶋 冨 弥 

 




